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凡
例 

 

①
『
伊
勢
物
語
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
文
献
に
拠
っ
た
が
、
適
宜
私
に
句
読
を
切
り
、
清
濁
を
分
か
つ
も
の
と
す
る
。

な
お
、
他
作
品
の
本
文
に
関
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
依
拠
し
た
本
文
を
明
示
す
る
が
、
影
印
に
拠
っ
た
場
合
は
、『
伊

勢
物
語
』
と
同
様
の
処
理
を
施
す
。
和
歌
の
引
用
は
、
原
則
『
新
編 

国
歌
大
観 

C
D

-R
O

M

版 
V

e
r.2

』(

角
川
学
芸

出
版
、
二
〇
〇
三
年)
に
拠
る
が
、
こ
れ
に
拠
ら
な
い
場
合
は
特
に
注
に
示
す
。 

 

〈
非
定
家
本
〉 

○
大
島
本
…
…
…
…
…
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵 

貴
重
典
籍
叢
書 

文
学
篇 

第
十
六
巻
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九

年
） 

○
日
大
為
相
本
…
…
…
田
中
宗
作
・
杉
谷
寿
郎
「
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
伝
為
相
筆
本
『
伊
勢
物
語
』
翻
刻
と
研
究
」

(

「
語
文(

日
本
大
学)

」
六
十
一
号
、
一
九
八
五
年
二
月) 

○
阿
波
国
文
庫
本
…
…
片
桐
洋
一
編
『
異
本
対
照
伊
勢
物
語
』（
和
泉
書
院
、
一
九
八
一
年
） 

○
谷
森
本
…
…
…
…
…
鈴
木
知
太
郎
解
説
『
伊
勢
物
語 
天
福
本
・
谷
森
本
』(

古
典
文
庫
、
一
九
五
二
年) 

○
泉
州
本
…
…
…
…
…
『
泉
州
本
伊
勢
物
語
』（
国
学
院
大
学
学
術
部
、
一
九
四
一
年
） 

○
本
間
美
術
館
蔵
本
…
『
伊
勢
物
語 

伝
民
部
卿
局
筆
本
』(

ほ
る
ぷ
出
版
、
一
九
七
六
年) 

○
真
名
本 

 

・
寛
永
版
本
…
…
…
高
橋
忠
彦
・
高
橋
久
子
編
『
真
名
本
伊
勢
物
語
―
本
文
と
索
引
―
』（
新
典
社
、
二
〇
〇
〇
年
） 

 

・
旧
本
伊
勢
物
語
…
木
村
晟
・
瀬
尾
邦
雄
・
柳
田
忠
則
『
真
名
本 

伊
勢
物
語 
綾
足
校
訂
』(

翰
林
書
房
、
一
九
九
五

年) 

○
武
者
小
路
本
…
…
…
大
津
有
一
編
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究 

補
遺
篇 

索
引
篇 
圖
録
篇
』（
有
精
堂
出
版
、
一

九
六
〇
年
） 

○
藤
房
本
…
…
…
…
…
吉
田
幸
一
編
『
伊
勢
物
語 

伝
藤
原
藤
房
筆
本
』（
古
典
文
庫
、
一
九
九
八
年
） 

○
『
参
考
伊
勢
物
語
』
所
引
為
家
本 

 
 
 
 
 
 
 
 

…
『
参
考 

伊
勢
物
語
』（
岩
波
書
店
、
一
九
二
八
年
） 

 

〈
定
家
本
〉 

○
学
習
院
大
学
蔵
本
…
鈴
木
知
太
郎
校
注
『
天
福
本
伊
勢
物
語
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
三
年
） 

○
建
仁
二
年
本
…
…
…
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
４１
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
） 

○
九
大
本
…
…
…
…
…
『
伊
勢
物
語
〈
九
州
大
学
蔵
本
〉』（
古
典
文
庫
、
一
九
六
七
年
） 

  

※
な
お
、
こ
れ
ら
以
外
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
池
田
亀
艦
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究 

校
異
編
』
お
よ
び
山
田
清

市
『
伊
勢
物
語
校
本
と
研
究
』
の
校
異
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
本
文
に
拠
る
。 

 

②
『
伊
勢
物
語
』
の
諸
注
と
そ
の
略
称
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

・
池
田
亀
鑑
『
伊
勢
物
語
精
講
』（
學
燈
社
、
一
九
五
五
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
池
田
『
精
講
』 

・
大
津
有
一
・
築
島
裕
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

伊
勢
物
語
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
）
…
…
大
津
・
築
島
『
大
系
』 

・
松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
校
註 

伊
勢
物
語
』（
笠
間
書
院
、
一
九
六
八
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
松
尾
・
永
井
『
校
註
』 

・
上
坂
信
男
『
伊
勢
物
語
評
解
』（
有
精
堂
出
版
、
一
九
六
八
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
上
坂
『
評
解
』 
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・
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
編
纂
『
折
口
信
夫
全
集 

ノ
ー
ト
編 

第
十
三
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
〇
年
） 

…
折
口
『
ノ
ー
ト
編
』 

・
中
田
武
司
・
狩
野
尾
義
衛
『
伊
勢
物
語
新
解
』(

白
帝
社
、
一
九
七
一
年)

…
…
…
…
…
…
…
…
中
田
・
狩
野
尾
『
新
解
』 

・
森
野
宗
明
『
伊
勢
物
語 

現
代
語
訳
付
』（
講
談
社
、
一
九
七
二
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森
野
『
文
庫
』 

・
森
本
茂
『
伊
勢
物
語
全
釈
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
七
三
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
森
本
『
全
釈
』 

・
片
桐
洋
一
『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学 

伊
勢
物
語
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
片
桐
『
鑑
賞
』 

・
渡
辺
実
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

伊
勢
物
語
』（
新
潮
社
、
一
九
七
六
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
渡
辺
『
集
成
』 

・
石
田
穣
二
『
新
版 

伊
勢
物
語
』（
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
田
『
文
庫
』 

・
中
野
幸
一
・
春
田
裕
之
『
伊
勢
物
語
全
釈
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
三
年
）
…
…
…
…
…
…
…
中
野
・
春
田
『
全
釈
』 

・
竹
岡
正
夫
『
伊
勢
物
語
全
評
釈
』（
右
文
書
院
、
一
九
八
七
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
竹
岡
『
全
評
釈
』 

・
福
井
貞
助
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 
伊
勢
物
語
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）
…
…
…
…
…
…
…
福
井
『
新
全
集
』 

・
秋
山
虔
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

伊
勢
物
語
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
秋
山
『
新
大
系
』 

・
石
田
穣
二
『
伊
勢
物
語
注
釈
稿
』（
竹
林
舎
、
二
〇
〇
四
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
田
『
注
釈
稿
』 

・
鈴
木
日
出
男
『
伊
勢
物
語
評
解
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴
木
『
評
解
』 

・
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
全
読
解
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
片
桐
『
全
読
解
』
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緒
言 

  

一
、
『伊
勢
物
語
』の
伝
本
と
そ
の
研
究
史 

  

『
伊
勢
物
語
』
は
、
我
が
国
の
古
典
文
学
の
中
で
も
最
も
多
く
の
読
者
を
持
ち
、
親
し
ま
れ
て
き
た
作
品
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
現
存
す
る
写
本
・
版
本
の
数
も
夥
し
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
定
家
書
写
の
系
統
の
伝
本
、
と

り
わ
け
学
習
院
大
学
が
蔵
す
る
天
福
二
年
書
写
の
奥
書
を
有
す
る
本
が
重
要
視
さ
れ
て
来
た
。
本
論
文
は
、
こ
う
し
た
定

家
本
一
辺
倒
と
も
言
っ
て
よ
い
現
今
の
『
伊
勢
物
語
』
研
究
を
打
破
す
べ
く
、
広
本
（
諸
本
系
統
の
定
義
は
後
述
す
る
）

系
の
伝
本
を
中
心
に
そ
の
本
文
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

現
存
す
る
『
伊
勢
物
語
』
の
伝
本
は
、「
藤
原
定
家
書
写
の
系
統
の
本
で
あ
る
か
」「
章
段
数
が
百
二
十
五
段
よ
り
も
多

い
か
少
な
い
か
」
な
ど
様
々
な
基
準
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
、
系
統
立
て
ら
れ
て
い
る
。
諸
家
に
よ
り
相
違
は
あ
る
も
の
の
、

お
お
む
ね
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。 

  

①
百
二
十
五
段
本 

 
 

ａ
定
家
本
（
百
二
十
五
段
本
の
う
ち
、
藤
原
定
家
が
書
写
し
た
系
統
） 

 
 
 

…
藤
原
定
家
が
書
写
し
た
本
は
、
本
文
・
奥
書
に
よ
っ
て
、〈
天
福
本
・
武
田
本
・
流
布
本
〉
の
い
ず
れ
か
に
分
類

さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
う
ち
特
に
現
在
の
通
行
本
的
地
位
を
占
め
て
い
る
の
が
、
学
習
院

大
学
蔵
本
を
中
心
と
す
る
天
福
本
で
あ
る
。
ま
た
、
流
布
本
は
山
田
清
市
に
よ
っ
て
根
源
本
と
い
う
名
称
（
奥

書
が
「
抑
伊
勢
物
語
根
源
…
」
で
始
ま
る
こ
と
に
よ
る
）
が
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

前
記
の
他
に
、
建
仁
二
年
本
な
ど
、
書
写
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
も
少
な
い
な
が
ら
存
在
す
る
。 

 
 

ｂ
古
本
（
百
二
十
五
段
本
の
う
ち
、
右
に
含
ま
れ
な
い
も
の
） 

 
 
 

…
百
二
十
五
段
本
の
う
ち
、
定
家
書
写
の
奥
書
が
存
せ
ず
、
ａ
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
中
に

は
初
期
の
定
家
本
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
を
池
田
亀
鑑
は
示
唆
し
て
い
る
。 

 

③
広
本 

 
 

…
百
二
十
五
よ
り
も
章
段
数
の
多
い
諸
本
。
こ
の
系
統
の
分
類
に
関
し
て
は
、
本
論
文
第
二
章
で
詳
述
す
る
。 

 

④
略
本 

 
 

…
百
二
十
五
よ
り
も
章
段
数
の
少
な
い
諸
本
。
現
存
略
本
は
全
て
百
十
五
段
を
持
つ
同
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
本
間

美
術
館
本
を
も
っ
て
代
表
さ
れ
る
。
一
般
に
塗
籠
本
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
た

と
え
ば
建
仁
二
年
本
『
伊
勢
物
語
』
の
奥
書
な
ど
に
、 

 
 
 
 

髙
二
位
成
忠
卿
本
【
始
起
春
日
野
若
紫
哥
／
終
迄
于
昨
日
今
日
云
々
】
朱
雀
院
塗
籠
本
是
也 

 
 
 
 

業
平
朝
臣
自
筆
本
【
始
起
名
の
み
立
歌
／
終
迄
于
昨
日
今
日
云
々
】
自
本
是
也 

 
 
 
 

小
式
部
内
侍
本 

【
始
起
君
や
こ
し
歌
／
終
迄
于
程
雲
居
哥
】
小
本
是
也 

と
あ
る
如
く
、
正
し
く
は
現
存
初
冠
本
全
て
を
指
し
て
「
朱
雀
院
塗
籠
本
」
と
い
う
の
が
正
し
く
、
本
間
美
術
館

本
な
ど
を
指
し
て
「
塗
籠
本
」
と
い
う
の
は
不
正
確
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

⑤
真
名
本 

 
 

…
真
名
で
書
か
れ
て
い
る
本
。
百
二
十
五
段
本
に
比
し
て
若
干
章
段
に
出
入
り
が
あ
る
が
、
そ
の
数
を
合
計
す
る
と

百
二
十
五
段
と
な
る
。 

  

こ
の
他
に
も
、
い
ず
れ
に
も
分
類
す
る
こ
と
の
難
し
い
別
本
（
真
名
本
に
も
一
部
通
ず
る
特
異
な
用
字
で
書
か
れ
た
武

者
小
路
本
と
、
多
く
の
書
入
・
校
合
の
痕
跡
の
見
ら
れ
る
藤
房
本
。
い
ず
れ
も
零
本
で
あ
る
）
や
、
他
本
の
奥
書
な
ど
に
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の
み
そ
の
名
が
見
え
る
散
佚
本
（
六
十
九
段
を
冒
頭
に
据
え
る
と
い
う
小
式
部
内
侍
本
や
、
広
本
系
諸
本
の
一
部
に
そ
の

名
が
見
え
る
皇
太
后
宮
越
後
本
な
ど
）
も
あ
る
。 

 

は
じ
め
に
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
多
く
の
注
釈
書
や
論
文
が
、
学
習
院
大
学
蔵
本
を
ベ
ー
ス
に
『
伊

勢
物
語
』
を
論
じ
て
い
た
。
し
か
し
、『
伊
勢
物
語
』
の
、
特
に
注
釈
的
研
究
に
お
い
て
は
、
定
家
本
の
み
に
拠
る
限
り
正

し
い
読
解
の
望
め
な
い
箇
所
も
多
々
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
、
他
本
の
本
文
に
も
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
示
す
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。 

  

二
、
定
家
本
の
み
で
『伊
勢
物
語
』は
読
め
な
い 

  

試
み
に
、『
伊
勢
物
語
』
の
二
十
七
段
を
学
習
院
大
学
蔵
本
で
読
ん
で
み
た
い
。
こ
の
段
も
勿
論
、
従
来
学
習
院
大
学
蔵

本
で
読
ま
れ
続
け
て
き
た
。 

  
 

む
か
し
、
お
と
こ
、
女
の
も
と
に
、
ひ
と
夜
い
き
て
又
も
い
か
ず
な
り
に
け
れ
ば
、
女
の
、
手
あ
ら
ふ
所
に
、
ぬ
き

す
を
う
ち
や
り
て
、
た
ら
ひ
の
か
げ
に
見
え
け
る
を
、
み
づ
か
ら
、 

 
 
 
 

我
許
物
思
人
は
又
も
あ
ら
じ
と
お
も
へ
ば
水
の
し
た
に
も
有
け
り 

 
 

と
よ
む
を
、
こ
ざ
り
け
る
お
と
こ
た
ち
ぎ
ゝ
て
、 

 
 
 
 

み
な
ぐ
ち
に
我
や
見
ゆ
ら
ん
か
は
づ
さ
へ
水
の
し
た
に
て
も
ろ
ご
ゑ
に
な
く 

  

男
が
一
夜
限
り
で
通
っ
て
来
な
く
な
っ
た
こ
と
を
嘆
く
女
の
「
我
ば
か
り
…
」
の
独
詠
を
た
ま
た
ま
立
ち
聞
き
し
た
男

が
「
水
口
に
…
」
の
歌
を
詠
む
、
と
い
う
、
ご
く
短
い
一
段
で
あ
る
一

。
従
来
の
諸
注
は
、
一
部
二

を
除
き
、
定
家
本
で
問

題
な
く
読
解
で
き
る
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
段
の
現
代
語
訳
を
、
現
在
広
く
流
布
し
て
い
る
テ
キ

ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
、
福
井
『
新
全
集
』
で
掲
出
す
る
。 

  
 

昔
、
男
が
、
女
の
と
こ
ろ
に
一
晩
行
っ
て
、
二
度
と
は
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
女
は
、
手
を
洗
う
所
で
、

盥
の
上
に
か
け
る
貫
簀
が
取
り
除
け
て
あ
っ
て
、
自
分
の
顔
が
盥
の
水
に
映
っ
て
見
え
た
の
で
、
ひ
と
り
で
、 

 
 
 
 

わ
れ
ば
か
り
…
（
私
ほ
ど
悲
し
い
思
い
の
人
は
、
ほ
か
に
あ
る
ま
い
と
思
っ
て
い
ま
す
と
、
こ
の
水
の
下
に
も

い
た
の
で
し
た
よ
） 

 
 

と
詠
ん
で
口
ず
さ
む
の
を
、
来
な
か
っ
た
男
が
物
陰
で
立
ち
聞
い
て
詠
む
、 

 
 
 
 

み
な
く
ち
に
…
（
水
の
下
で
泣
く
人
と
は
、
水
口
に
私
の
姿
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
田
の
水
口
の
蛙
ま

で
も
が
、
水
底
で
声
を
合
せ
て
泣
い
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
も
あ
な
た
と
声
を
合
わ
せ
て
泣
い
て
い

る
の
で
す
よ
） 

  

男
が
詠
ん
だ
和
歌
に
現
れ
て
い
る
副
助
詞
「
さ
へ
」
の
訳
出
が
正
確
に
な
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
は
ひ
と
ま
ず
評
価
で
き

よ
う
が
、
こ
の
和
歌
の
「
や
…
ら
む
」
の
係
り
結
び
を
疑
問
の
意
味
で
訳
出
で
き
て
い
な
い
点
な
ど
、
細
か
な
所
で
は
誤

り
の
多
い
訳
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
措
く
と
し
て
も
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
の
解
釈
で
あ
る
。
さ
き
に
挙

げ
た
原
文
で
も
対
応
す
る
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
が
、
原
文
で
二
重
線
を
引
い
た
二
つ
の
格
助
詞
に
留
意
し
て
正
確
に
訳

を
作
る
と
、「
盥
の
姿
に
見
え
た
の
を
」
と
な
る
は
ず
で
、
福
井
『
新
全
集
』
の
訳
に
は
な
ら
な
い
。「
Ａ
に
映
っ
た
Ｂ
が

（
見
え
る
）」
と
言
う
と
き
、 

 

○ 

く
も
り
な
き
池
の
鏡
に
よ
ろ
づ
世
を
す
む
べ
き
か
げ
ぞ
し
る
く
見
え
け
る 

 
 
 
 
 
 

（『
源
氏
物
語
』「
初
音
」） 
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○ 

恋
ひ
て
泣
く
涙
に
影
は
見
え
ぬ
る
を
中
川
ま
で
も
何
か
渡
ら
ん 

 
 
 
 
 
 

（『
栄
花
物
語
』「
こ
ろ
も
の
た
ま
」） 

 

な
ど
の
よ
う
に
言
う
は
ず
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
歌
の
ケ
ー
ス
も
、「
か
げ
」
に
は
係
助
詞
が
付
い
て
い
る
が
、
格
を
明
示
す

る
な
ら
ば
「
の
」
に
置
き
換
え
て
問
題
な
い
箇
所
で
あ
る
。『
伊
勢
物
語
』
の
当
該
箇
所
も
、
格
関
係
と
し
て
は
「
盥
に
影

の
見
え
け
る
を
」
と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
女
が
和
歌
を
詠
む
直
前
に
「
み
づ
か
ら
」
と
あ
る
の
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
福
井
『
新
全
集
』
で
は
「
ひ

と
り
で
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
訳
出
す
る
な
ら
ば
「
自
分
で
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
に
お
い
て
、
和
歌
の
前
で
殊
更
に

「
み
づ
か
ら
」
と
断
っ
て
い
る
点
は
、
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
こ
れ
に
留
目
し
た
森
野
『
文
庫
』
は
、
既
存
の
説
も
紹
介
し

つ
つ
、 

  
 

①

か
た
わ
ら
の
侍
女
あ
た
り
が
、
よ
み
そ
う
な
歌
だ
が
、
自
分
自
身
で
よ
ん
だ
と
こ
ろ
に
、
あ
わ
れ
が
感
ぜ
ら
れ
る
と

し
て
、「
み
づ
か
ら
」
を
重
視
す
る
説
が
あ
る
が
、
い
か
が
。
②

自
分
の
影
が
映
っ
た
の
を
、
ま
る
で
も
う
一
人
同
じ

よ
う
な
他
人
が
い
る
か
の
よ
う
に
、
自
分
自
身
で
と
ら
え
て
、
の
気
持
ち
か
。
…
（
中
略
）
…
あ
る
い
は
、
③

も
と
、

「
お
の
づ
か
ら
」
で
、
つ
い
、
し
ぜ
ん
と
口
を
つ
い
て
、
の
意
を
表
わ
し
た
も
の
が
、「
み
づ
か
ら
」
に
誤
っ
た
も
の

か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
丸
囲
い
数
字
お
よ
び
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
） 

 

と
説
い
て
い
る
。
森
野
以
前
か
ら
あ
っ
た
①
説
は
当
然
従
え
な
い
が
、
②
説
も
不
適
で
あ
ろ
う
。
③
説
は
或
る
時
点
で
漢

字
表
記
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
す
れ
ば
そ
れ
な
り
に
説
得
力
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
学
習
院
大
学
蔵
本
以
外
の
伝
本
で
こ
の
段

の
本
文
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
「
み
づ
か
ら
」
の
意
味
す
る
所
が
理
解
で
き
る
。
先
に
挙
げ
た
格
助
詞
の
問
題
を
も
念
頭

に
お
い
て
、
大
島
本
・
日
大
為
相
本
・
阿
波
国
文
庫
本
の
本
文
を
、
女
の
和
歌
の
直
前
ま
で
対
校
形
式
で
比
べ
て
み
た
い
。 

 

大 

む
か
し
お
と
こ
女
の
も
と
に
ひ
と
よ
い
き
に
け
り
ま
た
も
い
か
ず
な
り
に
け
れ
ば 

相 

む
か
し
お
と
こ
女
の
も
と
に
一
・
夜
ゆ
き
て
・
・
又
・
も
い
か
ず
な
り
に
け
れ
ば 

阿 

む
か
し
お
と
こ
女
の
も
と
に
・
・
・
ゆ
き
て
・
・
又
・
・
い
か
ず
な
り
に
け
れ
ば 

 

大 

女
の
を
や
は
ら
だ
ち
て
ゝ
あ
ら
ふ
と
こ
ろ
に
ぬ
き
す
を
う
ち
や
り
て 

相 

女
の
・
・
・
・
・
・
・
て
あ
ら
ふ
と
こ
ろ
に
ぬ
き
す
を
う
ち
や
り
て 

阿 

女
の
を
や
は
ら
だ
ち
て
ゝ
あ
ら
ふ
と
こ
ろ
に
ぬ
き
す
を
う
ち
や
り
て 

 

大 

た
ら
ひ
・
・
・
に
・
・
か
げ
の
み
ゆ
る
・
・
を
み
て
み
づ
か
ら 

相 

た
ら
ひ
の
・
・
・
・
・
か
げ
の
み
え
・
け
る
を
・
・
み
づ
か
ら 

阿 

た
ら
ひ
の
み
づ
に
な
く
か
げ
の
う
つ
り
た
る
を
み
て
・
・
・
・ 

  

こ
れ
ら
を
見
る
に
、
伝
本
に
よ
っ
て
は
、
波
線
部
「
親
、
腹
立
ち
て
」
と
あ
る
こ
と
に
目
が
留
ま
る
。
こ
の
段
に
は
も

と
も
と
こ
の
本
文
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
「
女
」
が
詠
ん
だ
の
か
「
女
の
親
」
が
詠
ん
だ
の
か
不
明
瞭
な
た
め
、「
み
づ

か
ら
」
と
断
っ
た
の
だ
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
定
家
本
で
は
夾
雑
物
と
し
て
「
親
、
腹
立
ち
て
」
が
削

除
さ
れ
た
が
、「
み
づ
か
ら
」
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、
落
ち
着
き
が
悪
く
感
ぜ
ら
れ
る
の
だ
、
と
の
想
定
は
十
分

に
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
格
助
詞
の
問
題
に
お
い
て
も
、
大
島
本
で
は
文
法
的
に
見
て
正
し
い
形
の
本
文
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
異
文
は
複
雑
で
、
に
わ
か
に
は
大
島
本
が
古
態
を
留
め
て
い
る
と

は
断
じ
難
い
の
だ
が
、
こ
う
し
た
異
文
を
視
野
に
い
れ
る
と
、
少
な
く
と
も
学
習
院
大
学
蔵
本
の
よ
う
な
本
文
で
は
解
釈
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が
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
に
も
拘
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
書
が
大
島
本
な
ど
の
本
文
を
一

顧
だ
に
せ
ず
、
語
義
語
法
を
無
視
し
て
、
定
家
本
の
本
文
で
無
理
に
読
も
う
と
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。 

  

三
、
本
論
文
の
構
成 

  

こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
問
題
意
識
か
ら
、
第
一
章
「
定
家
本
の
本
文
を
疑
う
」
で
は
、
先
に
挙
げ
た
二
十
七
段
の
よ
う
に
、

定
家
本
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
の
中
で
、
そ
の
ま
ま
解
釈
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
取
り
上
げ
て
、

非
定
家
本
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
諸
本
の
本
文
に
も
光
を
当
て
て
み
た
い
。 

 

第
一
節
「
六
十
三
段
「
あ
ひ
え
て
し
か
な
」
考
」
は
、
六
十
三
段
の
「
あ
ひ
得
て
し
か
な
」
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
、

こ
れ
が
非
定
家
本
を
中
心
と
す
る
諸
本
が
有
す
る
「
あ
ひ
見
て
し
か
な
」
の
転
訛
し
た
形
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
一
つ
の

本
文
の
こ
れ
ま
で
の
解
釈
を
正
す
と
と
も
に
、
天
福
二
年
本
『
伊
勢
物
語
』
を
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。 

 

第
二
節
「
四
十
四
段
段
末
本
文
考
」
で
は
、
従
来
難
解
と
さ
れ
て
き
た
、
四
十
四
段
の
段
末
に
存
す
る
「
こ
の
歌
は
、

あ
る
が
中
に
面
白
け
れ
ば
、
心
と
ど
め
て
よ
ま
す
。
腹
に
味
は
ひ
て
」
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
大
島
本
や
日
大

為
相
本
の
、「
…
濃
き
味
は
ひ
、
え
し
も
出
で
来
じ
」
と
い
う
本
文
か
ら
転
訛
し
た
も
の
で
あ
り
、
定
家
本
に
拠
る
限
り
正

し
く
読
解
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
第
一
節
と
類
似
し
た
現
象
に
つ
い
て
取
り
扱
う
が
、
本
節
か
ら
は

特
に
大
島
本
や
日
大
為
相
本
の
本
文
の
古
態
性
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

第
二
章
「
広
本
系
諸
本
の
本
文
」
で
は
、
複
数
種
現
存
す
る
広
本
系
諸
本
の
う
ち
、
特
に
大
島
本
に
古
態
が
認
め
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
を
考
察
し
、
定
家
本
に
対
置
さ
せ
得
る
伝
本
と
し
て
の
大
島
本
の
重
要
性
を
説
く
。 

 

第
一
節
「
大
島
本
と
阿
波
国
文
庫
本
」
で
は
、
近
年
の
研
究
の
う
ち
最
も
説
得
力
の
あ
る
久
保
木
秀
夫
の
論
考
に
対
し
、

阿
波
国
文
庫
本
を
中
心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
広
本
第
二
類
の
伝
本
と
大
島
本
と
の
本
文
校
合
を
も
と
に
、「
阿
波
国
文
庫
本
→

大
島
本
」と
い
う
過
程
を
考
え
る
よ
り
も
、「
大
島
本
→
阿
波
国
文
庫
本
」と
い
う
線
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。 

 

第
二
節
「
大
島
本
と
日
大
為
相
本
・
泉
州
本
」
で
は
、
大
島
本
の
本
文
や
勘
物
・
書
入
を
日
大
為
相
本
・
泉
州
本
と
比

較
し
、
大
島
本
に
古
態
を
認
め
得
る
こ
と
を
述
べ
、
大
島
本
独
自
の
表
現
世
界
が
あ
る
こ
と
を
も
指
摘
し
た
。 

 

第
三
章
「『
伊
勢
物
語
』
と
物
語
」
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
の
中
で
も
、
他
作
品
に
も
重
出
す
る
叙
述
や
和
歌
を

取
り
上
げ
、
主
に
本
文
に
お
け
る
他
作
品
と
の
影
響
関
係
を
考
察
す
る
。 

 

ま
ず
、
第
一
節
「
二
条
后
物
語
の
成
長
」
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
に
存
す
る
「
二
条
の
后
の
い
ま
だ
帝
に
も
仕
う
ま

つ
ら
で
、
た
だ
人
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
の
こ
と
な
り
」
と
い
う
本
文
が
、『
大
和
物
語
』
を
原
拠
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

「『
伊
勢
物
語
』
三
段
の
成
立
→
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
の
成
立
→
『
伊
勢
物
語
』
三
段
に
注
記
的
本
文
の
付
加
」
と

い
う
段
階
を
経
て
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。 

 

続
い
て
、
第
二
節
「
紀
有
常
歌
の
本
文
変
成
」
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
十
六
段
の
「
手
を
折
り
て
あ
ひ
見
し
こ
と
を
数
ふ

れ
ば
十
と
い
ひ
つ
つ
四
つ
は
経
に
け
り
」
と
い
う
歌
に
関
し
て
、
こ
の
歌
の
二
句
目
は
元
来
「
経
に
け
る
年
を
」
で
あ
り
、

『
源
氏
物
語
』「
帚
木
」
巻
を
媒
介
し
て
、
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
本
文
と
な
っ
た
こ
と
を
推
定
す
る
。 

  

一 

な
お
、
男
の
詠
ん
だ
歌
の
「
か
は
づ
」
の
寓
意
に
つ
い
て
は
、
後
藤
康
文
『
伊
勢
物
語
誤
写
誤
読
考
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
〇
〇
年
）
が
百
八
段
の
「
か
は
づ
」
と
の
関
わ
り
か
ら
言
及
し
て
い
る
。 

二 

森
本
『
全
釈
』
が
「「
た
ら
ひ
の
影
に
」
の
助
詞
は
、「
た
ら
ひ
に
影
の
」
と
あ
り
た
い
所
」
と
指
摘
し
て
い
る
な
ど
で

あ
る
。 
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第
一
章 

定
家
本
の
本
文
を
疑
う
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第
一
節 

 

『伊
勢
物
語
』六
十
三
段
「あ
ひ
え
て
し
か
な
」考 

 
一
、
は
じ
め
に 

  

「
つ
く
も
髪
」
の
老
女
の
話
と
し
て
知
ら
れ
る
、『
伊
勢
物
語
』
六
十
三
段
。
そ
の
前
半
部
は
、
学
習
院

大
学
蔵
本
に
拠
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

  
 

む
か
し
、
世
ご
ゝ
ろ
つ
け
る
女
、
い
か
で
心
な
さ
け
あ
ら
む
お
と
こ
に
あ
ひ
え
て
し
か
な
と
お
も
へ
ど
、

い
ひ
い
で
む
も
た
よ
り
な
さ
に
、
ま
こ
と
な
ら
ぬ
夢
が
た
り
を
す
。
子
三
人
を
よ
び
て
か
た
り
け
り
。

ふ
た
り
の
こ
は
、
な
さ
け
な
く
い
ら
へ
て
や
み
ぬ
。
さ
ぶ
ら
う
な
り
け
る
子
な
ん
、
よ
き
御
を
と
こ
ぞ

い
で
こ
む
と
あ
は
す
る
に
、
こ
の
女
、
け
し
き
い
と
よ
し
。
こ
と
人
は
い
と
な
さ
け
な
し
。
い
か
で
こ

の
在
五
中
将
に
あ
は
せ
て
し
哉
と
思
心
あ
り
。
か
り
し
あ
り
き
け
る
に
、
い
き
あ
ひ
て
、
み
ち
に
て
、

む
ま
の
く
ち
を
と
り
て
、
か
う
〳
〵
な
む
思
ふ
と
い
ひ
け
れ
ば
、
あ
は
れ
が
り
て
、
き
て
ね
に
け
り
。 

  

好
色
な
女
が
、
な
ん
と
か
し
て
情
愛
の
あ
る
男
と
逢
い
た
い
も
の
だ
と
思
い
、
三
人
の
息
子
た
ち
に
う
そ

の
夢
語
り
を
す
る
。
唯
一
ま
と
も
に
取
り
合
っ
て
夢
解
き
を
し
た
三
男
が
、
母
を
な
ん
と
か
し
て
思
い
や
り

の
あ
る
在
五
中
将
と
逢
わ
せ
て
や
り
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
三
男
の
直
訴
の
甲
斐
あ
っ
て
、
在
五
中
将
は
こ

の
女
と
一
夜
を
共
に
す
る
の
で
あ
っ
た
。 

 

本
節
で
は
、「
世
ご
ゝ
ろ
つ
け
る
女
」
の
心
内
文
中
に
あ
る
、「
あ
ひ
え
て
し
か
な
」
と
い
う
本
文
を
問
題

と
し
た
い
。 

 

二
、
先
行
諸
説
と
そ
の
問
題 

 

ま
ず
は
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
現
行
諸
注
が
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。
竹
岡
『
全

評
釈
』
で
は
、
当
該
本
文
の
解
釈
を
め
ぐ
る
そ
れ
ま
で
の
注
釈
書
の
説
が
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
も
こ
の
分
類
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
竹
岡
『
全
評
釈
』
以
後
の
注
釈
書
を
も
視
野
に
入
れ
て
、
諸
注
を
整

理
し
て
お
き
た
い
。 

  

①
「え
」を
と
り
た
て
て
訳
さ
な
い
立
場 

・「
逢
ひ
得
」
は
、
ち
ぎ
り
を
結
ぶ
の
意
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
森
本
『
全
釈
』） 

・
結
ば
れ
た
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
片
桐
『
鑑
賞
』） 

・
逢
い
た
い
も
の
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
渡
辺
『
集
成
』） 

・
結
婚
し
た
い
も
の
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
石
田
『
文
庫
』） 

・
…
逢
い
た
い
も
の
だ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
秋
山
『
新
大
系
』） 

  

②
「え
」を
補
助
動
詞
と
し
て
捉
え
「～
で
き
る
」と
解
す
る
立
場 

・
あ
う
こ
と
が
で
き
た
ら
な
あ
、
あ
い
た
い
も
の
だ
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
池
田
『
精
講
』） 

・
逢
う
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
と
よ
い
の
だ
が
な
あ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
松
尾
・
永
井
『
校
注
』） 

・
逢
う
こ
と
こ
と

マ

マ

が
で
き
た
ら
な
あ
、
逢
い
た
い
も
の
だ 

 
 
 

 
 
 
 

（
中
田
・
狩
野
尾
『
新
解
』） 
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・
逢
え
た
ら
い
い
に
な
あ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
津
・
築
島
『
旧
大
系
』） 

・
逢
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
福
井
『
新
全
集
』） 

・
逢
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
鈴
木
『
評
解
』） 

 

③
「え
」を
「獲
得
す
る
」の
意
で
解
す
る
立
場 

・
こ
の
「
え
」
は
、「
え
…
…
」
の
「
え
」
で
な
く
、
獲
得
す
る
こ
と
。
手
に
入
れ
た
い
も
の
だ
。 

（
折
口
『
ノ
ー
ト
編
』
） 

  

こ
れ
ら
の
諸
注
の
う
ち
、
ま
ず
③
の
立
場
を
と
る
折
口
『
ノ
ー
ト
編
』
の
説
は
退
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

竹
岡
『
全
評
釈
』
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
既
に
「
あ
ふ
」
と
い
う
ほ
ぼ
同
義
の
語
が
上
接
し

て
い
る
こ
と
に
加
え
、「
男
を
」
で
は
な
く
「
男
に
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
え
」
を
「
獲
得
す
る
」

の
意
で
解
す
る
の
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
な
形
と
な
る
だ
ろ
う
。 

  
 

む
か
し
、
い
ろ
こ
の
む
ひ
と
あ
り
け
り
。
お
と
こ
も
、
さ
ま
か
は
ら
ず
、
お
な
じ
こ
ゝ
ろ
に
て
、
い
ろ

こ
の
む
を
ん
な
を
、
か
れ
を
い
か
で
え
て
し
か
な
と
お
も
ひ
た
る
を
、
…
（
後
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『
伊
勢
物
語
』
異
本
Ｏ
段
１

） 

 

次
に
①
の
立
場
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
ず
れ
も
原
文
に
「
あ
ひ
て
し
か
な
」
な

ど
と
あ
る
場
合
な
ら
至
極
妥
当
な
解
釈
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
こ
こ
に
は
「
え
」
と
い
う
文
字
が
あ
る
以
上
、

そ
れ
を
も
含
め
て
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
②
に
分
類
し
た
池
田
『
精
講
』
や
中
田
・
狩
野

尾
『
新
解
』
は
①
に
も
分
類
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
え
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
の
か
、
い

ま
一
つ
よ
く
分
か
ら
な
い
。 

竹
岡
『
全
評
釈
』
で
も
支
持
さ
れ
て
い
る
②
の
説
は
、
当
該
本
文
を
文
法
的
に
考
え
た
場
合
、
既
存
の
三

説
の
中
で
は
、
も
っ
と
も
合
理
的
で
あ
る
と
言
え
る
。
以
下
、
こ
の
説
に
つ
い
て
、
精
査
し
て
い
き
た
い
。 

  

三
、
補
助
動
詞
と
し
て
の
「得
」 

 

前
節
で
挙
げ
た
②
の
説
は
、「
え
」
を
補
助
動
詞
と
し
て
捉
え
、「
～
で
き
る
」
と
解
し
た
上
で
、
問
題
箇

所
を
「
逢
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
も
の
だ
」（
福
井
『
新
全
集
』）
な
ど
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
が
成
り
立
ち
得
る
の
か
、
本
節
で
は
、
中
古
に
お
け
る
〈
動
詞
連
用
形
＋
得
〉
の
用
例
に
つ
い
て

細
か
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

〈
動
詞
連
用
形
＋
得
〉
と
い
う
形
式
に
お
い
て
は
、
複
合
動
詞
と
し
て
熟
し
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
も
の
が

あ
り
、
こ
れ
ら
は
除
い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。「
思
ひ
得
」
は
そ
の
代
表
で
あ
る
。 

 

Ａ 

年
若
き
人
の
、
さ
る
け
そ
う
の
ほ
ど
な
れ
ば
、
い
ひ
に
く
き
に
や
、
返
し
も
せ
ず
。
…
（
中
略
）
…
四

人
ば
か
り
を
へ
だ
て
ゝ
ゐ
た
れ
ば
、
よ
う
思
え
た
ら
む
に
て
も
、
い
ひ
に
く
し
。 

（『
枕
草
子
』「
宮
の
、
五
節
出
だ
さ
せ
た
ま
ふ
に
２

」） 

 

実
方
に
和
歌
を
詠
み
か
け
ら
れ
、
返
歌
し
あ
ぐ
ね
て
い
る
小
兵
衛
を
見
て
、
作
者
が
「
四
人
ほ
ど
間
を
空
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け
て
い
た
の
で
、
う
ま
く
返
歌
を
思
い
つ
い
て
も
、
声
を
か
け
に
く
い
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
思

ひ
得
」
と
い
う
形
は
、『
源
氏
物
語
』
に
よ
く
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
Ａ
と
同
様
、
思
考
の
結
果
と
し
て
「
思

い
つ
く
」「
分
か
る
」
な
い
し
「
判
断
す
る
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

Ｂ 

い
か
で
こ
る
ば
か
り
の
わ
ざ
し
て
、
お
ど
し
て
、
こ
の
か
た
も
す
こ
し
よ
ろ
し
く
も
な
り
、
さ
が
な
さ

も
や
め
む
、
と
お
も
ひ
て
、
ま
こ
と
に
う
し
な
ど
も
お
も
ひ
て
た
え
ぬ
べ
き
気
し
き
な
ら
ば
、
か
ば
か

り
わ
れ
に
し
た
が
ふ
心
な
ら
ば
、
お
も
ひ
こ
り
な
む
、
と
思
給
へ
え
て
、
…
（
後
略
） 

 
 

（『
源
氏
物
語
』「
帚
木
」・
二
十
オ
３

） 

Ｃ 

お
か
し
か
ら
ぬ
う
た
が
た
り
を
す
る
も
、
こ
ゑ
づ
か
ひ
つ
き
づ
き
し
く
て
の
こ
り
お
も
は
せ
、
も
と
す

ゑ
お
し
み
た
る
さ
ま
に
て
う
ち
ず
む
じ
た
る
は
、
ふ
か
き
す
ぢ
思
ひ
え
ぬ
ほ
ど
の
う
ち
ぎ
ゝ
に
は
、
お

か
し
か
な
り
と
み
ゝ
も
と
ま
る
か
し
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
同
「
常
夏
」
・
二
十
三
ウ
） 

Ｄ 

女
君
な
を
こ
の
御
中
の
け
し
き
を
い
か
な
る
に
か
あ
り
け
む
、
宮
す
所
と
こ
そ
文
か
よ
は
し
も
こ
ま
や

か
に
し
給
め
り
し
か
、
な
ど
お
も
ひ
え
が
た
く
て
、
ゆ
ふ
暮
の
空
を
な
が
め
い
り
て
、
…
（
後
略
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
同
「
夕
霧
」
・
四
十
六
ウ
） 

  

Ｂ
は
い
わ
ゆ
る
雨
夜
の
品
定
め
の
場
面
、
左
馬
頭
が
指
喰
い
の
女
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

こ
の
あ
た
り
を
現
代
語
で
要
約
す
れ
ば
、「
本
気
で
別
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
素
振
り
を
す
れ
ば
、
懲
り
る
に

違
い
な
い
、
と
思
い
つ
き
ま
し
て
」
と
な
ろ
う
。
Ｃ
は
内
大
臣
の
胤
で
あ
る
近
江
の
君
の
人
物
紹
介
に
お
い

て
、「
は
じ
め
か
ら
終
り
ま
で
惜
し
む
よ
う
に
和
歌
を
誦
じ
て
い
る
場
合
は
、
深
い
内
容
が
分
か
ら
な
い
程

度
の
聞
き
か
じ
り
な
ら
、
面
白
い
よ
う
だ
と
耳
も
留
ま
る
こ
と
だ
よ
」
と
言
い
、
以
下
近
江
の
君
が
早
口
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
最
後
に
Ｄ
の
例
で
は
、
雲
居
雁
が
夕
霧
と
落
葉
宮
と
の
関
係
を
「
分
か
り
か
ね
て
」

と
い
う
意
味
で
「
思
ひ
得
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
中
に
は
、
こ
の
他
に
も
「
思

ひ
得
」
と
い
う
例
が
多
く
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
な
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
「
思
ひ
得
」
の
用
法
を
も
と
に
、
以
下
に
示
す
Ｅ
の
例
を
検
討
し
た
い
。 

 

Ｅ 

そ
の
人
と
は
さ
ら
に
え
お
も
ひ
み
（
え
）
侍
ら
ず
。
人
に
い
み
じ
く
か
く
れ
し
の
ぶ
る
気
し
き
に
な
む

見
え
侍
を
、
…
（
後
略
） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
同
「
夕
顔
」・
十
四
ウ
） 

 

こ
の
例
で
は
、「
思
ひ
得
」
の
上
に
副
詞
「
え
」
が
あ
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
大
島
本
で
は
本
文
に
「
み
」

と
あ
り
、
そ
れ
を
見
せ
消
ち
に
し
て
、
朱
で
「
え
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
大
成
』
で
こ
の
箇
所

の
異
同
を
確
認
す
る
と
、
青
表
紙
本
で
は
、
御
物
本
が
「
き
ゝ
侍
ら
ず
」、
肖
柏
本
が
「
え
思
侍
ら
ず
」
と

な
っ
て
お
り
、
河
内
本
で
は
「
お
も
ひ
え
侍
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
別
本
の
陽
明
文
庫
本
で
は
「
し

り
侍
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
本
文
異
同
を
踏
ま
え
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

源
氏
物
語
一
』

４

は
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、「
誤
り
が
あ
ろ
う
」
と
言
う
が
、
こ
こ
ま
で
見
た
と
お
り
、「
思
ひ
得
」
は
「
分

か
る
」
な
ど
の
意
味
を
持
つ
複
合
動
詞
と
し
て
熟
し
て
お
り
、
こ
れ
に
打
消
の
表
現
と
呼
応
し
て
不
可
能
を

表
わ
す
副
詞
「
え
」
が
上
接
し
て
も
何
ら
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
島
本
の
朱
書
で
示
さ
れ

た
本
文
は
十
分
に
成
立
す
る
余
地
が
あ
り
、
現
代
語
訳
を
す
る
な
ら
ば
、「
（
誰
で
あ
る
と
は
全
く
）
分
か
り

か
ね
ま
す
」
な
ど
と
な
ろ
う
。 

こ
れ
以
外
に
も
、「
得
」
を
含
む
複
合
動
詞
と
し
て
は
、「
聞
き
得
」「
見
得
」
な
ど
が
あ
る
ほ
か
５

「
奪
ひ
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得
」
「
尋
ね
得
」
な
ど
、
動
詞
「
得
」
本
来
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
「
得
」

は
「
～
で
き
る
」
と
い
う
意
の
補
助
動
詞
と
は
異
な
っ
た
用
法
で
あ
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

 

さ
て
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
複
合
動
詞
を
除
外
す
る
と
、「
得
」
を
純
粋
に
補
助
動
詞
と
し
て
用
い
て
い

る
〈
動
詞
連
用
形
＋
得
〉
の
用
例
は
、
三
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
代
表
的
な
例
を
以
下

に
掲
げ
る
。 

 

【完
了
の
助
動
詞
を
伴
い
、
既
に
「～
で
き
た
」な
い
し
「～
で
き
て
い
る
」意
と
な
る
場
合
】 

 

○ 

わ
れ
、
物
に
ぎ
り
た
り
。
い
ま
は
お
ろ
し
て
よ
。
お
き
な
、
し
え
た
り
。 

（
『
竹
取
物
語
』
・
三
十
三
ウ
６

） 

○ 

う
れ
し
き
も
の
。 

 
 

…
（
中
略
）
…
又
、
我
は
、
な
ど
思
て
し
た
り
が
ほ
な
る
人
、
は
か
り
え
た
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『
枕
草
子
』「
う
れ
し
き
も
の
」） 

○ 

は
ら
ひ
え
た
る
く
し
、
あ
か
に
お
と
し
い
れ
た
る
も
ね
た
し
。
７ 

（
同
「
は
つ
せ
に
参
り
て
、
局
に
ゐ
た
り
し
に
」） 

○ 

て
を
か
き
た
る
に
も
、
…
（
中
略
）
…
な
を
ま
こ
と
の
す
ぢ
を
こ
ま
や
か
に
か
き
え
た
る
は
、
う
は
べ

の
ふ
で
き
え
て
見
ゆ
れ
ど
、
い
ま
ひ
と
た
び
と
り
な
ら
べ
て
み
れ
ば
、
猶
じ
ち
に
な
ん
よ
り
け
る
。 

（『
源
氏
物
語
』「
帚
木
」・
十
八
オ
） 

○ 

そ
の
た
ど
り
ふ
か
き
人
の
、
い
ま
の
世
に
お
さ
〳
〵
な
け
れ
ば
、
か
た
は
し
を
な
だ
ら
か
に
ま
ね
び
え

た
ら
む
人
、
さ
る
か
た
か
ど
に
心
を
や
り
て
も
あ
り
ぬ
べ
き
を
、
琴
な
む
猶
わ
づ
ら
は
し
く
、
手
ふ
れ

に
く
き
物
は
あ
り
け
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
「
若
菜
下

」・
四
十
二
ウ
） 

 

【連
体
形
と
な
り
、
主
語
と
し
て
「～
で
き
か
ね
る
」の
意
と
な
る
場
合
】 

 

○ 

ふ
か
き
心
と
て
、
な
に
ば
か
り
も
あ
ら
ず
な
が
ら
、
ま
た
ま
こ
と
に
ひ
き
う
る
こ
と
は
か
た
き
に
や
あ

ら
ん
。
た
ゞ
い
ま
は
こ
の
う
ち
の
お
と
ゞ
に
な
ず
ら
ふ
人
な
し
か
し
。 （『

源
氏
物
語
』「
常
夏
」・
七
ウ
） 

○ 

こ
の
く
に
ゝ
ひ
き
つ
た
ふ
る
は
じ
め
つ
か
た
ま
で
、
ふ
か
く
こ
の
事
を
心
え
た
る
人
は
お
ほ
く
の
と

し
を
し
ら
ぬ
く
に
ゝ
す
ご
し
、
身
を
な
き
に
な
し
て
、
こ
の
こ
と
を
ま
ね
び
と
ら
む
と
ま
ど
ひ
て
だ
に
、

し
う
る
は
か
た
く
な
む
あ
り
け
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
同
「
若
菜
下
」・
四
十
三
オ
） 

 

【打
消
を
表
わ
す
語
を
伴
っ
て
、
「～
で
き
な
い
」「～
で
き
そ
う
に
な
い
」の
意
味
と
な
る
場
合
】 

 

○ 

こ
の
玉
と
り
え
で
は
、
家
に
か
へ
り
く
な
、
と
の
た
ま
は
せ
け
り
。
を
の
〳
〵
お
ほ
せ
う
け
た
ま
は
り

て
、
ま
か
り
出
ぬ
。
た
つ
の
く
び
の
玉
と
り
え
ず
は
か
へ
り
く
な
、
と
の
た
ま
へ
ば
、
…
（
後
略
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（
『
竹
取
物
語
』
二
十
四
オ
） 

  

管
見
の
限
り
、
こ
の
三
つ
の
例
、
す
な
わ
ち
既
成
の
事
実
を
前
提
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
完
了
の
助
動
詞
を

伴
う
場
合
と
、「
～
す
る
こ
と
は
難
し
い
」
と
い
う
行
文
で
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
し
て
打
消
の
語
を
伴
っ

て
、「
～
で
き
な
い
」
の
意
味
と
な
る
場
合
の
三
パ
タ
ー
ン
に
、
中
古
和
文
に
お
け
る
補
助
動
詞
と
し
て
の
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「
得
」
の
用
法
は
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。『
伊
勢
物
語
』
六
十
三
段
の
「
あ
ひ
え
て
し

か
な
」
を
〈
動
詞
連
用
形
＋
得
＋
願
望
〉
の
形
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
次
の
例
で
あ
る
。 

 

天
橋
文

あ

ま

ば
し

も 

長
雲
鴨

な
が
く
も
が
も 

高
山
文

た

か

や
ま

も 

高
雲
鴨

た
か
く
も
が
も 

月
夜
見
乃

つ

く

よ

み

の 

持
有
越
水

も
て
る
を
ち
み
づ 

伊
取
来
而

い

と

り

き

て 

公
奉
而

き
み
に
ま
つ
り
て 

 
 

越
得
之
旱
物 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

（
巻
十
三
・
三
二
四
五
８

） 

  

こ
の
歌
の
傍
線
部
の
本
文
は
、
諸
本
が
一
致
し
て
「
越
得
之
早
物
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
元
暦
校

本
の
み
が
「
越
得
之
旱
物
」
と
作
る
。
古
来
難
訓
箇
所
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
荒
木
田
久
老
の
『
万
葉
考

槻
落
葉
』
別
記
９

に
お
け
る
指
摘
以
来
、「
越
」
の
字
を
「
を
つ
」
と
い
う
動
詞
と
し
て
訓
む
こ
と
は
動
か
な

い
も
の
の
、
傍
線
部
全
体
の
訓
は
な
お
定
ま
っ
て
い
な
い
。 

 

久
老
は
こ
の
句
に
関
し
て
「
今
本
牟
を
早
に
誤
り
、
且
よ
み
を
も
誤
れ
り
」
と
言
い
、「
越
得
之
早
物
」

か
ら
「
越
得
之
牟
物
」
へ
と
本
文
を
改
め
た
上
で
、「
を
ち
え
し
む
も
の
」
と
訓
む
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
て

い
る
。
こ
の
訓
は
鴻
巣
『
全
釈
』
や
『
旧
大
系
』
に
も
採
用
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
な
お
主
流
と
な
り
得

て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
も
の
」
の
直
前
は
連
体
形
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
終
止
形
の

「
し
む
」
が
上
接
し
て
い
る
と
い
う
文
法
上
の
問
題
点
を
孕
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
元
暦
校
本
に
こ
の
句
が
「
越
得
之
旱
物
」
の
形
で
存
在
し
て
お
り
、
ま

た
契
沖
が
『
代
匠
記
』
に
お
い
て
「
早
」
を
「
旱
」
の
誤
り
だ
と
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
沢
瀉
『
新
釈
』

は
、「
を
ち
え
て
し
か
も
」
と
訓
む
説
を
主
張
し
、
以
来
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
書
で
支
持
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
句
に
関
し
て
、
沢
瀉
説
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
上
代
例
な
が
ら
も
、〈
動
詞
連
用
形
＋
得
＋
願
望
〉

の
形
を
認
め
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
る
に
、「
て
し
か
（
も
）」
と
い
う
願
望
表
現
は
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、

例
え
ば
、
大
伴
旅
人
の
讃
酒
歌
の
中
に
、 

  
 

中
々
尓

な

か

な
か

に 

人
跡
不
有
者

ひ

と

と

あ

ら

ず

は 

酒
壺
二

さ

か

つ
ほ

に 

成
而
師
鴨

な
り
に
て
し
か
も 

酒
二
染
甞

さ
け
に
し
み
な
む 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
三
・
三
四
三
） 

 

と
あ
る
ご
と
く
、
基
本
的
に
自
分
自
身
の
願
望
を
表
わ
す
時
に
用
い
ら
れ
る
点
が
問
題
と
な
る
。「
を
ち
え

て
し
か
も
」
の
場
合
も
、
こ
れ
に
従
っ
て
訳
せ
ば
、「（
自
分
が
）
若
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

な
あ
」
と
な
り
、
直
前
の
「
公
奉
而
」
と
繋
が
ら
な
い
。
沢
瀉
『
注
釈
』
も
こ
の
こ
と
は
念
頭
に
置
い
て
い

る
も
の
の
、「
『
若
が
へ
る
事
が
出
来
な
い
か
ナ
ア
』
と
は
云
ひ
得
る
の
だ
か
ら
エ
テ
シ
カ
モ
で
よ
い
と
考
へ

る
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
沢
瀉
の
こ
の
現
代
語
訳
は
「
て
し
か
（
も
）」
の
原
義
か
ら
大
き
く
外
れ
る

恣
意
的
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
山
口
佳
紀
『
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
』
１
０

は
、
こ
の
句
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。 

 

こ
の
場
合
に
、
他
に
良
案
も
な
く
、
ヲ
チ
エ
テ
シ
カ
モ
と
訓
む
の
が
最
も
穏
や
か
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、

〈
～
テ
シ
カ
（
モ
）〉
と
い
う
形
式
は
、
一
般
に
願
望
の
表
現
で
あ
っ
て
、
希
求
の
表
現
と
見
る
べ
き

も
の
は
他
に
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
形
式
が
本
来
願
望
し
か
表
わ
し
得
な
か
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
保

証
の
限
り
で
な
く
、
古
く
は
希
求
を
も
表
現
し
得
た
形
式
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
歌
の
含
ま

れ
て
い
る
巻
十
三
は
、
古
体
の
歌
の
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
こ
の
ヲ
チ
エ
テ
シ
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カ
モ
は
、〈
～
テ
シ
カ
（
モ
）〉
の
古
い
用
法
を
残
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

  

山
口
は
、
こ
の
歌
が
「
古
体
の
歌
」
で
あ
り
、「
を
ち
え
て
し
か
も
」
を
希
求
の
表
現
で
あ
る
と
し
た
上

で
、
「
〈
～
テ
シ
カ
（
モ
）
〉
の
古
い
用
法
を
残
し
た
も
の
」
で
あ
る
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。
一
方
で
、

「
若
返
る
」
意
の
動
詞
「
を
つ
」
の
用
法
な
ど
か
ら
、
曽
倉
『
全
注
』
の
よ
う
に
、
こ
の
歌
に
は
「
後
期
的
」

性
格
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、
山
口
の
言
う
よ
う
に
こ
の
歌
が
「
て
し
か
も
」
の
古
い
用
法
を

残
し
て
い
る
と
す
る
に
は
、
な
お
問
題
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
も
そ
も
、
契
り
を
交
わ
し
た
い
と
冀
う
の
で
あ
れ
ば
、「
あ
ひ
て
し
か
な
」
と
言
え
ば
そ
れ
で
足
り
る

の
で
あ
り
、
こ
こ
へ
さ
ら
に
可
能
の
補
助
動
詞
「
得
」
を
伴
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
実
際
、『
夜
の
寝
覚
』

に
、 

  
 

「
文
を
や
る
と
も
、
『
げ
に
』
と
、
う
け
ひ
く
べ
き
人
も
な
し
。
対
の
君
に
い
か
で
あ
ひ
て
し
が
な
」

と
思
へ
ど
、
ひ
ま
あ
る
べ
く
も
な
し
。 

 

と
い
っ
た
行
文
が
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
１
１

。 

 

以
上
に
よ
り
、『
伊
勢
物
語
』
の
問
題
箇
所
に
お
け
る
「
得
」
を
、「
～
で
き
る
」
と
い
う
意
味
の
補
助
動

詞
と
し
て
認
め
が
た
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
思
う
。
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、「
あ
ひ
え
て
し
か
な
」
の
本

文
の
ま
ま
、
諸
注
の
ご
と
く
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

  

四
、
誤
写
の
可
能
性 

 

こ
こ
ま
で
、〈
動
詞
連
用
形
＋
得
＋
願
望
〉
と
い
う
語
構
成
に
着
目
し
て
諸
例
を
検
討
し
、
当
該
本
文
の

「
え
」
を
補
助
動
詞
と
し
て
「
～
で
き
る
」
の
意
と
捉
え
た
上
で
、「
逢
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
な
あ
」
な
ど

と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。「
あ
ひ
え
て
し
か
な
」
と
あ
る
学
習
院
大
学
蔵
本
の
本

文
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
に
解
釈
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
当
該
本
文
は
元
来
「
あ
ひ
み
て
し
か
な
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
書
写
の
あ
る
段
階
で
「
あ
ひ
え

て
し
か
な
」
と
誤
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
考
え
た
い
。 

 

「
み
」
か
ら
「
え
」
へ
の
転
訛
に
つ
い
て
は
「
三(

み)

」
と
「
衣(

え)

」
と
の
字
形
相
似
に
起
因
す
る
も
の

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
字
形
が
似
て
お
り
、
誤
写
を
惹
起
し
や
す
い
こ
と
の
証
左
と
し
て
、
こ

こ
で
は
「
え
」
が
「
み
」
に
誤
ら
れ
た
例
を
、『
蜻
蛉
日
記
』
か
ら
挙
げ
て
お
こ
う
１
２

。 

 

○ 

心
ざ
し
あ
り
し
は
な
を
お
り
て
う
ち
の
か
た
よ
り
あ
る
を
み
れ
ば
、
心
た
ゞ
に
し
も
あ
ら
で
、
て
な
ら

ひ
に
し
た
り
。 

 
 
 
 

ま
つ
ほ
ど
の
き
の
ふ
す
き
に
し
は
な
の
み
は
け
ふ
を
る
こ
と
ぞ
か
ひ
な
か
り
け
る 

（
上
巻
・
天
暦
十
年
三
月
） 

 

桃
の
節
句
に
兼
家
が
訪
れ
ず
、
作
者
が
翌
日
そ
れ
を
恨
ん
で
い
る
場
面
で
あ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
本
で
は

右
の
よ
う
な
本
文
に
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
東
大
本
や
学
習
院
本
に
お
い
て
は
、「
は
な
の
え
」
と
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
は
「
は
な
の
み
」
と
限
定
の
意
で
解
釈
し
た
場
合
、
歌
意
が
理
解
し
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
。
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東
大
本
な
ど
の
よ
う
に
「
は
な
の
え
」
と
あ
る
の
が
正
し
い
。
書
写
の
あ
る
段
階
で
「
み
」
を
「
え
」
と
誤

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

次
の
一
例
も
、「
え
」
が
「
み
」
に
誤
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。 

 

○ 
 
 

さ
む
し
ろ
に
し
た
ま
つ
こ
と
も
た
み
ぬ
れ
ば
を
か
む
か
た
ゞ
に
な
く
ぞ
悲
し
き 

（
中
巻
・
天
禄
二
年
六
月
） 

  

兼
家
が
訪
れ
な
い
こ
と
を
恨
み
、
薬
を
挟
ん
で
い
た
畳
紙
に
書
き
つ
け
た
歌
で
あ
る
。
こ
こ
も
、
宮
内
庁

書
陵
部
本
で
は
「
た
み
ぬ
れ
ば
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
国
会
図
書
館
上
野
支
部
本
や
大
東
急
記
念

文
庫
本
で
「
た
え
ぬ
れ
ば
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
参
照
す
る
ま
で
も
な
く
、「
え
」
か
ら
「
み
」
へ
の
誤

写
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
部
分
で
あ
る
。
さ
き
に
見
た
例
は
、「
は
な
の
み
」
と
い
う
本
文
で
も
、
日
記
本

文
の
内
容
に
整
合
す
る
か
否
か
は
措
く
と
し
て
、
意
味
じ
た
い
は
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の

例
で
は
「
た
み
ぬ
れ
ば
」
な
ど
と
い
う
本
文
で
は
全
く
文
意
不
明
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
異
文
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
両
字
の
草
体
が
き
わ
め
て
よ
く
似
て
お
り
、
誤
写

を
惹
起
し
や
す
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
１
３

。 

当
該
本
文
を
「
あ
ひ
み
て
し
か
な
」
と
立
て
た
場
合
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う

か
。「
あ
ひ
見
る
」
の
語
義
は
先
学
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
部
分
も
多
い
が
、
私
家
集
な
ど
に
ま

で
調
査
範
囲
を
拡
大
し
、
改
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。 

「
あ
ひ
見
る
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
中
川
正
美
「「
あ
ひ
み
る
」
考
―
―
源
氏
物
語
を
中
心
に
―

―
」
１
４

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
、
特
に
散
文
中
で
は
肉
親
同
士
の
生
別
・
死
別
と
い
っ
た
場
面
を

は
じ
め
、
既
知
の
間
柄
に
関
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
く
、
恋
愛
の
文
脈
に
お
い
て
も
、
一
度

逢
瀬
を
持
っ
た
後
の
男
女
に
つ
い
て
、
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
源

氏
物
語
』「
帚
木
」
巻
で
は
、
空
蝉
と
関
係
を
も
っ
た
直
後
の
源
氏
の
心
内
文
中
に
、
以
下
の
よ
う
な
形
で

用
例
が
見
ら
れ
る
。 

 

○ 

殿
に
か
へ
り
給
て
も
、
と
み
に
も
ま
ど
ろ
ま
れ
給
は
ず
、
ま
た
あ
ひ
み
る
べ
き
か
た
な
き
を
、
ま
し
て
、

か
の
人
の
お
も
ふ
ら
ん
心
の
う
ち
い
か
な
ら
む
、
と
心
ぐ
る
し
く
お
も
ひ
や
り
給
ふ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
五
十
二
オ
） 

  

も
ち
ろ
ん
、
初
め
て
の
逢
瀬
に
つ
い
て
も
「
あ
ひ
見
る
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
あ
り
、
和
歌
中
の
も
の
な

ら
ば
中
川
自
身
も
挙
げ
て
い
る
有
名
な
も
の
と
し
て
、 

 

○ 

あ
ひ
見
て
の
の
ち
の
心
に
く
ら
ぶ
れ
ば
昔
は
物
も
お
も
は
ざ
り
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
一
〇
・
権
中
納
言
敦
忠
） 

 

と
い
っ
た
例
が
あ
る
ほ
か
、
歌
集
の
詞
書
に
お
い
て
も
、 

 

か
た
ら
ふ
人
に
、
あ
ひ
み
て
の
ち
、
み
そ
め
ず
は
と
い
ひ
た
る
に 

○ 

後
ま
で
は
お
も
ひ
も
あ
へ
ず
成
り
に
け
り
た
だ
と
き
の
ま
を
な
ぐ
さ
め
し
ま
に 
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（
和
泉
式
部
続
集
・
四
一
三
） 

 

の
よ
う
に
、
初
め
て
の
逢
瀬
を
持
つ
こ
と
を
指
し
て
、「
あ
ひ
見
る
」
と
言
っ
た
例
は
い
く
つ
も
存
在
す
る
。

た
だ
し
、
中
川
は
『
拾
遺
集
』
七
一
〇
番
歌
の
例
に
つ
い
て
、 

  
 

こ
の
よ
う
に
恋
歌
で
も
「
あ
ひ
み
る
」
は
既
知
の
間
柄
、
一
度
は
結
ば
れ
た
者
ど
う
し
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。 

 

と
し
て
お
り
、
詠
作
の
時
点
で
は
既
知
の
間
柄
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
解
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。 

 

し
か
る
に
、
一
度
も
逢
っ
た
こ
と
の
な
い
相
手
に
対
し
て
「
あ
ひ
見
る
」
と
い
う
表
現
を
使
う
こ
と
が
全

く
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、『
源
氏
物
語
』「
常
夏
」
巻
に
、
恋
の
歌
で
は
な
い
も
の
の
、
次
の
よ
う
な
例

を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

○ 

（
前
略
）
…
う
ら
に
は
、
ま
こ
と
や
、
く
れ
に
も
ま
い
り
こ
む
と
思
ふ
給
へ
た
つ
は
、
い
と
ふ
に
は
ゆ

る
に
や
、
い
で
や
〳
〵
、
あ
や
し
き
は
、
み
な
せ
が
は
に
を
、
と
て
、
ま
た
は
し
に
か
く
ぞ
、 

 
 
 
 

く
さ
わ
か
み
ひ
た
ち
の
う
ら
の
い
か
ゞ
さ
き
い
か
で
あ
ひ
み
ん
た
ご
の
う
ら
な
み 

 
 

お
ほ
か
は
み
づ
の
、
…
（
後
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
十
五
オ
） 

 

近
江
の
君
が
父
内
大
臣
の
意
向
で
異
腹
の
姉
弘
徽
殿
女
御
の
も
と
へ
出
仕
す
る
際
の
挨
拶
文
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
未
だ
に
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
の
な
い
女
御
に
対
し
て
、「
い
か
で
あ
ひ
み
ん
」
と
言
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
中
川
は
、 

  
 

「
あ
ひ
み
る
」
表
現
を
取
っ
た
、
君
の
思
い
入
れ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
近
江
君
は
女
御

は
異
腹
で
あ
っ
て
も
、
我
が
身
に
と
っ
て
親
し
い
大
切
な
方
、
し
か
も
帝
の
女
御
と
い
う
憧
れ
の
地
位

に
お
ら
れ
る
方
と
思
い
、
自
分
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
下
さ
っ
て
い
る
、
心
配
し
て
対
面
し
た
い
と
思

っ
て
い
て
下
さ
る
と
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
女
御
の
ほ
う
は
そ
う
で
な
か
っ

た
。
姉
妹
と
し
て
の
愛
情
を
一
方
的
に
押
し
付
け
ら
れ
、
再
会
を
願
っ
て
い
る
は
ず
と
信
じ
込
ま
れ
て

困
惑
し
た
の
で
あ
る
。 

 

と
述
べ
、「
あ
ひ
見
る
」
が
既
知
の
間
柄
で
の
み
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
と
い
う
線
で
理
解
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
確
か
に
、
詠
作
の
段
階
で
は
ま
だ
逢
瀬
を
持
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
、 

 

○ 

今
は
は
や
こ
ひ
し
な
ま
し
を
あ
ひ
見
む
と
た
の
め
し
事
ぞ
い
の
ち
な
り
け
る 

（
古
今
集
・
恋
二
・
六
一
三
・
ふ
か
や
ぶ
） 

○ 

あ
ひ
見
て
は
し
に
せ
ぬ
身
と
ぞ
な
り
ぬ
べ
き
た
の
む
る
に
だ
に
の
ぶ
る
い
の
ち
は 

（
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
九
二
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

 

の
二
首
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
た
の
め
し
事
」「
た
の
む
る
に
だ
に
」
と
、
相
手
が
逢
瀬
を
期
待
さ
せ
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
中
川
が
い
う
よ
う
に
、「
恋
の
最
終
段
階
に
達
し
て
」
い
る
既
知
の
女
性
に
つ
い
て
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「
あ
ひ
見
る
」
の
語
を
用
い
て
い
る
も
の
の
、 

 

○ 

し
ぬ
る
い
の
ち
い
き
も
や
す
る
と
心
み
に
玉
の
を
ば
か
り
あ
ひ
み
て
し
か
な 

（
古
今
六
帖
・
三
二
〇
七
・
お
き
か
ぜ
） 

 

な
ど
の
よ
う
に
１
５

、
必
ず
し
も
「
恋
の
最
終
段
階
に
達
し
て
」
い
る
と
は
断
定
し
難
い
例
も
あ
り
、『
源
氏

物
語
』
の
近
江
の
君
の
和
歌
に
も
鑑
み
れ
ば
、
未
知
の
相
手
に
対
し
て
も
「
あ
ひ
見
る
」
と
い
う
語
は
用
い

ら
れ
得
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
１
６

。 

 

ま
た
、
未
知
・
既
知
に
拘
ら
な
け
れ
ば
、〈
人
に
＋
あ
ひ
見
る
＋
て
し
か
な
〉
と
い
う
型
は
和
歌
の
常
套

的
な
表
現
で
あ
っ
た
ら
し
く
、 

 

○ 

か
げ
に
の
み
の
こ
れ
る
ゆ
き
の
き
え
は
て
ぬ
さ
き
に
も
人
に
あ
ひ
み
て
し
か
な
（
敦
忠
集
・
三
一
） 

 
 
 
 

女
に
つ
か
は
し
け
る 

○ 

お
ほ
し
ま
に
水
を
は
こ
び
し
は
や
舟
の
は
や
く
も
人
に
あ
ひ
み
て
し
か
な 

（
後
撰
集
・
恋
四
・
八
二
九
・
大
江
朝
綱
朝
臣
） 

○ 

朝
ご
と
に
い
く
み
の
川
の
み
を
た
え
ず
こ
ひ
し
き
人
に
あ
ひ
み
て
し
か
な
（
古
今
六
帖
・
一
五
三
八
） 

○ 

し
た
き
ゆ
る
ゆ
き
ま
の
く
さ
の
め
づ
ら
し
く
わ
が
お
も
ふ
人
に
あ
ひ
み
て
し
か
な 

（
後
拾
遺
集
・
恋
一
・
六
三
五
・
和
泉
式
部
） 

 

な
ど
の
よ
う
に
、
主
に
様
々
な
序
詞
に
導
か
れ
る
形
で
、
そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、『
伊
勢
物
語
』
の
当
該
箇
所
も
、「
あ
ひ
み
て
し
か
な
」
と
本
文
を
改
訂
し
、
つ
く
も
髪
の
女
が
「
な
ん

と
か
し
て
思
い
や
り
の
あ
る
男
に
会
い
た
い
な
あ
」
と
庶
幾
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。 

  

五
、
学
習
院
大
学
蔵
本
以
外
の
本
文 

 

こ
こ
ま
で
、
問
題
の
本
文
が
「
あ
ひ
み
て
し
か
な
」
の
転
訛
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
論
じ
た
。
そ
こ

で
本
節
で
は
、
学
習
院
大
学
蔵
本
以
外
の
諸
本
の
本
文
に
目
を
向
け
て
み
た
い
。
学
習
院
大
学
蔵
本
以
外
の

定
家
本
・
広
本
・
真
名
本
・
本
間
美
術
館
蔵
本
に
は
当
該
箇
所
に
異
文
が
見
ら
れ
、
主
な
も
の
を
一
覧
す
る

と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。 

 

【
定
家
本
】 

 
 

○
九
大
本
…
…
…
…
…
…
い
か
て
こ
ゝ
ろ
な
さ
け
あ
ら
ん
お
と
こ
に
あ
ひ
み
て
し
か
な 

 
 

○
伝
為
家
筆
本
１
７

…
…
…
い
か
て
心
な
さ
け
あ
ら
む
お
と
こ
に
あ
ひ
み

又
定
え

て
し
か
な 

 
 

○
為
相
奥
書
本
…
…
…
…
い
か
て
心
な
さ
け
あ
ら
む
お
と
こ
に
あ
ひ
みえ

て
し
か
な(

※
傍
線
は
見
せ
消
ち) 

 
 

○
建
仁
二
年
本
…
…
…
…
い
か
て
心
な
さ
け
あ
ら
ん
お
と
こ
に
あ
ひ
見
て
し
か
な 

【
広
本
第
一
類
１
８

】 

 

○
大
島
本
…
…
…
…
…
…
い
か
て
心
な
さ
け
あ
ら
む
お
と
こ
に
あ
ひ
みえ

イ

て
し
か
な 
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○
日
大
為
相
本
…
…
…
…
い
か
て
こ
ゝ
ろ
な
さ
け
あ
ら
ん
を
と
こ
に
あ
ひ
○み

て
し
か
な
（
※
○
は
補
入
） 

【
広
本
第
二
類
】 

 
 

○
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
…
い
か
て
こ
ゝ
ろ
な
さ
け
あ
ら
ん
お
と
こ
に
あ
ひ
み
て
し
か
な 

 
 

○
谷
森
本
…
…
…
…
…
…
い
か
て
こ
ゝ
ろ
な
さ
け
あ
ら
ん
お
と
こ
に
あ
ひ
み
て
し
か
な 

 
 

○
神
宮
文
庫
本
…
…
…
…
い
か
て
こ
ゝ
ろ
な
さ
け
あ
ら
ん
お
と
こ
に
あ
ひ
み
て
し
か
な 

 
 

○
日
大
本
…
…
…
…
…
…
い
か
て
こ
ゝ
ろ
な
さ
け
あ
ら
ん
お
と
こ
に
あ
ひ
み
て
し
か
な 

【
広
本
第
三
類
】 

 
 

○
泉
州
本
…
…
…
…
…
…
い
か
て
こ
ゝ
ろ
な
さ
け
あ
ら
ん
お
と
こ
に
あ
ひ
み
て
し
か
な 

【
真
名
本
】 

 
 

○
寛
永
版
本
…
…
…
…
…
何
心
情
将
在
壮
士
尓
會
見
字
哉 

 
 

○
旧
本
伊
勢
物
語
…
…
…
以
加
泥
情
有
武
夫
仁
會
見
而
之
我
那 

【
本
間
美
術
館
蔵
本
】 

 
 

○
本
間
美
術
館
蔵
本
…
…
い
か
て
こ
の
な
さ
け
あ
る
男
を
か
た
ら
ひ
て
し
か
な 

  

こ
こ
に
掲
げ
た
定
家
本
は
、
い
ず
れ
も
「
抑
伊
勢
物
語
根
源
…
」
の
奥
書
を
持
つ
も
の
１
９

で
、
九
大
図
書

館
本
、
伝
為
家
筆
本
、
為
相
奥
書
本
は
分
類
上
根
源
本
系
統
の
諸
本
と
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
非
定
家
本
の
代

表
的
伝
本
の
多
く
が
、「
あ
ひ
み
て
し
か
な
」
の
本
文
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
間
美
術
館
蔵
本

の
「
か
た
ら
ひ
て
し
か
な
」
は
独
自
異
文
で
あ
る
が
、
定
家
本
系
の
「
あ
ひ
え
て
し
か
な
」
と
い
っ
た
本
文

を
疑
問
に
思
っ
た
書
写
者
が
通
じ
や
す
い
本
文
に
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。 

ま
た
、
真
名
本
を
重
要
視
す
る
江
戸
期
の
新
注
に
目
を
向
け
る
と
、『
伊
勢
物
語
古
意
』
が
「
今
本
の
詞

た
が
へ
る
事
多
し
。
み
だ
れ
た
る
本
の
ま
ゝ
を
う
つ
し
伝
へ
し
也
」
と
し
た
上
で
、「
今
本
」
の
本
文
を
却

下
し
て
い
る
ほ
か
、
藤
井
高
尚
の
『
伊
勢
物
語
新
釈
』
も
、「
あ
ひ
見
て
し
が
な
」
と
、
真
名
本
の
本
文
を

そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る
２
０

。 

と
こ
ろ
で
、
本
節
と
同
じ
く
、
定
家
本
『
伊
勢
物
語
』
に
内
在
す
る
誤
写
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
、
後

藤
康
文
『
伊
勢
物
語
誤
写
誤
読
考
』
２
１

所
収
の
諸
論
考
が
あ
る
。
こ
の
中
の
前
編
・
第
七
章
「「
見
出
づ
」

と
「
し
出
づ
」(

第
四
十
一
段)

」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
四
十
一
段
は
、
男
が
そ
の
義
妹
の
窮
地
を
救
う
べ

く
、「
い
と
き
よ
ら
な
る
ろ
う
さ
う
の
う
へ
の
き
ぬ
」
を
探
し
だ
し
て
歌
と
と
も
に
贈
っ
て
や
っ
た
こ
と
が

話
題
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
後
藤
は
こ
の
章
段
の
「
見
い
で
ゝ
」
と
い
う
本
文
に
つ
き
、
こ
の
ま
ま
で
は
、

「
た
ま
た
ま
見
つ
け
て
」
贈
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
れ
で
は
男
の
「
深
切
な
る
赤
心
は
伝
わ
っ

て
こ
な
い
」
と
し
、
「
し
出
で
て
」
と
い
う
本
文
に
改
訂
し
て
は
じ
め
て
、
和
歌
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
、

「
縁
者
に
寄
せ
る
深
い
慈
愛
」
を
汲
み
と
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
広
本
系
の
諸
本

に
目
を
向
け
た
上
で
、
大
島
本
が
「
し
い
で
ゝ
」
と
い
う
本
文
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

他
本
に
見
ら
れ
な
い
た
め
か
、
後
藤
は
、 

 

こ
の
本
文
自
体
に
つ
い
て
い
え
ば
、
二
重
の
誤
写
が
起
こ
っ
て
偶
然
先
祖
帰
り
し
た
も
の
と
考
え
る

の
が
妥
当
な
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
…(

後
略) 
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と
い
う
慎
重
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
。 

 
あ
る
い
は
、
同
著
前
編
・
第
五
章
「「
な
り
て
の
世
に
」
と
「
な
り
て
の
ち
に
」(

五
十
五
段)

」
で
は
、「(

え

う
ま
じ
う)
な
り
て
の
世
に
」
と
い
う
言
い
ま
わ
し
は
当
時
の
語
法
で
は
有
り
得
な
い
こ
と
を
用
例
調
査
に

よ
っ
て
立
証
し
、「
な
り
て
の
ち
に
」
と
い
う
本
文
へ
の
改
訂
を
説
い
て
い
る
。
従
う
べ
き
見
解
で
あ
る
が
、

こ
ち
ら
も
広
本
第
一
類
の
伝
本
な
い
し
は
伝
肖
柏
筆
本
と
い
う
重
要
な
写
本
に
お
い
て
「
な
り
て
の
ち
」
と

い
う
本
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
本
文
を
伝
え
る
伝
本
の
少
な
さ
か
ら

か
、 

  
 

そ
れ
が
〈
原
形
〉
の
生
き
残
り
な
の
か
ど
う
か
は
不
明
と
す
る
ほ
か
あ
る
ま
い
。
だ
が
た
と
え
、
大
島

本
や
顕
昭
本
の
当
該
本
文
が
後
代
の
合
理
的
改
変
に
由
来
す
る
産
物
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
…
（
後

略
） 

 

と
述
べ
て
い
る
２
２

。 

 

し
か
し
、
当
該
「
あ
ひ
み
て
し
か
な
」
の
場
合
に
関
し
て
言
え
ば
、
広
本
系
諸
本
で
一
致
す
る
こ
と
を
は

じ
め
、
多
く
の
伝
本
が
こ
の
よ
う
な
本
文
を
有
し
て
い
て
、
少
な
く
と
も
こ
の
箇
所
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら

の
諸
本
の
古
態
性
を
積
極
的
に
主
張
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。 

  

六
、
お
わ
り
に 

  

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
論
旨
を
反
映
さ
せ
た
形
で
、
学
習
院
大
学
蔵
『
伊
勢
物
語
』
六
十
三
段
の
冒
頭
部

を
掲
出
し
た
い
。 

 

む
か
し
、
世
ご
ゝ
ろ
つ
け
る
女
、
い
か
で
心
な
さ
け
あ
ら
む
お
と
こ
に
あ
ひ
み
て
し
か
な
と
お
も
へ
ど
、

い
ひ
い
で
む
も
た
よ
り
な
さ
に
、
ま
こ
と
な
ら
ぬ
夢
が
た
り
を
す
。 

  

学
習
院
大
学
蔵
本
『
伊
勢
物
語
』
の
「
あ
ひ
え
て
し
か
な
」
と
い
う
本
文
は
、
検
討
の
結
果
、「
あ
ひ
み

て
し
か
な
」
と
い
う
本
文
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
う
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
好
色
な
女
の
心
内
文
を
正
し
く
解
釈

で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
あ
ひ
み
て
し
か
な
」
と
い
う
本
文
は
、
主
に
非
定
家
本
を
中
心
と
す
る
諸
本

に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
伝
本
が
学
習
院
大
学
蔵
本
よ
り
も
古
い
形
を
そ
の
ま
ま
伝
え

て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
示
し
た
本
文
改
訂
案
は
、
一
字
の
み
の
小
さ
な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
注
目
し
た
い

の
は
、
学
習
院
大
学
蔵
本
以
外
の
伝
本
の
多
く
に
、
稿
者
の
想
定
と
全
く
同
一
の
本
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
現
在
、『
伊
勢
物
語
』
は
專
ら
学
習
院
大
学
蔵
本
に
よ
っ
て
読
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
本
文
に

は
読
解
困
難
な
箇
所
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
の
指
摘
し
た
よ
う
な
箇
所
に
留
ま
ら
ず
、『
伊
勢
物
語
』

全
体
の
理
解
に
関
わ
る
部
分
に
関
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
広
本
系
統
や
真
名
本
を
は
じ
め
、
従
来
本
文
解
釈
上

あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
異
本
の
本
文
を
手
掛
か
り
に
、
解
釈
の
糸
口
を
つ
か
む
こ
と
の
で
き
る

と
こ
ろ
は
『
伊
勢
物
語
』
に
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
向
後
の
『
伊
勢
物
語
』
研
究
に
お
い
て

は
、
本
文
読
解
の
作
業
で
も
、
か
か
る
異
本
に
目
を
配
り
、
解
釈
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
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で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

１ 

章
段
番
号
に
つ
い
て
は
、『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究 

補
遺
篇 

索
引
篇 

図
録
篇
』（
有
精
堂
、
一

九
六
〇
年
）
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
で
示
し
た
。 

２

『
枕
草
子
』
の
本
文
は
、
杉
山
重
行
『
三
巻
本
枕
草
子
本
文
集
成
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年
）
に
拠
る

が
、
適
宜
私
に
句
読
を
切
り
清
濁
を
分
か
つ
も
の
と
す
る
。 

３

『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
、『
大
島
本 

源
氏
物
語
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）
所
収
の
大
島
本
の
影

印
に
拠
る
。
翻
字
に
あ
た
っ
て
は
注
１
と
同
様
の
処
置
を
施
す
。 

４

岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
。 

５

「
聞
き
得
」
は
、「
聞
い
て
理
解
す
る
」
意
で
、『
土
左
日
記
』
や
『
う
つ
ほ
物
語
』「
内
侍
の
か
み
」
巻
に

（
後
者
は
謙
譲
の
意
を
伴
う
「
承
り
得
」
の
形
で
）
見
え
る
。
ま
た
、
『
枕
草
子
』
に
も
二
例
あ
る
が
、

こ
ち
ら
は
い
ず
れ
も
「
聞
く
こ
と
が
で
き
る
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
し
い
。
た
だ
し
、
こ
の

二
例
に
は
と
も
に
「
た
り
」
が
下
接
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
（
後
述
）
が
あ
る
。「
見
得
」
は
、
主
に
敬

語
表
現
が
伴
っ
た
「
御
覧
じ
得
」「
見
給
へ
得
」
な
ど
の
形
で
『
源
氏
物
語
』
に
見
ら
れ
、「
見
つ
け
出
す
」

「
見
出
だ
す
」
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

６

『
竹
取
物
語
』
の
本
文
は
、『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
２９
』（
八
木
書
店
、
一
九
七
六
年
）
所
収

の
武
藤
本
の
影
印
に
拠
る
。 

７

能
因
本
や
堺
本
に
無
く
、
三
巻
本
の
み
が
有
す
る
こ
の
本
文
は
や
や
難
解
で
、
諸
説
入
り
乱
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
池
田
亀
鑑
・
岸
上
慎
二
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

枕
草
子
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八

年
）
や
萩
谷
朴
『
枕
草
子
解
環
五
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
三
年
）
な
ど
は
、「
掃
ひ
得
た
る
櫛
、
垢
に
落
と

し
入
れ
た
る
も
ね
た
し
」(

や
っ
と
綺
麗
に
で
き
た
櫛
を
、
た
ま
っ
た
垢
の
中
に
落
と
し
入
れ
て
し
ま
う

の
も
癪
だ)

と
解
し
て
お
り
、
現
行
諸
注
の
中
で
は
最
も
合
理
的
で
あ
る
。
萩
谷
は
、
他
諸
注
の
一
部
が

取
り
上
げ
て
い
る
、「
祓
ひ
得
た
る
串
、
閼
伽
に
落
と
し
入
れ
た
る
…
」
と
い
う
説
に
つ
き
、「
祓
え
」「
串
」

が
神
道
な
い
し
陰
陽
道
の
用
語
、「
閼
伽
」
が
梵
語
に
基
づ
く
仏
教
用
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
「
氷

炭
相
容
れ
ぬ
無
理
な
読
み
方
」
と
批
判
し
て
い
る
。 

８

『
萬
葉
集
』
の
歌
番
号
と
本
文
お
よ
び
訓
は
、『
萬
葉
集
』（
塙
書
房
、
一
九
六
三
年
）
の
補
訂
版
（
一
九

九
八
年
）
に
拠
る
。 

９

『
万
葉
考
槻
落
葉
』
は
、『
万
葉
集
叢
書
』
所
収
の
本
文
、『
万
葉
代
匠
記
』
は
、『
契
沖
全
集
』
所
収
の
本

文
に
拠
る
。
本
稿
で
引
用
す
る
近
代
以
降
の
『
万
葉
集
』
の
注
釈
書
の
略
称
は
、
以
下
の
通
り
。
沢
瀉
久

孝
『
萬
葉
集
新
釋 

下
巻
』（
星
野
書
店
、
一
九
三
一
年
）
→
沢
瀉
『
新
釈
』、
鴻
巣
盛
廣
『
萬
葉
集
全
釋 

第
四
册
』（
廣
文
堂
書
店
、
一
九
三
三
年
）
→
鴻
巣
『
全
釈
』、
高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
『
日

本
古
典
文
学
大
系 

萬
葉
集
三
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
）
→
『
旧
大
系
』、
沢
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注

釈 

巻
第
十
三
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
）
→
沢
瀉
『
注
釈
』、
曽
倉
岑
『
萬
葉
集
全
注 

巻
第
十

三
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
→
曽
倉
『
全
注
』 

１
０

有
精
堂
、
一
九
八
五
年
。 

１
１

阪
倉
篤
義
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

夜
の
寝
覚
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
の
校
訂
本
文
に
拠

る
。 

１
２

『
蜻
蛉
日
記
』
本
文
は
、
上
村
悦
子
『
蜻
蛉
日
記
校
本
・
書
入
・
諸
本
の
研
究
』(

古
典
文
庫
、
一
九
六

三
年)

に
拠
り
、
校
異
も
こ
れ
に
従
っ
た
が
、
適
宜
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。 

                                        

          

 



22 

 

                                        

                                        

                                        

                            

 
１
３

こ
れ
以
外
に
も
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
Ｅ
の
用
例
「
え
お
も
ひ
え
侍
ら
ず
」
が
、
大
島
本
で
は
本
文
に

「
み
」
と
あ
り
、
朱
書
で
「
え
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
字
形
相
似
に
一
因
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
そ

う
で
あ
る
。 

１
４

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
十
四
』、
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
。
以
下
、
中
川
の
言
説
は
全
て
こ
の
論
文
か

ら
引
用
し
た
。
中
川
に
は
「
あ
ひ
見
る
」
お
よ
び
「
あ
ひ
＋
動
詞
」
と
い
う
語
構
成
に
つ
い
て
の
一
連
の

論
考
が
あ
る
。 

・「「
あ
ひ
み
る
」
表
現
の
生
成
と
展
開
―
―
古
代
恋
歌
の
表
現
史
―
―
」（「
梅
花
短
大
国
語
国
文
」
七
巻
、

一
九
九
四
年
十
月
） 

・「「
あ
ひ
思
ふ
」「
あ
ひ
語
ら
ふ
」「
あ
ひ
知
る
」
考
―
古
代
に
お
け
る
「
あ
ひ
」
を
冠
し
た
動
詞
の
諸
相

と
表
現
―
」（「
梅
花
短
期
大
学
研
究
紀
要
」
四
十
三
巻
、
一
九
九
五
年
三
月
） 

１
５

こ
の
歌
は
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
、『
古
今
集
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
下
句
は
伝
本

に
よ
っ
て
異
同
が
甚
だ
し
い
も
の
の
、『
校
証 
古
今
歌
六
帖
』（
有
精
堂
、
一
九
八
四
年
）
に
よ
っ
て
校

異
を
確
認
す
る
と
、『
古
今
六
帖
』
で
は
下
句
の
本
文
が
一
致
し
て
掲
載
し
た
よ
う
な
形
と
な
っ
て
い
る
。 

１
６

こ
の
他
、
時
代
は
や
や
く
だ
る
も
の
の
、『
頼
政
集
』
六
二
九
番
歌
の
詞
書
に
、
男
女
の
恋
愛
で
は
な
い

け
れ
ど
も
、
未
知
の
関
係
に
お
け
る
以
下
の
ご
と
き
例
が
あ
り
参
考
に
な
る
。 

少
別
当
入
道
空
仁
と
申
す
歌
読
む
物
侍
る
と
年
比
き
き
わ
た
り
侍
る
に
、
か
れ
も
き
き
て
た
が
ひ

に
い
か
で
あ
ひ
み
て
し
か
な
と
思
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
歌
林
苑
に
て
人
丸
の
影
供
し
侍
り
け
る
日
、
あ

ひ
て
歌
読
み
な
ど
し
て
後
ほ
ど
へ
て
云
ひ
つ
か
は
し
け
る
、
…
（
後
略
） 

ま
た
、『
躬
恒
集
』
の
い
わ
ゆ
る
光
俊
本
系
と
丙
本
系
の
本
で
は
、
深
養
父
と
人
真
と
の
歌
会
で
詠
ま
れ

た
も
の
と
し
て
、 

 
 
 

お
と
に
の
み
き
け
ば
か
ひ
な
し
あ
ふ
み
な
る
い
か
ご
の
い
か
で
あ
ひ
み
て
し
か
な 

 

（
三
五
三
） 

の
歌
が
採
ら
れ
て
い
る
。
上
句
「
お
と
に
の
み
き
け
ば
か
ひ
な
し
」
か
ら
、
ま
だ
交
際
を
始
め
て
い
な
い

意
中
の
女
性
に
対
し
て
「
あ
ひ
み
て
し
か
な
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
例
で
あ
る
。 

１
７

為
家
が
伝
称
筆
者
で
あ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
伝
本
は
複
数
存
在
す
る
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
山
田
清

市
『
伊
勢
物
語
校
本
と
研
究
』（
前
掲
）
で
根
源
本
第
五
系
統
に
分
類
さ
れ
て
い
る
本
で
あ
る
。 

１
８

広
本
の
分
類
は
、
福
井
貞
助
『
伊
勢
物
語
生
成
論
』（
有
精
堂
、
一
九
六
五
年
）
に
拠
る
。 

１
９

こ
の
よ
う
な
奥
書
を
持
つ
定
家
書
写
の
『
伊
勢
物
語
』
を
、「
根
源
本
」
と
し
て
一
括
す
る
向
き
に
つ
い

て
は
、
片
桐
洋
一
の
批
判
も
あ
る
（『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
４１
』
所
収
の
建
仁
二
年
本
の
解
題
な
ど
）
。 

２
０

両
注
釈
書
の
本
文
は
、
竹
岡
『
全
評
釈
』
所
収
の
も
の
に
拠
る
。 

２
１

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
〇
年
。 

２
２

引
用
文
中
の
「
顕
昭
本
」
と
は
、
実
際
に
は
大
島
本
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、「
な
り
て
の
ち
」

と
い
う
本
文
を
伝
え
る
の
は
、
大
島
本
、
日
大
為
相
本
、
伝
肖
柏
筆
本
の
三
本
と
な
る
。 
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第
二
節 

『伊
勢
物
語
』四
十
四
段
段
末
本
文
考 

  

一
、
は
じ
め
に 

  

『
伊
勢
物
語
』
四
十
四
段
は
、
地
方
へ
赴
任
す
る
知
人
の
た
め
に
、
送
別
の
宴
を
催
し
、
そ
の
人
物
の

前
途
を
寿
ぐ
歌
を
詠
み
お
く
る
、
と
い
っ
た
内
容
の
章
段
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
こ
の
章
段
の
全
文
を
、

現
在
最
も
広
く
読
ま
れ
て
い
る
学
習
院
大
学
蔵
本
に
拠
り
掲
出
す
る
。 

  
 

む
か
し
、
あ
が
た
へ
ゆ
く
人
に
、
む
ま
の
は
な
む
け
せ
む
と
て
、
よ
び
て
、
う
と
き
人
に
し
あ
ら
ざ

り
け
れ
ば
、
い
ゑ
と
う
じ
、
さ
か
づ
き
さ
ゝ
せ
て
、
女
の
さ
う
ぞ
く
か
づ
け
ん
と
す
。
あ
る
じ
の
お

と
こ
、
う
た
よ
み
て
、
も
の
こ
し
に
ゆ
ひ
つ
け
さ
す
。 

 
 

 
 

い
で
ゝ
ゆ
く
君
が
た
め
に
と
ぬ
ぎ
つ
れ
ば
我
さ
へ
も
な
く
な
り
ぬ
べ
き
か
な 

 
 

こ
の
う
た
は
、
あ
る
が
な
か
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
ゞ
め
て
よ
ま
す
。
は
ら
に
あ
ぢ
は
ひ
て
。 

  

本
節
で
問
題
と
す
る
の
は
、
段
末
に
存
す
る
「
こ
の
う
た
は
…
」
以
下
の
本
文
で
あ
る
。
作
中
屈
指
の

難
解
箇
所
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
本
文
を
ど
う
考
え
る
べ
き
な
の
か
、
先
行
研
究
を
整
理
・
検
討
し
た
上

で
、
当
該
箇
所
の
本
文
異
同
を
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
私
見
を
提
示
す
る
。 

  

二
、
諸
注
の
解
釈
と
諸
本
の
本
文 

  

当
該
本
文
の
解
釈
に
関
し
て
は
、
現
行
の
諸
注
の
見
解
を
お
よ
そ
四
つ
に
大
別
で
き
る
。
近
代
以
降
の

諸
注
の
う
ち
、
代
表
的
な
も
の
を
掲
出
す
る
。 

 

①
「…
心
と
ど
め
て
よ
ま
す
。
腹
に
味
は
ひ
て
」と
解
す
る 

  

・
こ
の
歌
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
も
の
の
う
ち
で
面
白
い
も
の
だ
か
ら
し
て
、
注
意
し
て
よ
ま
せ
る
。
腹

に
よ
く
味
お
う
て
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
折
口『
ノ
ー
ト
編
』
） 

 

・
た
く
さ
ん
あ
る
歌
の
な
か
で
も
、
特
に
感
興
を
そ
そ
ら
れ
る
か
ら
、
よ
く
気
を
つ
け
て
読
ま
せ
る
。

腹
の
な
か
で
十
分
に
吟
味
し
て
…
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
秋
山
『
新
大
系
』
） 

 

・
こ
の
歌
は
、
そ
の
宴
で
詠
ま
れ
た
歌
の
中
で
特
に
趣
き
が
あ
っ
た
の
で
、
愛
着
の
念
を
も
っ
て
朗
誦

さ
せ
る
。
腹
に
味
わ
う
よ
う
に
朗
誦
さ
せ
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
片
桐
『
全
読
解
』
） 

 

②
「…
心
と
ど
め
て
よ
ま
ず
。
腹
に
味
は
ひ
て
」と
解
す
る 

  

・
こ
の
歌
は
、
そ
の
場
で
詠
ま
れ
た
沢
山
の
歌
の
中
で
も
と
り
わ
け
面
白
い
の
で
、
特
に
心
を
用
い
て

詠
む
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
に
、
腹
に
味
わ
っ
て
詠
む
。 

 
 
 

 
 

 
 

（
中
野
・
春
田
『
全
釈
』
） 

 

・
こ
の
歌
は
、
数
あ
る
歌
の
中
で
も
趣
あ
る
歌
だ
か
ら
、
念
入
り
に
吟
じ
た
り
せ
ず
に
、
腹
の
中
で
味

わ
っ
て
（
理
解
せ
よ
）。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

（
石
田
『
注
釈
稿
』
） 

 

③
「…
心
と
ど
め
て
（返
歌
を
）
詠
ま
ず
。
腹
に
味
は
ひ
て
」と
解
す
る 
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・
感
動
の
心
を
残
し
、
返
歌
は
よ
ま
ず
、
…
有
難
く
う
け
と
っ
た
一 

 
 
 

 
 

 

（
渡
辺
『
集
成
』
） 

 

④
「…
心
と
ど
め
て
よ
。
ま
づ
腹
に
味
は
ひ
て
」と
解
す
る 

  

→
こ
の
説
を
積
極
的
に
支
持
す
る
注
釈
書
は
無
い
が
、
松
尾
・
永
井
『
校
註
』
お
よ
び
上
坂
『
評
解
』

に
お
い
て
、
可
能
性
と
し
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

  

こ
れ
ら
の
う
ち
、
④
は
「
ず
」
と
「
づ
」
と
の
仮
名
遣
い
の
違
い
に
よ
っ
て
、
ま
ず
退
け
ら
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
残
る
①
～
③
の
立
場
は
、
い
ず
れ
も
解
釈
と
し
て
は
成
り
立
ち
そ
う
に
も
見
え
る
が
、『
伊
勢

物
語
』
の
段
末
本
文
に
は
当
該
箇
所
を
除
い
て
接
続
助
詞
「
て
」
で
終
止
す
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
こ
の

本
文
は
き
わ
め
て
特
異
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
に
加
え
て
、
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
腹

に
味
は
ふ
」
と
い
っ
た
語
構
成
は
平
安
時
代
の
和
文
と
し
て
は
不
可
能
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
右

に
掲
出
し
た
諸
注
の
見
解
に
と
ら
わ
れ
ず
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
当
該
の
段
末
本
文
に
つ
い
て
、
諸
本
間
の
異
同
を
確
認
し
て
み
た
い
。
学
習
院
大
学
蔵
本
と

異
な
る
本
文
を
持
つ
諸
本
の
う
ち
、
代
表
的
な
も
の
を
以
下
に
示
す
。 

 

Ａ 

「
こ
の
歌
は
…
」
以
下
、
段
末
本
文
全
て
を
欠
く 

  

・
藤
房
本 

 

・
伝
民
部
卿
局
筆
本 

  

藤
房
本
は
、
八
十
七
段
ま
で
を
万
里
小
路
藤
房
が
書
写
し
、
そ
れ
以
降
は
堯
孝
所
持
本
に
よ
り
一
条
兼

良
が
補
写
し
た
も
の
と
さ
れ
、
他
本
に
比
し
て
和
歌
の
出
入
り
や
本
文
の
面
で
特
殊
な
伝
本
で
あ
る
二

。

当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
う
た
は
…
は
ら
に
あ
ぢ
は
ひ
て
」
と
い
う
学
習
院
大
学
蔵
本
と
同
様
の
本

文
が
、
本
行
本
文
で
は
な
く
上
部
の
余
白
に
細
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
親
本
に
存
在
せ
ず
、
他
本
に
拠
っ

て
後
か
ら
補
っ
た
も
の
か
、
単
に
転
写
の
際
に
見
落
と
し
て
し
ま
っ
た
も
の
を
書
写
者
が
こ
こ
に
書
き
足

し
た
も
の
か
、
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。 

一
方
、
伝
民
部
卿
局
筆
本
に
関
し
て
見
る
と
、
こ
の
本
と
同
系
統
の
不
忍
文
庫
本
、
群
書
類
従
本
、
丹

表
紙
本
で
も
段
末
本
文
全
て
を
欠
い
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
系
統
の
伝
本
は
段
末
本
文
全
て
を
欠
く
本
文
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。 

 

Ｂ 

「
腹
に
味
は
ひ
て
」
を
欠
く 

  

・
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本 

 

・
伝
二
条
為
明
筆
本 

  

阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
は
、
い
わ
ゆ
る
広
本
系
統
の
第
二
類
を
代
表
す
る
伝
本
で
あ
る
。
こ
の
系
統
に
属

す
る
、
神
宮
文
庫
本
、
谷
森
本
、
日
大
本
も
全
て
同
様
の
本
文
で
あ
る
三

。 

 

こ
の
他
、
山
田
清
市
『
伊
勢
物
語
校
本
と
研
究
』
四

に
お
い
て
根
源
本
と
し
て
校
異
の
挙
げ
ら
れ
て
い
る
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伝
二
条
為
明
筆
本
も
、
「
心
と
ど
め
て
よ
ま
す
」
で
段
を
終
わ
ら
せ
て
い
る
。 

 

Ｃ 

段
末
本
文
が
「
心
と
ま
り
て
な
ん
か
き
つ
け
た
る
」
と
な
っ
て
い
る 

  

・
屋
代
弘
賢
『
参
考
伊
勢
物
語
』
所
引
の
伝
為
家
筆
本 

  

こ
の
よ
う
な
本
文
を
持
つ
伝
本
は
他
に
見
ら
れ
ず
、
完
全
な
独
自
異
文
で
あ
る
。『
参
考
伊
勢
物
語
』
所

引
の
伝
為
家
筆
本
は
、
特
異
な
章
段
排
列
を
持
つ
重
要
な
伝
本
で
は
あ
る
が
、
現
在
散
佚
し
て
し
ま
っ
て

お
り
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
も
に
わ
か
に
は
断
じ
難
い
。 

 

Ｄ
―
１ 

「
腹
に
味
は
ひ
て
」
が
、
「
…
は
、
濃
き
味
は
ひ
、
え
し
も
い
で
こ
じ
」
と
な
っ
て
い
る 

  

・
大
島
本 

 
 

「
こ
の
う
た
は
、
あ
る
が
な
か
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
め
て
よ
ま
ず
は
、
こ
き
あ
ぢ
は
ひ
、
え

し
も
い
で
こ
じ
」 

 

・
日
大
為
相
本 

 
 

「
こ
の
う
た
は
、
あ
る
中
に
を
も
し
ろ
け
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
と
ゞ
め
て
よ
ま
ず
は
、
こ
き
あ
ぢ
は
ひ
、

え
し
も
い
で
こ
じ
」 

 

Ｄ
―
２ 

「
腹
に
味
は
ひ
て
」
が
、
「
…
は
こ
き
味
は
ひ
て
」
と
な
っ
て
い
る 

  

・
伝
二
条
（
京
極
）
為
兼
筆
本 

 
 

「
こ
の
歌
、
あ
る
が
な
か
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
ゞ
め
て
よ
ま
す
。
は
こ
き

ら

に

あ
ぢ
は
ひ
て
」 

 

Ｄ
―
３ 

「
腹
に
（
味
は
ひ
て
）」
と
い
う
本
文
と
「
濃
き
味
は
ひ
」
と
い
う
本
文
と
を
と
も
に
有
す
る 

  

・
武
者
小
路
本 

 
 

「

こ

の

哥

は

、

あ

る

が

な

か

に

お

も

し

ろ

け

れ

ば

、

心

と

ゞ

め

て

よ

ま

す

。

こ
き
あ
ぢ
は
ひ
は
ら
に
あ
り
て

は

ら

に

あ

ぢ

は

ひ

て

定

」 

 

・
真
名
本
（
寛
永
二
十
年
版
本
） 

 
 

「
此こ

の

歌う
た

者は

、
或あ

る

之が

中な
か

尓に

面お
も

白し
ろ

計け

礼れ

者ば

、
心

こ
ゝ
ろ

留と
め

而て

不
讀

よ

ま

ず

者は

、
腹は

ら

尓に

深こ
き

味
毛

あ
ぢ
は
ひ

出い
で

不
来

こ

ず

」 

 

・
島
原
文
庫
本
『
和
歌
知
顕
集
』
所
引
本
文 

 
 

「
此
哥
は
、
あ
る
が
中
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
ゞ
め
て
よ
ま
す
。
は
ら
に
あ
ぢ
は
ひ
て
こ
き
あ

ぢ
は
ひ
な
る
べ
し
」 

 

こ
こ
で
注
目
す
る
べ
き
は
、「
濃
き
味
は
ひ
」
な
ど
と
い
っ
た
本
文
を
含
む
Ｄ
に
分
類
し
た
諸
本
で
あ
る
。

Ｄ
―
１
の
大
島
本
と
日
大
為
相
本
と
は
、
定
家
本
に
見
え
る
よ
う
な
「
腹
に
…
」
と
い
う
本
文
が
無
い
か

わ
り
に
、「
濃
き
…
」
と
い
う
本
文
を
有
し
て
い
る
。
Ｄ
―
２
の
伝
為
兼
筆
本
は
、
前
記
両
本
と
は
や
や
形

が
異
な
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
後
に
考
察
し
た
い
。 
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一
方
で
、
Ｄ
―
３
に
分
類
し
た
も
の
は
、『
知
顕
集
』
所
引
本
を
含
め
て
、
定
家
本
の
よ
う
な
「
腹
に
…
」

と
い
う
本
文
に
加
え
て
、
大
島
本
な
ど
に
見
え
る
「
濃
き
…
」
と
い
っ
た
本
文
を
も
含
ん
で
い
る
。
藤
井

高
尚
『
伊
勢
物
語
新
釈
』
は
、
こ
れ
ら
の
異
文
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
及
す
る
。 

  

・
知
本
に
か
く
あ
り
。
今
の
か
な
本
は
脱
文
あ
り
て
聞
え
ず
。
真
本
は
大
か
た
よ
ろ
し
け
れ
ど
、
知
本

に
お
よ
ば
ず
。 

  

「
知
本
」（
『
知
顕
集
』）
や
「
真
本
」
（
真
名
本
）
の
本
文
を
取
り
上
げ
て
、
前
者
の
本
文
を
採
用
し
つ

つ
も
、
後
者
の
本
文
に
も
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
。
し
か
る
に
、
大
島
本
・
日
大
為
相
本
を
も
視
野

に
入
れ
て
考
え
た
場
合
、「
腹
に
…
」
と
い
う
本
文
と
「
濃
き
…
」
と
い
う
本
文
と
を
と
も
に
有
し
て
い
る

Ｄ
―
３
の
本
文
は
、
混
成
本
文
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
知
顕
集
』
な
ど
の
形
が

本
来
の
も
の
と
す
れ
ば
、
定
家
本
な
ど
の
大
多
数
の
伝
本
と
大
島
本
や
日
大
為
相
本
な
ど
の
伝
本
と
で
、

「
腹
に
…
」
と
い
う
本
文
と
「
濃
き
…
」
と
い
う
本
文
と
を
ま
る
で
示
し
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
分
か
ち

伝
え
た
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
は
極
め
て
低
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
は
元
来

「
腹
に
…
」
系
の
本
文
と
「
濃
き
…
」
系
の
本
文
と
が
対
立
本
文
と
し
て
あ
り
、
Ｄ
―
３
の
伝
本
は
そ
の

両
方
を
取
り
入
れ
た
、
と
考
え
て
お
く
の
が
適
切
だ
ろ
う
。 

こ
れ
ら
の
異
文
に
つ
い
て
、
折
口
『
ノ
ー
ト
編
』
は
、
大
島
本
の
本
文
に
注
目
し
つ
つ
も
、「
こ
こ
は
攙

入
に
ち
が
い
な
い
」「
攙
入
の
文
章
の
た
め
に
も
つ
れ
る
の
は
、
へ
ん
な
こ
と
だ
」
と
判
断
を
放
棄
し
、
石

田
『
注
釈
稿
』
は
「
こ
れ
ら
の
異
文
（
な
い
の
を
も
含
め
て
）、
さ
し
て
有
力
と
も
思
わ
れ
ず
、
や
は
り
原

文
の
ま
ま
で
解
を
試
み
る
よ
り
ほ
か
な
い
よ
う
で
あ
る
」
と
言
う
。
し
か
る
に
、
従
来
の
注
釈
に
お
い
て

は
、「
腹
に
味
は
ふ
」
及
び
「
濃
き
味
は
ひ
」
の
両
本
文
が
、
平
安
時
代
の
語
法
と
し
て
有
り
得
る
か
否
か

を
精
査
す
る
こ
と
が
手
続
き
と
し
て
欠
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

  

三
、
「腹
に
味
は
ひ
て
」か
「濃
き
味
は
ひ
」か 

  

本
節
で
は
、
平
安
時
代
の
語
法
と
し
て
、「
腹
に
味
は
ひ
て
」
と
い
う
表
現
が
可
能
で
あ
っ
た
か
、
ま
た

「
濃
き
味
は
ひ
」
と
い
う
表
現
が
可
能
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
両
者
の
相
違

点
と
し
て
、
学
習
院
大
学
蔵
本
な
ど
の
本
文
で
は
「
味
は
ふ
」
と
い
う
動
詞
の
連
用
形
「
味
は
ひ
」
が
用

い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
島
本
の
よ
う
な
本
文
で
は
名
詞
と
し
て
「
味
は
ひ
」
と
い
う
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

そ
こ
で
ま
ず
確
認
し
た
い
の
は
、
石
田
『
注
釈
稿
』
が
「
味
は
ふ
」
と
い
う
語
に
関
し
て
、「
訓
点
語
系

統
の
語
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。「
味
は
ひ
」
と
あ
わ
せ
て
、
古
辞
書
類
や
訓
点
語
彙
な
ど
の
用

例
を
も
視
野
に
入
れ
て
見
て
い
き
た
い
。 

 

黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
確
認
さ
れ
た
五

。 

  

・
味
【
ア
チ
ハ
フ
／
ア
チ
ハ
ヒ
／
滋
―
五
―
】 

 

ま
た
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
い
て
も
、 
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・
味 

ア
チ
ハ
ヒフ 

ム
サ
ホ
ル 

ク
チ
ヒ
ル 

ク
チ
サ
キ
ラ 

 

と
さ
れ
て
お
り
、
名
詞
・
動
詞
と
も
に
当
時
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

 

は
じ
め
に
、
動
詞
と
し
て
の
「
味
は
ふ
」
か
ら
検
討
す
る
。
和
文
に
お
い
て
動
詞
「
味
は
ふ
」
は
極
め

て
寡
例
と
い
っ
て
よ
く
、
中
古
の
物
語
・
仮
名
日
記
・
和
歌
の
詞
書
な
ど
に
お
い
て
は
管
見
に
入
ら
な
か

っ
た
。
た
だ
し
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
は
、 

  
 

 

将
軍 

職
列
虎
牙 

雖
拉
武
勇
於
漢
四
七
将 

学
抽
麟
角 

遂
味
文
章
於
魯
二
十
篇 

 
 
 

 
 

（
六
八
六
、
源
順
） 

 

と
い
っ
た
漢
詩
が
収
め
ら
れ
て
お
り
六

、
傍
線
部
の
訓
読
は
、「
遂
に
文
章
を
魯
の
二
十
篇
に
味
ふ
」
で
動

か
な
い
。
こ
こ
は
動
詞
「
味
は
ふ
」
の
確
例
と
し
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
動
詞
「
味
は
ふ
」
は
漢
文
の
訓
読
に
お
い
て
少
な
い
な
が
ら
も
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
が
、
先
に
述
べ
た
通
り
和
文
に
は
見
ら
れ
な
い
語
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
「
腹
に
味
は
ふ
」

と
い
う
語
構
成
を
取
る
例
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、「
味
は
ふ
」
と
い
う
動
詞
の
例
は
認
め
得
る
と
し

て
も
、
『
伊
勢
物
語
』
の
問
題
箇
所
を
「
腹
に
味
は
ひ
て
」
と
す
る
の
は
、
難
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

一
方
で
、「
味
は
ひ
」
と
い
う
名
詞
に
つ
い
て
は
、
物
語
を
は
じ
め
と
す
る
中
古
の
和
文
に
お
い
て
、
以

下
の
よ
う
な
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
た
。 

 

 
 

 

同
じ
こ
ろ
、
さ
ぶ
ら
ひ
に
お
ろ
し
の
盤
出
だ
さ
せ
給
ふ
に
、
土
器
に
雪
を
盛
り
て
、
み
く
り
を

箸
に
て
、
結
い
つ
け
て
入
れ
た
る
、
さ
ぶ
ら
ひ
よ
り
、 

Ａ 

飯
の
色
の
白
き
は
い
は
じ
味
は
ひ
の
く
く
め
ば
消
ゆ
る
心
地
こ
そ
す
れ（
『
大
斎
院
前
の
御
集
』五
五
） 

 

Ｂ 

…
わ
が
身
は
今
は
苔
の
衣
に
や
つ
れ
て
、
松
の
葉
を
あ
ぢ
は
ひ
に
て
過
す
や
う
な
る
に
、
う
ち
そ
ひ

て
、
鳥
の
音
だ
に
な
ご
や
か
に
は
聞
こ
え
ぬ
山
ふ
と
こ
ろ
に
う
づ
も
れ
て
、
… 

 

（『
浜
松
中
納
言

物
語
』
巻
三
） 

 

Ｃ 

…
久
世
の
鳥
、
交
野
の
鳥
の
味
は
ひ
、
参
り
知
り
た
り
き
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
『
大
鏡
』
） 

 

Ｄ 

…
心
を
ば
な
ぐ
さ
の
浜
に
寄
せ
、
か
た
ち
を
ば
か
ひ
あ
る
様
に
も
て
な
し
て
、
面
白
き
こ
と
を
心
に

こ
そ
思
へ
、
誰
に
か
は
言
は
む
。
め
づ
ら
し
き
言
の
葉
を
言
ひ
出
で
た
れ
ど
、
誰
か
か
し
ら
を
傾
け
、

深
き
あ
ぢ
は
ひ
を
も
知
ら
む
。 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
『
賀
茂
保
憲
女
集
』
序
文
） 

 

Ｅ 

…
そ
れ
に
つ
け
て
も
、（
注:

源
氏
ガ
）

世
中
に
の
み
め
で
ら
れ
給
へ
ば
、
き
さ
い
の
宮
き
こ
し
め
し
て
、
い

み
じ
う
の
給
ひ
け
り
。
お
ほ
や
け
の
か
う
じ
な
る
人
は
、
心
に
ま
か
せ
て
こ
の
世
の
あ
ぢ
は
ひ
を
だ
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に
し
る
事
か
た
う
こ
そ
あ
な
れ
、
お
も
し
ろ
き
い
へ
ゐ
し
て
、
世
中
を
そ
し
り
も
ど
き
て
、
か
の
し

か
を
む
ま
と
い
ひ
け
む
人
の
ひ
が
め
る
や
う
に
、
つ
い
せ
う
す
る
、
な
ど
、
あ
し
き
こ
と
ゞ
も
き
こ

え
け
れ
ば
、
わ
づ
ら
は
し
と
て
、
せ
う
そ
こ
き
こ
え
給
ふ
人
な
し
。 

（『
源
氏
物
語
』「
須
磨
」
四
十
二
オ
） 

 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
Ａ
～
Ｃ
の
例
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
な
通
り
、
「
食
物
の
味
」（
Ａ
・
Ｃ
）
も
し
く
は

「
食
物
そ
の
も
の
」
（
Ｂ
）
の
意
で
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
、
「
味
は
ひ
」
と
い
う
名
詞
は
、

ほ
と
ん
ど
こ
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
Ｄ
の
例
は
こ
こ
ま
で
見
た
Ａ
～
Ｃ
と
異
な
り
、「
味
は
ひ
」
を
「
物
事
の
趣
」
と
い
っ
た
意

で
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。『
賀
茂
保
憲
女
集
』
は
現
存
す
る
い
ず
れ
の
伝
本
も
本
文
の
損

傷
が
激
し
く
、
い
わ
ゆ
る
異
本
系
統
で
は
序
文
の
一
部
が
欠
脱
し
て
い
る
等
問
題
は
あ
る
の
だ
が
、
当
該

部
分
は
流
布
本
・
異
本
と
も
に
有
す
る
本
文
で
あ
る
。「
め
づ
ら
し
き
言
の
葉
」
の
「
深
き
あ
ぢ
は
ひ
」
と

あ
る
以
上
、
こ
の
「
あ
ぢ
は
ひ
」
は
「
物
事
の
趣
」
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
Ｅ
に
掲
げ
た
『
源
氏
物
語
』
の
例
も
、
Ｄ
の
類
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
須

磨
に
配
流
さ
れ
た
源
氏
が
風
流
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
が
、
弘
徽
殿
女
御
の
逆
鱗
に
触
れ
る
場
面
で
、
女

御
の
発
言
内
に
見
え
る
「
あ
ぢ
は
ひ
」
は
、『
源
氏
物
語
』
諸
注
や
、
各
種
辞
典
類
の
「
味
は
ひ
」
の
項
に

お
い
て
、「
食
物
の
味
」
と
解
す
る
か
、「
物
事
の
趣
」
と
解
す
る
か
で
割
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
七

。
し
か

し
、
Ｄ
に
「
物
事
の
趣
」
の
意
の
確
例
が
あ
る
以
上
、
こ
こ
も
同
様
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

弘
徽
殿
女
御
は
、「
勅
勘
を
被
っ
て
い
る
者
は
、
こ
の
世
の
趣
を
知
る
こ
と
さ
え
難
し
い
と
い
う
の
に
、
そ

の
よ
う
に
趣
あ
る
家
構
え
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
世
の
中
を
悪
く
言
い
、
周
囲
の
者
も
源
氏
に
迎
合
し
て

い
る
」
と
怒
り
を
露
わ
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
名
詞
「
味
は
ひ
」
の
例
は
、「
物
事
の

趣
」
と
い
っ
た
意
味
の
も
の
を
含
め
て
、
平
安
時
代
の
和
文
に
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
、
和
文
に
お
け
る
例
で
は
な
い
も
の
の
、
仏
法
の
奥
深
い
妙
味
を
指
す
「
法
味
（
ノ
リ
ノ
ア
ヂ
ハ

ヒ
）」
と
い
う
語
に
つ
い
て
も
併
せ
て
見
て
お
き
た
い
。 

 

○ 

已
ニ
食
ヒ
物
ヲ
持
テ
魚
ノ
飢
ヲ
助
ケ
ツ
。
又
法
ノ
味
ヲ
施
シ
テ
後
ノ
身
ヲ
導
。
ト
思
テ
、
池
中
ニ
下

リ
立
テ
魚
ノ
為
ニ
法
ヲ
説
ク
。 

（『
三
宝
絵
』
上
） 

 

流
水
と
い
う
長
者
が
、
樹
神
の
命
に
従
い
、
魚
た
ち
を
救
う
場
面
で
、「
法
の
味
（
ノ
リ
ノ
ア
ヂ
ハ
ヒ
）
」

と
い
う
語
が
見
え
る
。「
食
ヒ
物
」
を
与
え
た
こ
と
と
対
比
す
る
形
で
、
法
の
「
味
」
と
い
う
表
現
が
と
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
原
義
で
あ
る
「
食
物
の
味
」
と
い
う
意
味
を
比
喩
的
に
広
げ
、「
味
」

を
「
物
事
の
趣
」
に
近
い
意
味
で
用
い
て
い
る
例
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

さ
ら
に
、
大
島
本
お
よ
び
日
大
為
相
本
『
伊
勢
物
語
』
と
同
様
の
、「
こ
き
あ
ぢ
は
ひ
」
と
い
う
語
構
成

も
、
管
見
の
限
り
「
食
物
の
味
」
の
例
の
み
で
は
あ
る
が
、
経
典
や
漢
籍
を
訓
読
し
た
文
献
に
見
出
だ
す

こ
と
が
で
き
た
。 
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○ 

非
時
降
霜
雹 

飢
疫
苦
流
行 

穀
稼
諸
果
實 

滋
味
皆
損
減 

於
其
國
土
中 

衆
生
多
疾
病 

 
 

【
非
時
に
霜
雹
を
降
す
と
、
飢
疫
の
苦
流
行
せ
む
と
し
て 

穀
稼
諸
の
果
實
の
滋コ

キ
味
ひ
皆
損
減
す

る
と
、
其
の
國
土
の
中
に
あ
る 

衆
生
疾
病
多
か
ル
コ
ト
ト
有
む
】 

 
 

（
西
大
寺
本
『
金
光
明

最
勝
王
経
』
八

） 

 

『
最
勝
王
経
』
は
平
安
時
代
の
文
学
作
品
に
多
く
そ
の
名
が
見
え
、
広
く
知
ら
れ
た
経
典
で
あ
る
。
い

ま
掲
げ
た
本
文
中
の
傍
線
部
「
滋
味
」
は
、【 

】
内
に
示
し
た
通
り
、
平
安
初
期
に
付
さ
れ
た
白
点
で
「
コ

キ
ア
ヂ
ハ
ヒ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
。 

 

「
コ
キ
ア
ヂ
ハ
ヒ
」
は
、
黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
漢
語
「
滋
味
」
を
訓

読
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
漢
籍
に
お
い
て
は
、 

 

○ 

伊
尹
名
二

阿
衡
一

。
阿
衡
欲
レ

干
レ

湯
而
無
レ

由
。
乃
爲
二

有
莘
氏
媵
臣
一

、
負
二

鼎
俎
一

、
以
二

滋
味
一

說

レ

湯
、
致
二

于
王
道
一

。 

 
 

【
伊
尹
、
阿
衡
と
名
づ
く
。
阿
衡
、
湯
に
干
め
ん
と
欲
す
れ
ど
も
由
無
し
。
乃
ち
有
莘
氏
の
媵
臣
と

爲
り
、
鼎
俎
を
負
ひ
、
滋
味
を
以
て
湯
に
說
き
、
王
道
を
致
せ
り
。
】 

 
 
 

 
 

 
 

（
『
史
記
』

殷
本
紀
三
） 

 

○ 

夫
聲
色･

滋
味･

權
勢
之
於
レ

人
、
心
不
レ

待
レ

學
而
樂
レ

之
、
體
不
レ

待
レ

象
而
安
レ

之
。 

 
 

【
夫
れ
聲
色
・
滋
味
・
權
勢
の
人
に
於
け
る
、
心
は
學
ぶ
を
待
た
ず
し
て
之
を
樂
し
み
、
體
は
象
る

を
待
た
ず
し
て
之
に
安
ん
ず
。
】 

（『
荘
子
』
盗
跖
第
二
十
九
） 

 

と
い
っ
た
用
例
が
見
ら
れ
る
九

。『
史
記
』
が
我
が
国
で
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
枕
草
子
』「
頭

弁
の
し
き
に
ま
い
り
給
て
」
の
段
に
あ
る
、
孟
嘗
君
の
故
事
を
引
い
た
有
名
な
記
述
か
ら
も
知
ら
れ
、
さ

ら
に
『
史
記
』
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
で
「
滋コ

キ

味
」
と
な
っ
て
い
る
一
〇

こ
と
か
ら
こ
の
箇
所

は
「
コ
キ
ア
ヂ
ハ
ヒ
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。 

ま
た
、『
荘
子
』「
盗
跖
」
篇
に
関
し
て
も
、『
今
昔
物
語
集
』
や
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
な
ど
に
こ
れ
を
原

拠
と
す
る
話
が
見
ら
れ
、
説
話
の
世
界
で
好
ま
れ
た
題
材
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、『
源
氏
物
語
』「
胡

蝶
」
巻
に
お
い
て
も
、 

 

○ 

右
大
将
（
注:

髭
黒
）

の
、
い
と
ま
め
や
か
に
、
こ
と
〳
〵
し
き
さ
ま
し
た
る
人
の
、
こ
ひ
の
や
ま
に
は
、

く
じ
の
た
う
れ
ま
ね
び
つ
べ
き
け
し
き
に
う
れ
へ
た
る
も
、
さ
る
か
た
に
お
か
し
、
と
み
な
み
く
ら

べ
給
な
か
に
、
…
（
後
略
） 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
十
二
オ
） 

 

と
い
う
形
で
引
か
れ
て
い
る
。
「
く
じ
の
た
う
れ
」
（
＝
孔
子
の
倒
れ
）
に
つ
い
て
は
、
大
島
本
『
源
氏
物

語
』
の
行
間
書
入
に
「
孔
子
の
た
う
れ
と
い
ふ
事
、
昔
よ
り
世
の
こ
と
わ
ざ
に
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。
聖
人

な
れ
ど
も
、
時
と
し
て
た
う
る
ゝ
こ
と
の
あ
る
ご
と
く
、
髭
黒
大
将
、
実
な
る
人
な
れ
ど
、
恋
山
に
入
て
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ま
ど
ふ
、
と
い
へ
り
」
と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
孔
子
が
盗
跖
と
い
う
悪
人
に
や
り
こ
め
ら
れ
る
と
い
う
点

が
、
人
々
の
興
味
を
引
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
、『
最
勝
王
経
』、『
史
記
』、『
荘
子
』
と
い
っ
た
、
当
時
に
お
い
て
も
著
名
な
典
籍
に
「
滋
味
」
と

い
う
語
が
見
え
、
そ
れ
ら
は
当
時
の
人
々
に
よ
っ
て
「
コ
キ
ア
ヂ
ハ
ヒ
」
と
訓
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と

が
確
認
で
き
た
。『
伊
勢
物
語
』
四
十
四
段
に
お
い
て
も
、
元
来
は
大
島
本
の
よ
う
に
、
「
い
で
て
ゆ
く
」

歌
を
評
し
て
「
…
こ
き
あ
ぢ
は
ひ
、
え
し
も
い
で
こ
じ
」
す
な
わ
ち
、「
（
注
意
し
て
よ
ま
な
け
れ
ば
、
）
深

い
面
白
み
は
感
得
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
し
、

学
習
院
大
学
蔵
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
に
見
え
る
、「
は
ら
に
あ
ぢ
は
ひ
て
」
と
い
っ
た
本
文
よ
り
も
、

よ
り
古
形
を
と
ど
め
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

四
、
誤
写
の
可
能
性 

  

こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
学
習
院
大
学
蔵
本
を
は
じ
め
、
多
く
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
「
腹
に
味
は
ひ
て
」

と
い
っ
た
本
文
は
、
平
安
時
代
の
和
文
と
し
て
は
認
め
に
く
く
、
元
来
大
島
本
な
ど
の
よ
う
に
、「
濃
き
味

は
ひ
…
」
と
い
っ
た
形
で
あ
っ
た
も
の
が
転
訛
し
た
可
能
性
が
濃
厚
と
な
っ
た
。
本
節
で
は
、
本
文
転
訛

の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
し
た
い
。
ま
ず
、「
こ
き
」
が
「
ら
に
」
に
誤
ら
れ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、 

 

「
こ
（
己
）
き
（
支
）」
→
「
ら
（
良
）
に
（
尓
）
」 

と
い
う
過
程
が
想
定
で
き
よ
う
。「
こ
（
己
）」
か
ら
「
ら
（
良
）
」
に
誤
ら
れ
た
実
例
と
し
て
、
『
蜻
蛉
日

記
』
に
以
下
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。 

 

○ 

ひ
さ
か
た
の
そ
ら
に
こ
ゝ
ろ
の
出
づ
と
い
へ
ば
か
げ
は
そ
ら
に
も
と
ま
る
べ
き
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
天
徳
元
年
八
月
） 

 

こ
の
歌
は
、
作
者
が
兼
家
を
月
に
寓
し
「
い
か
ゞ
せ
ん
山
の
は
に
だ
に
と
ゞ
ま
ら
で
こ
ゝ
ろ
も
そ
ら
に

い
で
む
月
を
ば
」
と
詠
ん
だ
の
に
対
し
、
兼
家
が
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。
書
陵
部
本
で
は
四
句
目
に
「
そ

ら
に
も
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
は
、「
そ
こ
に
も
」
の
本
文
で
あ
る
の
が
正
し
く
、「
あ
な
た
は
私
の
心
が
う

わ
の
空
だ
と
い
う
の
で
、
月
影
が
底
（
水
底
）
に
宿
る
、
で
は
な
い
が
、
私
の
姿
は
其
処
（
あ
な
た
の
所
）

に
と
ど
ま
る
に
違
い
な
い
よ
」
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
句
に
「
ひ
さ
か
た
の
そ
ら
」
と
あ
り
、

そ
れ
に
引
か
れ
て
し
ま
っ
た
誤
り
で
あ
る
と
考
え
て
相
違
な
い
だ
ろ
う
が
、「
こ
（
己
）
」
と
「
ら
（
良
）
」

と
の
字
形
の
相
似
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

次
に
、「
き
（
支
）
」
が
「
に
（
尓
）
」
に
誤
ら
れ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
同
じ
く
『
蜻
蛉
日
記
』
か
ら
実
例

を
挙
げ
る
。 

 

○ 

「
い
づ
ら
、
こ
こ
に
、
人
々
、
今
年
だ
に
、
い
か
で
、
こ
と
い
み
な
ど
し
て
、
世
の
中
こ
こ
ろ
み
む
」

と
い
ふ
を
聞
き
て
、
は
ら
か
ら
と
お
ぼ
し
き
人
、
ま
だ
臥
し
な
が
ら
、
物
に
こ
ゆ
。 

 
 

（
安
和

二
年
一
月
） 
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安
和
二
年
の
元
旦
、
作
者
が
「
今
年
だ
け
で
も
ぜ
ひ
言
忌
を
し
て
、
運
試
し
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
」
と

言
っ
た
の
で
、
妹
に
あ
た
る
人
が
、
横
に
な
っ
た
ま
ま
、
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
い
う
場
面
。
書
陵
部
本

で
は
「
物
に
こ
ゆ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
物
き
こ
ゆ
」
で
な
け
れ
ば
意
味
が
通
ら
な
い
。 

こ
こ
ま
で
、「
こ
（
己
）
」
と
「
ら
（
良
）」、「
き
（
支
）」
と
「
に
（
尓
）
」
が
誤
写
さ
れ
る
ケ
ー
ス
を
確

認
し
た
。
両
者
と
も
こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
箇
所
で
誤
写
が
認
め
ら
れ
、『
伊
勢
物
語
』
の
当
該
本
文
に
つ

い
て
も
、「
…
詠
ま
ず
は
、
こ
き
味
は
ひ
…
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
転
写
さ
れ
る
過
程
で
「
…
詠
ま
す
、
は

ら
に
味
は
ひ
て
」
へ
と
転
訛
す
る
こ
と
は
、
十
分
に
想
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
。 

 

次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
大
島
本
及
び
日
大
為
相
本
で
は
「
…
濃
き
味
は
ひ
、
え
し
も
い
で
こ
じ
」
と

あ
る
の
に
対
し
て
、
多
く
の
諸
本
は
「
腹
に
味
は
ひ
て
」
と
い
う
形
で
段
を
終
止
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、 

  

①
ま
ず
「
こ
き
」
が
「
ら
に
」
に
誤
写
さ
れ
、
そ
の
後
「
え
し
も
い
で
こ
じ
」
が
「
て
」
と
な
っ
た
。 

 

②
ま
ず
「
え
し
も
い
で
こ
じ
」
が
「
て
」
と
な
り
、
そ
の
後
「
こ
き
」
が
「
ら
に
」
に
誤
写
さ
れ
た
。 

 

と
い
う
二
通
り
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る
が
、
さ
き
ほ
ど
の
分
類
で
Ｄ
―
２
と
し
た
伝
為
兼
筆
本
に
、 

  

・
は
こ
き

ら

に

あ
ぢ
は
ひ
て 

 

と
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
こ
れ
は
当
該
本
文
が
②
の
プ
ロ
セ
ス
で
転
訛
し
た
こ
と
を
示
す
、
い
わ

ば
過
渡
的
な
本
文
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
元
来
「
…
濃
き
味
は
ひ
、
え
し
も
い
で

こ
じ
」
と
あ
っ
た
も
の
の
、
ま
ず
「
え
し
も
い
で
こ
じ
」
が
「
て
」
と
な
り
、
書
写
の
あ
る
段
階
で
「
こ

き
」
が
「
ら
に
」
に
転
訛
し
た
伝
本
が
生
ま
れ
、
そ
の
後
「
こ
き
」
と
い
う
本
文
を
留
め
て
い
た
こ
の
本

に
「
ら
に
」
の
傍
記
が
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
え
し
も
い
で
こ
じ
」

が
「
て
」
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、「
え
（
衣
）」
と
「
て
（
天
）
」
と
の
字
形
相
似
に
よ
っ
て

「
て
し
も
い
で
こ
じ
」
と
な
り
、
読
解
不
能
と
な
っ
た
「
し
も
い
で
こ
じ
」
の
部
分
が
落
ち
た
、
な
ど
と

い
っ
た
過
程
が
想
定
さ
れ
る
。 

 

以
上
、
②
に
示
し
た
過
程
で
本
文
が
転
訛
し
、
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
腹
に
味
は
ひ
て
」
の
ご
と
き

本
文
と
な
っ
た
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。 

 

五
、
段
末
本
文
の
解
釈 

  

こ
こ
で
改
め
て
、
四
十
四
段
の
段
末
本
文
の
解
釈
を
検
討
し
た
い
。
は
じ
め
に
、「
あ
る
が
な
か
に
…
」

と
い
う
語
構
成
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
れ
を
現
代
語
訳
す
る
と
、
「
そ
こ
に
あ
る
も
の
の
中
で
も
（
特
に
）

…
」
と
な
り
、
中
古
の
散
文
作
品
中
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。 

 

○ 

あ
て
宮
は
、
御
年
十
二
と
申
し
け
る
如
月
に
、
御
裳
た
て
ま
つ
る
、
ほ
ど
も
な
く
大
人
に
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な
り
出
で
た
ま
ふ
。
あ
る
が
中
に
か
た
ち
清
ら
に
、
御
心
ら
う
ら
う
じ
く
、
今
め
き
た
る

御
心
に
あ
り
、
も
の
の
心
も
思
し
知
り
た
れ
ば
、
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
う

つ
ほ
物
語
・
藤
原
の
君
） 

  

こ
の
例
で
は
、
あ
て
宮
に
つ
い
て
、「
姫
君
た
ち
の
中
で
特
に
容
貌
が
美
し
く
、
お
心
は
洗
練
さ
れ
て
お

り
、
…
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
『
伊
勢
物
語
』
四
十
四
段
の
当
該
本
文
も
同
様
に
「（
そ
こ
に
あ
る
）
歌

の
中
で
も
特
に
趣
が
あ
る
の
で
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
、
い
か
な
る
集
合
を
指
し

て
「
あ
る
が
な
か
」
と
言
っ
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
夙
に
、 

  

・
そ
の
と
き
此
哥
の
外
に
哥
ど
も
有
べ
け
れ
ば
、
「
有
が
中
に
」
と
い
ふ
な
る
べ
し
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

（『
勢
語
臆
断
』） 

 

と
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
最
新
の
注
釈
書
で
あ
る
片
桐
『
全
読
解
』
で
も
「
こ
の
歌
は
こ
の
送
別
の

宴
で
詠
ま
れ
た
歌
の
中
で
最
高
に
趣
が
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
な
ど
、「
こ
の
送
別
の
宴
で
詠
ま
れ
た
歌
の
中

で
」
と
理
解
し
て
い
る
注
釈
書
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
の
複
数
の
注
釈
書
に
、
以

下
の
ご
と
き
指
摘
が
あ
り
、
注
意
さ
れ
る
。 

  

・
師 

業
平
の
哥
お
ほ
き
中
に
わ
き
て
面
白
け
れ
ば
随
分
に
こ
ゝ
ろ
を
と
ゞ
め
て
女
に
よ
ま
せ
た
り
と

也 
 
 

（『
伊
勢
物
語
拾
穂
抄
』
師
説
） 

 

・
又
あ
る
人
は
、
此
時
の
哥
あ
ま
た
有
べ
け
れ
ば
、「
あ
る
が
中
に
」
と
云
な
る
べ
し
と
い
へ
り
。
さ
れ

ど
本
文
に
よ
ら
ば
さ
も
い
は
め
、
こ
は
評
語
な
れ
ば
す
べ
て
に
か
ゝ
る
べ
し
。
た
ゞ
一
首
出
し
て
し

か
云
べ
き
こ
と
わ
り
な
し
。
此
或
人
も
此
文
の
意
を
得
ず
。
実
に
面
白
し
と
い
ふ
と
お
も
へ
る
故
に
、

す
べ
て
に
か
け
ん
事
は
い
か
に
と
お
も
へ
る
成
べ
し
。
こ
は
さ
ま
〴
〵
の
心
ふ
く
め
て
わ
ろ
き
哥
な

る
を
か
く
い
ひ
て
わ
ら
は
し
む
る
物
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
『
伊
勢
物
語
古
意
』
頭
注
） 

  

右
に
挙
げ
た
二
つ
の
注
釈
書
で
は
、
「
あ
る
が
な
か
に
」
を
、「
送
別
の
宴
で
詠
ま
れ
た
歌
の
中
で
」
で

は
な
く
、
「
業
平
の
歌
の
中
で
」
な
い
し
「
す
べ
て
（
『
伊
勢
物
語
』
全
歌
の
意
か
）
の
中
で
」
と
理
解
し

て
お
り
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
両
注
釈
書
の
解
釈
が
正
解
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
根
拠
と
し
て
、
段
末
本
文
以
前
に
、
こ
の
送
別
の
宴
で
「
い
で
て
ゆ
く
…
」
以
外
の
歌
が
詠
ま
れ

て
い
る
記
述
が
無
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
伊
勢
物
語
』
に
お
い
て
、
宴
席
な
ど
の
場
で
複
数
人
が
歌
を

詠
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
、 

 

○ 

…
む
か
し
つ
か
う
ま
つ
り
し
人
、
ぞ
く
な
る
・
ぜ
ん
じ
な
る
、
あ
ま
た
ま
い
り
あ
つ
ま
り
て
、
…
み

な
人
ゑ
ひ
て
、
雪
に
ふ
り
こ
め
ら
れ
た
り
と
い
ふ
を
だ
い
に
て
、
う
た
あ
り
け
り
。 

 
 

 
 

 

（
八

十
五
段
） 

○ 

…
あ
や
し
き
ふ
ぢ
の
花
あ
り
け
り
。
…
そ
れ
を
だ
い
に
て
よ
む
。
よ
み
は
て
が
た
に
、
あ
る
じ
の
は

ら
か
ら
な
る
、
あ
る
じ
ゝ
た
ま
ふ
と
き
ゝ
て
き
た
り
け
れ
ば
、
と
ら
へ
て
よ
ま
せ
け
る
、
… 
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（
百
一
段
） 

 

な
ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
明
示
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
り
、
四
十
四
段
で
催
さ
れ
た
宴
席
で
は
そ
れ
が
示

さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
複
数
人
に
よ
っ
て
和
歌
が
詠
ま
れ
た
と
い
う
前
提
に
立
つ
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ

こ
の
送
別
の
宴
は
、
親
し
い
者
同
士
の
、
き
わ
め
て
私
的
な
も
の
で
あ
り
、
当
然
そ
の
場
で
詠
ま
れ
た
歌

も
「
い
で
て
ゆ
く
」
の
一
首
の
み
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。 

 

な
お
、
当
該
章
段
の
歌
は
勅
撰
集
に
見
え
ず
、
業
平
の
実
作
歌
と
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
よ
っ
て
、

『
拾
穂
抄
』
の
師
説
の
よ
う
に
「
業
平
の
哥
お
ほ
き
中
に
」
と
は
せ
ず
に
、「
『
伊
勢
物
語
』
に
収
載
さ
れ

た
歌
の
中
で
」
と
解
釈
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、『
伊
勢
物
語
』
収
載
歌
は
全
て
業
平
の
歌
で
あ

る
と
い
う
建
前
で
書
か
れ
た
評
言
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
「
業
平
の
歌
の
中
で
」
と
解
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
結
果
的
に
「『
伊
勢
物
語
』
作
中
歌
の
中
で
」
と
い
う
解
釈
と
同
義
に
な
る
だ
ろ

う
。 

 

六
、
お
わ
り
に 

  

本
節
で
は
、
学
習
院
大
学
蔵
本
『
伊
勢
物
語
』
四
十
四
段
の
段
末
に
存
す
る
「
こ
の
う
た
は
、
あ
る
が

な
か
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
ゞ
め
て
よ
ま
す
。
は
ら
に
あ
ぢ
は
ひ
て
」
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
検
討

し
、
大
島
本
な
ど
の
有
す
る
本
文
を
手
が
か
り
に
、
学
習
院
大
学
蔵
本
な
ど
大
多
数
の
伝
本
が
有
す
る
本

文
は
誤
写
に
よ
り
読
解
不
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
、「
…
よ
ま
ず
は
、
こ
き
あ
ぢ
は
ひ
、

え
し
も
い
で
こ
じ
」
と
い
っ
た
形
を
よ
り
古
い
本
文
と
し
て
想
定
す
る
べ
き
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
当

該
本
文
に
お
け
る
「
あ
る
が
な
か
に
」
は
、「
こ
の
宴
席
で
詠
ま
れ
た
歌
の
中
で
」
で
は
な
く
、「
『
伊
勢
物

語
』
収
載
歌
の
中
で
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
た
。 

本
節
に
お
け
る
考
察
を
反
映
さ
せ
た
形
で
、
最
後
に
、
大
島
本
に
拠
っ
て
『
伊
勢
物
語
』
四
十
四
段
の

本
文
を
見
て
み
た
い
。 

  
 

む
か
し
、
あ
が
た
へ
ゆ
く
人
に
、
む
ま
の
は
な
む
け
せ
ん
と
て
、
よ
び
て
、
う
と
き
人
に
し
あ
ら
ざ

り
け
れ
ば
、
い
ゑ
と
う
じ
に
て
さ
か
づ
き
さ
ゝ
せ
て
、
を
ん
な
さ
う
ざ
く
か
づ
け
ん
と
す
。
あ
る
じ

の
を
と
こ
、
う
た
よ
み
て
、
裳
の
こ
し
に
ゆ
い
つ
け
さ
す
。 

 
 

 
 

い
で
ゝ
ゆ
く
君
を
い
は
ふ
と
ぬ
ぎ
つ
れ
ば
わ
れ
さ
へ
も
な
く
な
り
ぬ
べ
き
か
な 

 
 

こ
の
う
た
は
、
あ
る
が
な
か
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
め
て
よ
ま
ず
は
、
こ
き
あ
ぢ
は
ひ
、
え
し

も
い
で
こ
じ
。 

 

友
人
が
地
方
へ
赴
任
す
る
の
に
際
し
、
男
は
送
別
の
宴
を
催
し
、
前
途
を
寿
ぐ
歌
を
詠
み
お
く
っ
た
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
段
末
に
は
、
こ
の
歌
は
『
伊
勢
物
語
』
に
収
載
さ
れ
た
歌
の
中
で
も
と
り
わ
け
趣
の
あ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
心
を
と
め
て
よ
ま
な
け
れ
ば
、
深
い
面
白
み
は
、
決
し
て
感
得
で
き
な
い
だ
ろ
う
、

と
も
評
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
、冒
頭
に
示
し
た
学
習
院
大
学
蔵
本
の
本
文
と
右
の
大
島
本
の
本
文
と
を
対
照
さ
せ
て
み
る
と
、
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両
者
に
は
随
所
に
異
同
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
、
和
歌
の
二
句
目
が
学
習
院
大
学
蔵
本
で
は
「
君

が
た
め
に
と
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
島
本
で
は
「
君
を
い
は
ふ
と
」
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
学

習
院
大
学
蔵
本
で
は
「
い
ゑ
と
う
じ
、
さ
か
づ
き
さ
ゝ
せ
て
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
が
、
大
島
本
で
は
「
い

ゑ
と
う
じ
に
て
さ
か
づ
き
さ
ゝ
せ
て
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。 

 

『
伊
勢
物
語
』
は
現
在
学
習
院
大
学
蔵
本
を
主
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
が
、
本
節
で
見
て
き
た
よ
う
に
、

大
島
本
に
限
っ
て
も
、
学
習
院
大
学
蔵
本
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
異
文
が
相
応
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
大

島
本
を
は
じ
め
と
す
る
非
定
家
本
の
諸
本
に
も
目
を
配
り
、
そ
こ
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
精
緻
な

読
解
を
行
な
う
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
作
業
の
蓄
積
が
、
総
体
と
し
て
の
『
伊

勢
物
語
』
の
理
解
に
も
繋
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。 

  

一 

傍
注
を
私
に
ま
と
め
た
。 

二 

例
え
ば
、
九
段
の
末
尾
に
、
「
宮
こ
人
い
か
ゞ
と
ゝ
は
ゞ
み
ね
た
か
み
は
れ
ぬ
雲
ゐ
に
わ
ぶ
と
こ
た
へ

よ
」
と
い
う
和
歌
を
有
す
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
和
歌
を
有
す
る
の
は
、
他
に
は
伝
民
部

卿
局
筆
本
な
ど
ご
く
少
数
の
伝
本
の
み
で
あ
る
。
こ
の
伝
本
に
関
し
て
は
、
古
典
文
庫
本
の
解
説
に

詳
し
い
。 

三 

い
わ
ゆ
る
広
本
第
二
類
で
こ
の
よ
う
な
本
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
第
二
章
で
詳
述
す

る
。 

四 

桜
楓
社
、
一
九
七
七
年
。 

五 

黒
川
本
『
色
葉
字
類
抄
』
は
、『
色
葉
字
類
抄 

研
究
並
び
に
総
合
索
引
』
（
風
間
書
房
、
一
九
六
四

年
）
に
拠
る
。
【 

】
内
は
三
行
割
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
は
、
『
類

聚
名
義
抄
』（
風
間
書
房
、
一
九
五
四
年
）
に
拠
る
。 

六 

本
節
で
取
り
上
げ
た
平
安
時
代
の
文
献
の
引
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
に
拠
る
。
、『
う
つ
ほ
物
語
』
…

中
野
幸
一
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

う
つ
ほ
物
語
①
』
（
小
学
館
、
一
九
九
九
年
）、
『
蜻
蛉
日

記
』
…
上
村
悦
子
『
蜻
蛉
日
記 

校
本
・
書
入
・
諸
本
の
研
究
』
（
古
典
文
庫
、
一
九
六
三
年
）
、『
三

宝
絵
』
…
馬
淵
和
夫
・
小
泉
弘
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

三
宝
絵
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七

年
）、
『
源
氏
物
語
』
…
『
大
島
本 

源
氏
物
語
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
六
年
）
、『
浜
松
中
納
言
物

語
』
…
遠
藤
嘉
基
・
松
尾
聰
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系 

浜
松
中
納
言
物
語
』
（
岩
波
書
店
、
一
九

六
四
年
）、
『
大
鏡
』
…
石
川
徹
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

大
鏡
』（
新
潮
社
、
一
九
八
九
年
）
。 

七 

『
源
氏
物
語
』
諸
注
に
お
い
て
は
、
玉
上
琢
彌
『
源
氏
物
語
評
釈 

第
三
巻
』
（
角
川
書
店
、
一
九
七

〇
年
）
を
は
じ
め
、
ほ
ぼ
全
て
の
も
の
で
「
食
物
」
な
い
し
「
食
物
の
味
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
辞
書
類
で
は
、
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
、『
古
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）、
『
古
語
大
鑑
』
な

ど
、
多
く
の
も
の
で
「
物
事
の
趣
」
や
「
お
も
し
ろ
み
」
と
い
っ
た
項
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。 

八 

本
文
お
よ
び
訓
は
、
春
日
政
治
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
の
國
語
學
的
研
究
』（
勉
誠
社
、
一
九

八
五
年
）
に
拠
っ
た
。 

九 

『
史
記
』
お
よ
び
『
荘
子
』
の
本
文
お
よ
び
書
き
下
し
文
は
、『
新
釈
漢
文
大
系
』
に
拠
っ
た
。 

一
〇 

『
高
山
寺
古
訓
点
史
料 

第
一
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）
に
拠
っ
た
。 
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第
二
章 

広
本
系
諸
本
の
本
文
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第
一
節 

大
島
本
と
阿
波
国
文
庫
本 

 
一
、
は
じ
め
に 

  

『
伊
勢
物
語
』
の
伝
本
は
、
定
家
本
を
中
心
と
す
る
百
二
十
五
段
本
を
基
準
に
、
そ
れ
よ
り
章
段
数
の

多
い
も
の
を
広
本
、
少
な
い
も
の
を
略
本
と
い
う
。
広
本
に
属
す
る
諸
本
は
、
奥
書
・
本
文
・
章
段
の
出

入
り
・
段
序
等
種
々
の
要
素
に
よ
り
、
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
る
。
参
考
に
、
福
井
貞
助
『
伊
勢
物
語
生
成

論
』
に
掲
出
さ
れ
た
分
類
を
示
す
。 

  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

・
大
島
雅
太
郎
旧
蔵
伝
為
氏
筆
本(

大
島
本) 

 
 

 
 

 
 

第
一
類 

 

・
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
伝
為
相
筆
本 

(

日
大
為
相
本)

 

 

 
 

 
 

 
 
 

・
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本(

阿
波
国
文
庫
本) 

広
本
… 

 

第
二
類 

 

・
谷
森
善
臣
旧
蔵
本(

谷
森
本) 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

・
神
宮
文
庫
本 

・
日
大
本 

 

 
 

 
 

 

第
三
類 

 

・
泉
州
本 

 

こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
二
類
は
阿
波
国
文
庫
本
が
（
欠
損
・
脱
文
等
が
い
ち
ば
ん
少
な
い
と
い
う
意
味
で
）

最
善
本
と
さ
れ
、
本
文
に
は
ほ
と
ん
ど
異
同
が
無
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
類
は
大
島
本
・
日
大
為
相

本
と
も
に
類
似
し
た
奥
書
を
持
ち
、
特
に
大
島
本
は
顕
昭
の
手
を
経
た
伝
本
で
あ
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
両
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
が
存
す
る
。 

広
本
内
部
で
の
先
後
関
係
や
生
成
過
程
を
議
論
す
る
際
、
大
き
な
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
第
一

類
の
両
本
に
存
す
る
奥
書
で
あ
る
。
特
に
大
島
本
の
持
つ
そ
れ
は
長
大
か
つ
難
解
で
あ
り
、
後
に
挙
げ
る

久
保
木
論
文
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
読
解
が
『
伊
勢
物
語
』
広
本
の
系
統
論
に
直
結

し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

 

広
本
第
二
類
の
中
で
も
、
特
に
阿
波
国
文
庫
本
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
鈴
木
知

太
郎
で
あ
っ
た
一

。
そ
の
後
、
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究 

研
究
篇
』
二

が
定
家
本
と
の
本
文
異
同
を

取
り
上
げ
、
そ
の
性
格
の
違
い
を
述
べ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
第
一
類
の
本
を
も
視
野
に
入
れ
た
、
広
本

内
部
で
の
阿
波
国
文
庫
本
の
性
格
を
研
究
し
た
論
は
少
な
い
。
こ
う
し
た
研
究
に
は
、
ま
ず
福
井
貞
助
『
伊

勢
物
語
生
成
論
』
三

が
あ
り
、
福
井
は
、
本
文
よ
り
も
そ
の
章
段
排
列
を
重
視
し
て
諸
本
を
整
理
し
、
第
一

類
が
第
二
類
よ
り
古
い
部
分
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
柳
田
忠
則
『
伊
勢
物
語
異
本
に
関

す
る
研
究
』
四

も
第
一
類
が
第
二
類
に
先
立
つ
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
定
家
本
が
そ
れ
ら
よ
り
も
古

い
形
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
脚
し
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
前
提
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
る
ほ
か
、

全
体
を
通
し
て
印
象
論
的
な
本
文
批
判
に
終
始
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

 

こ
う
し
た
中
で
、
近
年
、
久
保
木
秀
夫
に
よ
り
瞠
目
す
べ
き
見
解
が
示
さ
れ
た
。
①
「『
伊
勢
物
語
』
大
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島
本
奥
書
再
読
」
お
よ
び
、
②
「
『
伊
勢
物
語
』
皇
太
后
宮
越
後
本
の
性
格
」
が
そ
れ
で
あ
る
五

。
久
保
木

①
論
文
で
は
、
大
島
本
の
奥
書
の
精
緻
な
読
解
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、
第
一
類
の
両
本
の
奥
書
に
そ
の
名

が
見
え
る
「
皇
太
后
宮
越
後
本
」
と
い
う
（
今
は
散
佚
し
た
）
伝
本
を
も
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
ご
く
簡

単
に
、 

  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

大
島
本 

 
 

皇
太
后
宮
越
後
本 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

日
大
為
相
本 

 

と
い
う
図
で
三
本
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
島
本
の
奥
書
に
は
、 

 

・
以
顕
照
・阿

闍
梨
并
皇
太
后
宮
越
後
本
所
書
写
云
々 

 

と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
大
島
本
は
顕
昭
本
に
よ
る
校
合
を
経
た
本
文
で
あ
る
こ
と
も
言
え
る
の
で
、
本

文
と
し
て
は
、 

  
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
顕
昭
本
に
よ
る
校
合
） 

皇
太
后
宮
越
後
本
・
日
大
為
相
本 

 
 

 
 

 

大
島
本 

 

と
い
っ
た
過
程
を
想
定
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。 

そ
し
て
②
論
文
で
は
さ
ら
に
奥
書
の
読
解
を
進
め
、
同
じ
く
大
島
本
・
日
大
為
相
本
に
そ
の
名
が
見
え

る
「
顕
輔
卿
本
」
が
皇
太
后
宮
越
後
本
の
親
本
で
あ
っ
た
と
断
じ
、
そ
の
顕
輔
卿
本
は
、
阿
波
国
文
庫
本

に
も
と
づ
き
改
変
さ
れ
、
越
後
本
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。 

 

要
す
る
に
、
久
保
木
②
論
文
に
拠
れ
ば
、
大
島
本
・
日
大
為
相
本
の
前
段
階
に
は
、
阿
波
国
文
庫
本
が

既
に
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
従
来
の
研
究
と
は
反
対
の
結
論
に
到
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

本
節
で
は
、
結
論
と
し
て
は
従
来
の
研
究
と
同
様
、「
大
島
本
（
・
日
大
為
相
本
）
→
阿
波
国
文
庫
本
」

と
い
う
線
で
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
が
、
今
一
度
、
大
島
本
と
阿
波
国
文
庫
本
と
を
中

心
に
本
文
の
比
較
を
行
な
い
、
必
要
に
応
じ
て
日
大
為
相
本
や
定
家
本
な
ど
も
参
照
し
つ
つ
、
旧
来
の
論

を
一
歩
進
め
、
よ
り
客
観
的
に
そ
の
根
拠
を
示
す
。 

  

二
、
傍
記
の
本
文
化 

 

『
伊
勢
物
語
』
九
十
五
段
は
、
比
較
的
諸
本
に
異
同
が
少
な
い
章
段
で
あ
る
。
ま
ず
は
大
島
本
と
阿
波

国
文
庫
本
と
で
本
文
を
見
て
み
た
い
。 

 

〈
大
島
本
〉 

 
 

む
か
し
、
二
條
の
き
さ
き
に
つ
か
う
ま
つ
る
を
と
こ
あ
り
け
り
。
女
の
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
を
つ
ね
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に
み
か
は
し
て
、
う
た
て
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
り
。
い
か
で
物
ご
し
に
た
い
め
し
て
、
お
ぼ
つ
か
な
う

思
ひ
つ
め
た
る
事
、
す
こ
し
は
る
か
さ
む
、
と
い
ひ
け
れ
ば
、
女
、
い
と
し
の
び
て
、
物
ご
し
に
あ

ひ
に
け
り
。
物
が
た
り
な
ど
し
て
、
を
と
こ
、 

 
 

 
 

ひ
こ
ぼ
し
に
あ
ひ
は
ま
さ
ぬ

マ

マ

あ
ま
の
が
は
へ
だ
つ
る
せ
き
を
い
ま
は
や
め
て
よ 

 
 

こ
の
う
た
に
め
で
ゝ
、
あ
ひ
に
け
り
。 

 

〈
阿
波
国
文
庫
本
〉 

 
 

む
か
し
、
二
条
の
き
さ
き
に
つ
か
う
ま
つ
る
お
と
こ
あ
り
け
り
。
を
ん
な
の
つ
か
う
ま
つ
る
を
つ
ね

に
み
か
は
し
て
、
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
り
。
い
か
で
も
の
ご
し
に
た
い
め
む
し
て
、
お
ぼ
つ
か
な
う
思

つ
め
た
る
こ
と
、
す
こ
し
は
る
か
さ
む
、
と
い
ひ
け
れ
ば
、
を
ん
な
、
い
と
し
の
び
て
、
も
の
ご
し

に
七
月
七
日
あ
ひ
に
け
り
。
も
の
が
た
り
な
ど
し
て
、
お
と
こ
、 

 
 

 
 

ひ
こ
ぼ
し
に
こ
ひ
は
ま
さ
り
ぬ
あ
ま
の
が
は
へ
だ
つ
る
せ
き
を
い
ま
は
や
み
て
よ 

 
 

こ
の
う
た
に
め
で
ゝ
、
あ
ひ
に
け
り
。 

  

点
線
部
分
に
も
小
異
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
最
も
大
き
な
違
い
は
阿
波
国
文
庫
本
の
二
重
傍
線
部
で
あ

る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
男
が
和
歌
を
詠
み
、
女
と
逢
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
く
分
か
る
が
、『
伊
勢
物
語
』
の

諸
本
の
う
ち
、
こ
の
よ
う
な
本
文
を
持
つ
の
は
広
本
第
二
類
と
、
第
三
類
の
泉
州
本
の
み
で
あ
る
。
元
来

阿
波
国
文
庫
本
の
よ
う
な
形
で
あ
り
、
他
の
諸
本
で
は
日
時
を
示
す
本
文
が
脱
落
し
た
、
と
無
理
に
考
え

る
よ
り
も
、
阿
波
国
文
庫
本
で
は
、
和
歌
の
内
容
に
拠
っ
て
、
傍
ら
に
「
七
月
七
日
」
と
記
さ
れ
て
い
た

も
の
が
本
文
化
し
て
し
ま
っ
た
、
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
阿
波
国
文
庫
本
の
本

文
は
新
し
い
も
の
と
お
ぼ
し
い
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
の
う
ち
、
段
末
に
記
さ
れ
る
注
記
的
な
本
文
―
就
中
、
人
名
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
―
は
特
に
異
文
が
発
生
し
や
す
い
。
書
写
者
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
物
語
を
享
受
し
て
い
た

の
か
が
よ
く
分
か
る
、
ま
こ
と
に
興
味
深
い
部
分
で
あ
る
。 

 

『
伊
勢
物
語
』
百
段
は
、
男
が
、
或
る
高
貴
な
女
性
と
忘
れ
草
に
ち
な
ん
だ
応
酬
を
す
る
。
直
前
の
九

十
九
段
と
併
せ
て
『
大
和
物
語
』
の
在
中
将
章
段
に
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
二
条
后
と
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
と
し
て
享
受
す
る
立
場
が
古
来
根
強
か
っ
た
章
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

〈
大
島
本
〉 

 
 

む
か
し
、
お
と
こ
、
こ
う
ら
う
殿
の
は
さ
ま
を
わ
た
り
け
れ
ば
、
あ
る
や
う
ご
と
な
き
人
の
御
つ
ぼ

ね
よ
り
、
わ
す
れ
ぐ
さ
を
、
し
の
ぶ
ぐ
さ
と
や
い
ふ
、
と
て
い
だ
さ
せ
給
へ
り
け
れ
ば
、
給
は
り
て

二
条
后
と
ぞ 

 
 

 
 

わ
す
れ
ぐ
さ
を
ふ
る
の
べ
と
は
み
る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り
の
ち
も
た
の
ま
む 

 

〈
阿
波
国
文
庫
本
〉 

 
 

む
か
し
、
お
と
こ
、
後
凉
殿
の
は
さ
ま
を
わ
た
り
け
れ
ば
、
あ
る
や
む
ご
と
な
き
御
つ
ぼ
ね
よ
り
、

わ
す
れ
ぐ
さ
を
、
し
の
ぶ
ぐ
さ
と
や
い
ふ
、
と
て
い
だ
さ
せ
給
け
れ
ば
、
た
ま
は
り
て
、 
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わ
す
れ
ぐ
さ
お
ふ
る
の
べ
と
は
み
ゆ
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
也
の
ち
も
た
の
ま
ん 

 
 

二
条
の
き
さ
き
と
ぞ
。 

   

両
本
の
二
重
傍
線
部
で
は
、
こ
の
女
性
が
二
条
后
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
大
島
本
で
は
、
和
歌
の
直

前
に
細
字
で
「
二
条
后
と
ぞ
」
と
書
き
入
れ
て
あ
る
が
、
阿
波
国
文
庫
本
で
は
段
末
に
「
二
条
の
き
さ
き

と
ぞ
」
と
い
う
本
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
島
本
の
よ
う
な
形
の
書
き
入
れ
が
阿
波
国
文
庫
本
の
段
階
で
は

本
文
化
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
考
え
る
し
か
な
く
、
そ
の
逆
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
両
本

を
見
る
と
、『
伊
勢
物
語
』
段
末
の
注
記
的
本
文
の
発
生
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
見
て
取
れ
て
面
白
い
。
当
該
箇

所
に
関
し
て
、
阿
波
国
文
庫
本
の
祖
本
は
、
大
島
本
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
相
違
無
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

こ
う
し
た
現
象
を
踏
ま
え
て
、
六
段
の
注
記
的
本
文
を
対
校
形
式
で
見
て
み
よ
う
。
作
中
に
登
場
す
る

「
鬼
」
が
、
二
条
后
を
取
り
戻
し
に
来
た
彼
女
の
兄
弟
た
ち
で
あ
っ
た
、
と
す
る
箇
所
で
あ
る
。
参
考
の

た
め
に
天
福
本
・
日
大
為
相
本
を
も
掲
出
す
る
。 

 

大 

御
・
・
せ
う
と
ほ
り
か
は
の
大
将
・
太
郎
・
も
と
つ
ね
の
を
と
ゞ
・
く
に
つ
ね
の
大
納
言 

相 

御
・
・
せ
う
と
ほ
り
か
は
の
大
将
・
た
ら
う
基
・
経
・
・
・
・
・
・
国
・
経
・
の
大
納
言 

阿 

お
ほ
む
せ
う
と
ほ
り
か
は
・
大
将
・
た
ら
う
も
と
つ
ね
の
お
と
う
と
く
に
つ
ね
の
大
納
言 

天 

御
・
・
せ
う
と
ほ
り
か
は
の
お
と
ゞ
た
ら
う
・
・
・
・
・
・
・
・
・
く
に
つ
ね
の
大
納
言 

  

こ
れ
ら
の
う
ち
、
天
福
本
の
形
は
「
御
兄
で
あ
る
、
堀
川
の
大
臣
や
長
男
の
国
経
の
大
納
言
」
と
読
め
、

最
も
分
か
り
や
す
い
。
し
か
し
、
広
本
系
統
の
三
本
で
は
、
堀
川
の
「
大
臣
」
で
は
な
く
「
大
将
」
と
な

っ
て
い
る
上
、
彼
の
名
で
あ
る
「
基
経
」
が
本
文
に
入
っ
て
お
り
、
文
意
が
通
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
広

本
系
統
の
本
で
は
元
来
、 

  

・
御
兄
、
堀
川
の
大
将

基

経

の

大

臣

・
太
郎
国
経
の
大
納
言 

 

な
ど
と
い
う
形
で
傍
記
が
あ
り
、
こ
れ
が
本
文
に
紛
れ
こ
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
大
為
相
本
で
は
、「
大
臣
」
の
要
素
が
無
い
た
め
、
大
島
本
や
阿
波
国
文
庫
本
と

は
若
干
異
な
る
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
大
島
本
と
阿
波
国
文
庫
本
と
を
比
べ
る
と
、
阿
波
国
文
庫
本
で
は
、

「
も
と
つ
ね
の
を
と
ゞ
」
で
は
な
く
「
も
と
つ
ね
の
お
と
う
と
」
と
な
っ
て
い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
阿

波
国
文
庫
本
は
、「
を
と
ゞ
」
を
「
大
臣
」
で
は
な
く
「
兄
・
弟
」
の
「
弟
」
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
の
よ

う
に
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
太
郎
」
で
あ
る
の
は
国
経
で
あ
り
、
「
基
経
の

弟
、
国
経
の
大
納
言
」
と
す
る
阿
波
国
文
庫
本
の
本
文
は
、
史
実
の
面
か
ら
も
、
ま
た
文
意
の
面
か
ら
も

理
解
不
能
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
、
二
条
后
の
き
ょ
う
だ
い
関
係
を
記
す
文
脈
で
あ
る
上
、
大
島
本
の
形

で
は
文
意
が
不
明
瞭
で
あ
る
の
で
、
阿
波
国
文
庫
本
の
如
き
誤
り
を
惹
起
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
た
っ
た
一
文
字
の
衍
字
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
ケ
ー
ス
を
見
る
限
り
、
こ
の
部
分
に
お
い
て
も
、
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阿
波
国
文
庫
本
は
大
島
本
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
大
島
本
か
ら
さ
ら
に
転
訛
し
た
本
文
を
有
し
て
い
る
こ

と
が
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、「
阿
波
国
文
庫
本
→
日
大
為
相
本
（
＝
越
後
本
）
→
大

島
本
」
と
い
う
過
程
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
見
え
る
。 

  

三
、
本
文
転
訛
・本
文
混
成 

  

『
伊
勢
物
語
』
屈
指
の
難
解
箇
所
と
し
て
、
第
一
章
第
二
節
で
取
り
上
げ
た
四
十
四
段
の
段
末
本
文
が

挙
げ
ら
れ
る
。
地
方
へ
赴
任
す
る
親
友
に
対
し
、
男
が
前
途
を
寿
ぐ
和
歌
を
詠
み
贈
る
、
と
い
う
章
段
で

あ
る
が
、
定
家
本
末
尾
に
以
下
の
如
き
本
文
が
あ
る
。 

 

○ 

こ
の
う
た
は
あ
る
が
な
か
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
ゞ
め
て
よ
ま
す
。
は
ら
に
あ
ぢ
は
ひ
て
。 

  

傍
線
を
付
し
た
箇
所
に
関
し
て
、
諸
注
様
々
な
解
釈
を
試
み
て
い
る
が
、
こ
の
箇
所
は
定
家
本
に
拠
る

限
り
正
し
い
解
釈
は
難
し
い
。
大
島
本
・
日
大
為
相
本
を
参
照
す
る
と
、 

 

○ 

こ
の
う
た
は
あ
る
が
な
か
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
め
て
よ
ま
ず
は
、
こ
き
あ
ぢ
は
ひ
え
し
も
い

で
こ
じ
。 

 

と
な
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
が
よ
り
古
い
形
で
あ
り
、
定
家
本
な
ど
の
本
文
は
、
「
こ
（
己
）
き
（
支
）」
と

「
ら
（
良
）
に
（
尓
）
」
の
字
形
相
似
に
起
因
す
る
誤
写
で
あ
っ
た
と
断
じ
て
よ
い
。
大
島
本
な
ど
の
形
に

も
と
づ
き
、 

  
 

こ
の
歌
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
歌
の
中
で
も
特
に
趣
あ
る
も
の
な
の
で
、
注
意
し
て
よ
ま
な
け
れ
ば
、

深
い
味
わ
い
は
決
し
て
感
得
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

 

と
解
釈
す
る
の
が
正
し
い
。 

こ
こ
で
、
阿
波
国
文
庫
本
の
本
文
を
見
る
と
、 

 

○ 

こ
の
う
た
は
、
あ
る
が
な
か
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
と
ゞ
め
て
よ
ま
す
。 

 

と
な
っ
て
お
り
、
末
尾
の
「
濃
き
味
は
ひ
…
」
な
い
し
「
腹
に
味
は
ひ
て
」
と
い
っ
た
箇
所
を
持
た
な
い

形
に
な
っ
て
い
る
。
他
本
に
存
す
る
末
尾
の
本
文
が
難
解
で
削
除
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
切
り
方
を
す
る
た
め
に
は
、「
…
よ
ま
ず
は
、
こ
き
あ
ぢ
は
ひ
…
」
と
い
う
大
島
本
や
日
大
為
相
本
で

は
な
く
、「
…
よ
ま
す
。
腹
に
味
は
ひ
て
」
と
な
っ
て
い
る
定
家
本
の
よ
う
な
本
文
に
依
拠
し
た
も
の
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
う
し
て
見
る
と
、
こ
の
本
文
に
関
し
て
は
、 
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大
島
本
・
日
大
為
相
本
→
定
家
本
等
→
阿
波
国
文
庫
本 

 

と
い
う
過
程
が
想
定
さ
れ
、
や
は
り
阿
波
国
文
庫
本
の
本
文
は
新
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
さ
き
に
見
た
百
段
の
ケ
ー
ス
で
は
、
阿
波
国
文
庫
本
の
本
文
は
大
島
本
の

書
入
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
今
検
討
し
た
四
十
四
段
の
場
合
、
阿
波
国
文
庫

本
は
む
し
ろ
大
島
本
以
外
の
本
に
拠
っ
て
本
文
に
手
を
入
れ
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ

る
。 以

上
の
点
に
つ
い
て
は
、
六
十
三
段
の
本
文
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
は
天
福
本
で
問
題
箇
所
の
前

後
の
文
脈
を
確
認
す
る
。 

  
 

さ
て
の
ち
お
と
こ
見
え
ざ
り
け
れ
ば
、
女
、
お
と
こ
の
家
に
い
き
て
か
い
ま
み
け
る
を
、
お
と
こ
、

ほ
の
か
に
見
て
、 

 
 

 
 

も
ゝ
と
せ
に
ひ
と
ゝ
せ
た
ら
ぬ
つ
く
も
が
み
我
を
こ
ふ
ら
し
お
も
か
げ
に
見
ゆ 

 
 

と
て
、
い
で
た
つ
け
し
き
を
見
て
、
む
ば
ら
か
ら
た
ち
に
か
ゝ
り
て
い
へ
に
き
て
う
ち
ふ
せ
り
。 

  

好
色
な
女
が
、
在
五
中
将
と
一
夜
を
共
に
す
る
も
の
の
、
彼
が
そ
の
後
一
切
訪
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
そ
の
家
に
様
子
を
見
に
行
く
。
す
る
と
、
在
五
中
将
が
「
百
年
に
…
」
の
歌
を
詠
み
、
老
女
の

家
に
行
こ
う
と
す
る
様
子
を
見
せ
た
の
で
「
む
ば
ら
か
ら
た
ち
」
に
引
っ
掛
か
り
な
が
ら
、
慌
て
て
帰
宅

す
る
場
面
で
あ
る
。
傍
線
部
の
本
文
を
対
校
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

 

大 

と
て
む
ま
に
く
ら
を
く
・
・
・
・
・
・
け
し
き
を
み
て 

阿 

と
て
む
ま
に
く
ら
を
か
せ
て
い
で
た
つ
け
し
き
を
み
て 

天 

と
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
い
で
た
つ
け
し
き
を
見
て 

  

天
福
本
で
は
、「
い
で
た
つ
け
し
き
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
大
島
本
は
、
「
む
ま
に
く
ら
を
く
け
し
き
」

と
あ
り
、
阿
波
国
文
庫
本
で
は
、「
む
ま
に
く
ら
を
か
せ
て
い
で
た
つ
け
し
き
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

関
し
て
は
、
阿
波
国
文
庫
本
が
大
島
本
と
天
福
本
の
よ
う
な
本
文
を
混
成
し
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
阿
波
国
文
庫
本
で
は
「
…
を
か
せ
て
」
と
、
大
島
本
に
は
無
い
使
役
の
要
素
を
持
っ
て
い

る
点
は
や
や
気
に
な
る
が
、
少
な
く
と
も
、「
阿
波
国
文
庫
本
→
大
島
本
」
と
考
え
て
は
、
大
島
本
が
「
い

で
た
つ
」
を
削
除
し
、
天
福
本
と
で
異
な
る
要
素
を
た
ま
た
ま
分
か
ち
伝
え
た
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
考
え
る
よ
り
も
、
素
直
に
、
阿
波
国
文
庫
本
が
複
数
の
本
を
校
合
し
て
本
文
を
混

成
し
た
痕
跡
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
阿
波
国
文
庫
本
は
、
大
島
本
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
―
例
え
ば
天
福
本
の

よ
う
な
―
本
文
を
も
校
合
し
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
そ
の
本
文
を
取
捨
選
択
ま
た
は
混
成
し
て
い
た
と

考
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
り
、
百
段
の
「
二
条
の
き
さ
き
と
ぞ
」
は
大
島
本
を
も
と
に
本
文
化
し
た

も
の
で
、
一
方
四
十
四
段
に
お
い
て
は
、「
濃
き
味
は
ひ
」
「
腹
に
味
は
ひ
て
」
の
対
立
本
文
を
処
理
で
き
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ず
、
天
福
本
の
よ
う
な
形
を
ベ
ー
ス
に
「
…
よ
ま
す
」
と
文
を
切
断
し
た
と
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

  

四
、
久
保
木
論
再
考
―
段
序
の
問
題
を
中
心
に
― 

  

こ
こ
ま
で
、
大
島
本
と
阿
波
国
文
庫
本
に
お
け
る
校
合
作
業
を
も
と
に
、
阿
波
国
文
庫
本
に
は
新
し
い

本
文
が
見
ら
れ
、
特
に
「
大
島
本
→
阿
波
国
文
庫
本
」
と
い
う
過
程
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
箇
所

も
複
数
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。 

 

本
節
で
は
、
久
保
木
論
が
そ
の
根
拠
と
す
る
事
柄
の
う
ち
、
広
本
の
第
一
類
と
第
二
類
と
の
、
章
段
排

列
の
問
題
を
扱
い
た
い
。
た
だ
し
、
第
一
類
の
う
ち
日
大
為
相
本
は
末
尾
に
大
き
な
欠
脱
を
抱
え
て
い
る

の
で
、
当
面
は
大
島
本
と
阿
波
国
文
庫
本
と
の
比
較
と
な
る
。 

 

は
じ
め
に
、
大
島
本
の
本
体
部
分
の
段
序
は
、
定
家
本
の
番
号
を
基
準
に
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。 

  

１
～
７１
・
７３
～
７５
・
７２
・
７６
～
８１
・
Ａ
・
８２
～
８７
・
８９
～
１０１
・
１０６
～
１０８
・
１０２
～
１０５
・
１０９
～
１１３
・ 

 

１１８
・
１１９
・
８８
・
１２０
～
１２４
・
１１４
・
１２５ 

   

次
に
、
阿
波
国
文
庫
本
の
（「
つ
ひ
に
ゆ
く
」
歌
の
段
ま
で
の
）
段
序
を
以
下
に
示
す
。 

  

１
～
７１
・
７３
～
７５
・
７２
・
７６
～
８１
・
Ａ
・
８２
～
８７
・
８９
～
１０１
・
１０６
～
１０８
・
１０２
～
１０５
・
１０９
～
１１３
・ 

 

８８
・
１２０
～
１２５ 

  

大
島
本
の
方
で
傍
線
を
付
し
た
三
つ
の
章
段
は
、
阿
波
国
文
庫
本
に
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

１１８
と
１１９
に
は
「
或
本
有
之
」「
或
本
在
之
」
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ
て
お
り
、
確
か
に
こ
の
両
段
に
関
し

て
は
大
島
本
が
阿
波
国
文
庫
本
を
元
と
し
て
お
り
、
後
補
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
。
一
方

で
、
１１４
に
関
し
て
は
大
島
本
の
注
記
に
、 

  

①
こ
の
物
語
不
可
入
申
故
は
業
平
死
語
事
歟 

 

②
此
歌
不
入
本
も
あ
り 

 

と
記
さ
れ
て
お
り
、
久
保
木
は
１１４
に
関
し
て
も
右
の
注
記
を
元
に
し
て
、
「
い
ず
れ
か
の
段
階
で
後
補
さ

れ
た
」
章
段
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
１１９
に
付
さ
れ
た
の
②
の
記
述
は
、
「
親
本
に
は
こ
の
段
は
存
在
し
た

が
、
校
合
の
た
め
に
披
見
し
た
本
の
中
に
は
こ
の
歌
を
含
ま
な
い
も
の
も
あ
っ
た
」
と
読
み
取
る
の
が
素

直
で
あ
り
、
も
し
大
島
本
の
親
本
が
阿
波
国
文
庫
本
で
あ
り
、
そ
こ
に
存
在
し
な
い
章
段
で
あ
っ
た
こ
と

を
記
す
の
で
あ
れ
ば
、「
不
入
本
も
あ
り
」
で
は
な
く
、
前
記
両
段
と
同
様
に
「
或
本
有
之
」
と
で
も
し
た

の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
逆
に
、
大
島
本
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
た
阿
波
国
文
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庫
本
が
、
大
島
本
の
注
記
①
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
こ
の
段
を
削
除
し
た
、
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る

よ
う
に
見
え
る
。〈
『
伊
勢
物
語
』
＝
業
平
の
一
代
記
〉
と
す
る
立
場
の
書
写
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
島
本

の
注
記
①
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
こ
の
段
を
削
除
す
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
し
、

実
際
、
さ
き
に
見
た
百
段
に
「
二
条
の
き
さ
き
と
ぞ
」
と
い
う
本
文
を
有
し
て
い
る
阿
波
国
文
庫
本
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
『
伊
勢
物
語
』
が
業
平
の
行
状
を
辿
っ
た
実
話
で
あ
る
と
考
え
て
、
１１４
を
夾
雑
物
と
し
て

削
除
し
た
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
さ
き
に
取
り
上
げ
た
１１８
・
１１９
も
、 

  

Ａ
両
段
の
無
い
大
島
本
→
阿
波
国
文
庫
本
の
成
立
→
大
島
本
に
両
段
が
「
或
本
有
之
」
と
い
う
注
記
と

と
も
に
付
載 

 

Ｂ
両
段
を
含
ん
だ
大
島
本
→
阿
波
国
文
庫
本
成
立
時
に
、
親
本
に
存
在
し
な
い
段
と
し
て
掲
載
せ
ず 

 

と
い
う
い
ず
れ
か
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
れ
ば
「
大
島
本
→
阿
波
国
文
庫
本
」
と
い
う
成
立
過
程
か
ら
で
も

説
明
が
可
能
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
百
段
の
「
二
条
后
と
ぞ
」
の
ケ
ー
ス
を
は
じ
め
と
し
て
、
阿
波
国
文

庫
本
は
注
記
が
あ
る
状
態
の
大
島
本
に
も
と
づ
い
て
い
る
ら
し
い
の
で
、
大
島
本
の
「
二
条
后
と
ぞ
」
と

い
う
注
記
な
ど
と
「
或
本
有
之
」「
或
本
在
之
」
と
い
う
注
記
の
記
者
が
同
一
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、

Ｂ
の
立
場
を
と
っ
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
。 

 

も
う
一
点
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
破
線
で
示
し
た
７１
～
７６
の
排
列
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
章
段
は
日
大
為

相
本
に
も
見
え
る
も
の
な
の
で
、
日
大
為
相
本
の
排
列
を
参
照
す
る
と
、 

  

７１
～
７６ 

 

と
い
う
、
定
家
本
と
全
く
同
じ
排
列
と
な
っ
て
い
る
。
久
保
木
論
に
拠
る
な
ら
ば
、
大
島
本
と
日
大
為
相

本
と
は
皇
太
后
宮
越
後
本
と
い
う
共
通
祖
本
か
ら
発
し
、
ま
た
そ
の
越
後
本
の
章
段
排
列
は
阿
波
国
文
庫

本
に
も
と
づ
い
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
、
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
関
し
て
久
保
木
は
、 

  
 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
越
後
本
の
章
段
配
列
改
変
時
に
お
け
る
単
な
る
見
落
と
し
、
と
で
も
言
え
れ
ば

よ
い
の
だ
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
…
（
中
略
）
…
阿
波
国
文
庫
本
と
少
し
だ
け
異
な
る
章
段
配
列

の
本
文
が
か
つ
て
は
世
上
に
存
在
し
て
い
た
、
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 

と
述
べ
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
想
定
を
し
な
く
と
も
、 

  
 

 

（
越
後
本
？
） 
 

 

大
島
本 

 
 

阿
波
国
文
庫
本 

 
 

 

共
通
祖
本 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

日
大
為
相
本 

 

な
ど
と
い
っ
た
よ
う
に
、「
大
島
本
→
阿
波
国
文
庫
本
」
の
線
で
考
え
れ
ば
、
こ
の
両
本
が
共
通
の
章
段
排

列
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
日
大
為
相
本
は
定
家
本
（
な
ど
）
と
の
接
触
に
よ
り
、
さ
き
に
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見
た
排
列
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
は
ず
で
あ
る
。 

  

五
、
お
わ
り
に 

  

本
節
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
広
本
を
論
じ
た
近
年
の
研
究
の
う
ち
、
最
も
説
得
力
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い

久
保
木
秀
夫
の
論
考
が
想
定
す
る
「
阿
波
国
文
庫
本
→
（
越
後
本
・
）
日
大
為
相
本
→
大
島
本
」
と
い
う

過
程
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
を
検
証
し
た
。
少
な
く
と
も
、
百
段
や
六
十
三
段
に
関
し

て
は
、
阿
波
国
文
庫
本
は
大
島
本
（
に
類
す
る
本
）
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。 仮

に
本
節
で
指
摘
し
た
こ
と
と
久
保
木
の
議
論
と
を
整
合
さ
せ
る
な
ら
ば
、 

  

〈
原
・
阿
波
国
文
庫
本
〉
→
大
島
本
・
日
大
為
相
本 

 

と
い
う
過
程
を
想
定
し
た
上
で
、〈
原
・
阿
波
国
文
庫
本
〉
に
も
と
づ
い
て
大
島
本
・
日
大
為
相
本
な
ど
の

本
文
が
成
立
し
た
後
、〈
原
・
阿
波
国
文
庫
本
〉
の
本
文
に
今
回
指
摘
し
た
よ
う
な
改
変
が
施
さ
れ
、
現
在

見
ら
れ
る
よ
う
な
阿
波
国
文
庫
本
を
は
じ
め
と
す
る
第
二
類
の
形
と
な
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能

で
は
な
い
が
、
素
直
に
大
島
本
・
日
大
為
相
本
が
阿
波
国
文
庫
本
よ
り
も
古
い
本
文
を
留
め
て
い
る
と
考

え
た
方
が
遥
か
に
合
理
的
だ
と
思
う
。 

 

畢
竟
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
、
阿
波
国
文
庫
本
よ
り
も
大
島
本
の
方
が
よ
り
古
い
と
い
う
結
論

に
落
ち
着
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
な
さ
れ
て
き
た
本
文
批
判
は
印
象
的
・
恣
意
的
な
も
の
が

多
い
こ
と
は
否
め
ず
、
よ
り
客
観
的
・
合
理
的
に
判
断
で
き
る
要
素
か
ら
こ
れ
を
再
検
証
し
た
つ
も
り
で

あ
る
。『
伊
勢
物
語
』
に
限
ら
ず
、
或
る
作
品
の
或
る
箇
所
に
本
文
の
対
立
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
先

後
関
係
を
断
定
す
る
の
は
極
め
て
難
し
い
。
し
か
る
に
、
本
節
で
用
い
た
傍
記
の
本
文
化
・
誤
写
・
本
文

混
成
の
痕
跡
（
あ
る
い
は
、
久
保
木
の
用
い
た
奥
書
の
読
解
と
い
う
視
点
）
な
ど
は
、
こ
れ
を
見
抜
く
証

拠
た
り
得
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
『
伊
勢
物
語
』
諸
本
研
究
は
、
広
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ

う
し
た
方
法
に
よ
っ
て
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

  

一 

「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
阿
波
国
文
庫
旧
蔵 

神
宮
文
庫
本
系
統
伊
勢
物
語
に
つ
い
て
」（「
武
蔵
野
文

学
」
七
、
一
九
六
〇
年
十
二
月
） 

二 

明
治
書
院
、
一
九
六
八
年
。 

三 

有
精
堂
、
一
九
六
五
年
。 

四 

桜
楓
社
、
一
九
八
三
年
。 

五 

①
は
、
谷
知
子
・
田
渕
句
美
子
共
編
『
平
安
文
学
を
い
か
に
読
み
直
す
か
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二

年
）
所
収
。
②
は
、
「
国
語
国
文
」
八
十
二
巻
九
号
、
二
〇
一
三
年
九
月
。 
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第
二
節 

大
島
本
と
日
大
為
相
本
・泉
州
本 

  

一
、
は
じ
め
に 

  

『
伊
勢
物
語
』
の
広
本
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
、
前
節
で
は
大
島
本
と
阿
波
国
文
庫
本
と
の
比
較
を
軸
に
し
て
論
じ

た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
に
日
大
為
相
本
・
泉
州
本
を
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。 

 

大
島
本
と
日
大
為
相
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
有
す
る
奥
書
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
こ
れ
ま
で
主
に
な
さ

れ
て
お
り
、
最
新
の
論
考
で
あ
る
久
保
木
秀
夫
の
「『
伊
勢
物
語
』
大
島
本
奥
書
再
読
」
一

も
、
日
大
為
相
本
の
奥
書
の

読
解
を
端
緒
と
し
て
大
島
本
や
日
大
為
相
本
の
奥
書
に
名
称
の
み
が
見
え
る
散
逸
本
（
皇
太
后
宮
越
後
本
な
ど
）
に
つ

い
て
ま
で
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
内
田
美
由
紀
が
、 

  
 

…
久
保
木
氏
自
身
、 

 
 
 

た
だ
、
日
大
為
相
本
の
本
文
等
か
ら
帰
納
す
る
に
、
日
大
為
相
本
は
「
皇
太
后
宮
越
後
本
」
を
頗
る
忠
実
に
伝

え
て
い
る
の
で
は
な
さ
そ
う
で
、
お
そ
ら
く
は
い
ず
れ
か
の
段
階
で
、
奥
書
の
配
置
そ
の
他
の
改
変
が
あ
っ
た

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。 

 
 

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
日
大
為
相
本
（
一
誠
堂
旧
蔵
伝
為
相
筆
本
）
に
は
、
奥
書
の
配
置
そ
の
も
の
に
疑
問
や
問

題
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
奥
書
を
も
っ
て
そ
の
写
本
本
文
を
皇
太
后
宮
越
後
本
の
も
の
と
判
断
す
る
こ
と

は
無
理
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

と
指
摘
す
る
二

通
り
、
な
お
問
題
の
多
い
と
思
わ
れ
る
奥
書
の
記
述
か
ら
演
繹
的
に
伝
本
の
性
格
を
考
え
る
よ
り
も
、
ま

ず
は
本
文
を
精
査
し
て
、
各
伝
本
の
性
格
を
考
察
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

内
田
は
右
の
観
点
か
ら
、
大
島
本
の
本
体
部
分
の
本
文
を
定
家
本
と
対
校
し
、
大
島
本
に
つ
い
て
、「
誤
写
が
多
い
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
も
言
い
難
い
例
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。
そ
う
し
た
手
続
き
じ
た
い
は

賛
同
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
内
田
の
本
文
の
処
理
に
は
従
い
難
い
点
も
あ
る
。
例
え
ば
、『
伊
勢
物
語
』
中
で

も
最
も
長
大
な
本
文
を
有
す
る
六
十
五
段
の
、「
在
原
な
り
け
る
男
」
が
、
御
手
洗
川
で
禊
を
す
る
場
面
に
つ
い
て
、
定

家
本
で
、「
…
お
む
や
う
じ
か
む
な
ぎ
よ
び
て
」
と
あ
る
箇
所
が
、
大
島
本
で
、「
か
ひ
な
き
陰
陽
師
」
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、 

 
 

 
 

「
仏
神
に
申
し
け
れ
ど
、
い
や
ま
さ
り
に
恋
し
く
の
み
お
ぼ
え
け
れ
ば
甲
斐
な
き
。
陰
陽
師
呼
び
て
恋
せ
じ
と
い

ふ
祓
え
の
具
し
て
な
ん
行
き
け
る
」
と
な
っ
て
、
… 

 

と
述
べ
、
大
島
本
の
本
文
の
方
が
「
簡
潔
か
つ
論
理
的
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
が
、「
甲
斐
な
き
。」
と
文
を
切
断
す
る

の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。「
か
ひ
な
き
」
は
連
体
形
で
あ
り
、
大
島
本
で
読
む
限
り
、
陰
陽
師
を
修
飾
す
る
言
辞
で
あ

る
と
し
か
み
な
さ
れ
な
い
。
こ
こ
は
定
家
本
の
よ
う
な
本
文
が
正
し
く
、
大
島
本
が
「
か
む
な
ぎ
」
を
「
か
ひ
な
き
」
と

見
誤
っ
て
、「
陰
陽
師
」
の
前
に
移
動
さ
せ
た
、
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。 

 

以
下
、
本
節
で
は
、
前
節
と
同
様
、
本
文
や
そ
れ
に
付
随
す
る
勘
物
・
書
入
を
調
査
し
た
結
果
か
ら
広
本
系
伝
本
の

関
係
を
帰
納
的
に
考
察
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。 

  

二
、
異
本
Ａ
段
の
混
入 
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『
伊
勢
物
語
』
の
章
段
は
、
定
家
本
の
章
段
排
列
を
基
準
と
し
て
、
初
（
一
）
〜
百
二
十
五
段
ま
で
の
序
数
で
記
さ
れ

る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
定
家
本
に
は
無
い
章
段
は
大
津
有
一
『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究 

補
遺
篇 

索
引
篇 

図

録
篇
』
三

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
示
す
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
異
本
章
段
群
の
う
ち
、
広
本
系
諸
本

の
先
後
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
Ａ
段
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

 

は
じ
め
に
、
阿
波
国
文
庫
本
を
底
本
と
し
て
こ
の
章
段
を
掲
出
し
て
い
る
、
福
井
『
新
全
集
』
の
本
文
に
拠
り
つ
つ
、

そ
の
内
容
を
確
認
す
る
。
な
お
、
句
読
点
は
私
に
改
め
た
。 

  
 

雨
の
い
み
じ
う
ふ
り
暮
し
て
、
つ
と
め
て
も
な
ほ
い
み
じ
う
ふ
る
に
、
あ
る
人
の
が
り
や
り
し
、 

 
 
 
 

ふ
り
く
ら
し
ふ
り
く
ら
し
つ
る
雨
の
音
を
つ
れ
な
き
人
の
心
と
も
が
な 

 
 

返
し
、 

 
 
 
 

や
や
も
せ
ば
風
に
し
た
が
ふ
雨
の
音
を
た
え
ぬ
心
に
か
け
ず
も
あ
ら
な
む 

  

こ
の
よ
う
に
一
対
の
贈
答
か
ら
成
る
、
ご
く
短
い
掌
編
な
の
だ
が
、
ま
ず
は
一
点
、
注
釈
上
の
問
題
を
処
理
し
て
お

こ
う
。
福
井
『
新
全
集
』
は
一
首
目
の
「
つ
れ
な
き
人
」
に
つ
い
て
、「
…
無
情
冷
淡
な
人
。
相
手
の
女
を
さ
す
。」
と
し

て
お
り
、
一
首
目
を
男
の
、
二
首
目
を
女
の
詠
と
し
て
理
解
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
木
戸
久
二

子
や
片
桐
『
全
読
解
』
が
指
摘
す
る
通
り
四

、
和
歌
の
詠
ま
れ
方
と
し
て
、
一
首
目
を
女
の
、
二
首
目
を
男
の
詠
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
章
段
は
、
定
家
本
で
い
う
八
十
一
段
と
八
十
二
段
と
の
間
に
存
在
す
る
。
広
本
系
統
に
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
異

本
章
段
の
う
ち
、
男
の
臨
終
を
描
く
百
二
十
五
段
以
前
に
見
ら
れ
る
も
の
は
こ
の
段
の
み
で
あ
り
、
百
二
十
五
段
の
後

に
存
在
す
る
他
の
異
本
章
段
群
と
は
性
質
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
直
接
経
験
を
表
す
過
去
の
助
動

詞
「
き
」
の
連
体
形
の
「
し
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
、「
む
か
し
」
と
い
う
書
き
出
し
で
は
な
い
点
な
ど
も
注
意
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
大
島
本
に
お
け
る
当
該
章
段
を
見
て
み
た
い
。
丁
数
や
改
行
位
置

な
ど
、
原
本
の
書
式
を
明
示
す
る
。 

  

七
八
丁
・
裏
・
五
行
目 

つ
か
き
に
け
ん
と
は
よ
め
る
あ
め
の 

 
 
 
 
 
 
 

六 
 
 

い
み
し
う
ふ
り
く
ら
し
て
つ
と
め
て 

 
 
 
 
 
 
 

七 
 
 

も
な
を
い
み
し
う
ふ
る
に
あ
る
人 

 
 
 
 
 
 
 

八 
 
 

の
か
り
や
り
し 

 
 
 
 
 
 
 

九 
 
 
 

ふ
り
く
ら
し
〳
〵
つ
る
あ
め
の
を
と
を 

 

七
九 

・
表
・
一 

 
 
 

つ
れ
な
き
人
の
心
と
も
が
な 

 
 
 
 
 
 
 

二 
 
 
 
 

返
し 

 
 
 
 
 
 
 

三 
 
 
 

や
ゝ
も
す
れ
は
風
に
し
た
か
ふ
あ
め
の
を
と
を 

 
 
 
 
 
 
 

四 
 
 
 

た
え
ぬ
心
に
か
け
す
も
あ
ら
な
ん 

  

大
島
本
で
は
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
こ
の
章
段
が
改
行
さ
れ
ず
、
直
前
の
八
十
一
段
「（
し
ほ
が
ま
に
い
）
つ
か
き
に

け
ん
と
は
よ
め
る
」
に
続
け
て
こ
の
段
が
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
伊
勢
物
語
』
の
章
段
が
改
行
さ
れ

ず
、
前
の
段
に
続
け
て
書
き
始
め
ら
れ
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
柳
田
忠
則
は
こ
の
現
象
を
も
っ
て
、「
為
氏
本
は
こ
こ
に

お
い
て
見
る
限
り
原
型
か
ら
一
歩
離
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
五

と
す
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
片
桐
『
全
読
解
』
が
、 

  
 

こ
の
段
が
、
第
八
十
一
段
の
文
章
に
改
行
も
せ
ず
に
続
け
て
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
明
ら
か
に
混
入
で
あ
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る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
雨
が
続
く
つ
れ
づ
れ
の
中
で
、『
伊
勢
物
語
』
を
書
写
し
て
い
る
女
が
、
男
の
来
訪
を
待
ち

つ
つ
、
こ
ん
な
歌
物
語
を
紙
の
余
白
に
書
き
つ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
想
像
を
し
て
み
る
の
も
お
も

し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
。
勝
手
な
想
像
で
は
あ
る
が
、「
昔
、
男
（
あ
り
け
り
）」
か
ら
始
ま
ら
な
い
こ
と
、「
…
け

り
」
で
語
ら
れ
る
べ
き
物
語
が
「
あ
る
人
の
が
り
や
り
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
理
由
を
説
明
す
る
た
め
の

一
つ
の
仮
説
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
見
方
も
お
も
し
ろ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。 

 

と
述
べ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は
『
伊
勢
物
語
』
の
一
章
段
と
し
て
の
体
裁
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
Ａ
段
が
、
あ
る
段

階
で
本
文
に
紛
れ
込
み
、
一
つ
の
章
段
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
過
程
を
示
す
本
文
と
し
て
、
Ａ
段
を
有
す
る
諸
本

の
中
で
は
古
い
形
を
留
め
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
六

。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
大
島
本
に
広
本
系
諸
本
の
中
で
も
古
態
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。 

  

三
、
勘
物
や
書
入
と
本
文 

  

こ
こ
か
ら
は
、
大
島
本
と
日
大
為
相
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
写
本
に
付
せ
ら
れ
た
勘
物
や
書
入
と
本
文
と
の
関
わ

り
か
ら
考
え
て
み
た
い
。 

 

写
本
に
付
せ
ら
れ
た
勘
物
が
、
本
文
の
内
容
に
連
動
す
る
、
と
い
う
現
象
が
『
伊
勢
物
語
』
の
写
本
に
は
見
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
七
十
六
段
は
、
翁
が
往
時
を
偲
ん
で
、
二
条
の
后
に
「
大
原
や
」
の
歌
を
詠
み
か
け
る
、

と
い
っ
た
内
容
を
持
つ
の
だ
が
、
冒
頭
部
分
が
定
家
本
な
ど
で
は
、 

 

○ 

む
か
し
、
二
條
の
后
の
、
ま
だ
春
宮
の
み
や
す
ん
所
と
申
け
る
時
、
… 

 

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
島
本
で
は
、 

  
 
 
 
 

抑
今
案
、
清
和
東
宮
年
一
践
祚
年
九
也 

 
 
 
 
 

仍
東
宮
御
息
所
如
何 

○ 

む
か
し
、
二
条
の
き
さ
き
の
、
ま
だ
み
や
す
ど
こ
ろ
と
申
け
る
こ
ろ
、
… 

 

の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
七

、
本
文
の
傍
ら
に
勘
づ
け
ら
れ
た
記
述
と
連
動
す
る
形
で
、
本
文
も
「
東
宮
の
御
息
所
」
で
は

な
く
て
「
御
息
所
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
ひ
と
り
大
島
本
の
こ
の
部
分
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
日
大
為
相
本
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
①
で
は
、
こ
う
し
た
勘
物
と
本
文
と
の
連
動
と
い
っ
た
観
点

か
ら
日
大
為
相
本
の
独
自
異
文
を
取
り
上
げ
、
②
で
は
、
写
本
に
存
在
す
る
書
入
か
ら
、
大
島
本
と
日
大
為
相
本
と
の

関
係
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

  

①
斎
宮
章
段
と
し
て
の
六
十
五
段 

  

『
伊
勢
物
語
』
の
六
十
九
段
は
、
伊
勢
斎
宮
と
男
が
逢
瀬
を
交
わ
す
と
い
う
内
容
の
、
本
作
品
中
で
も
最
も
著
名
な

章
段
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
章
段
の
序
盤
に
は
、
斎
宮
の
母
が
、
斎
宮
に
対
し
て
、「
常
の
使
よ
り
は
、
こ
の
人
よ
く
い

た
は
れ
」
と
言
い
送
る
場
面
が
あ
る
。
斎
宮
と
男
の
逢
瀬
の
、「
伏
線
」
と
も
言
え
る
描
写
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の

本
文
に
つ
い
て
、
広
本
系
諸
本
の
本
文
を
対
照
さ
せ
て
み
た
い
。
は
じ
め
に
現
在
最
も
広
く
読
ま
れ
え
て
い
る
定
家
天

福
二
年
本
の
本
文
を
も
掲
出
す
る
。 



48 

 

 
○
定
家
本
（
学
習
院
大
学
蔵
本
） 

 
 

か
の
伊
勢
の
斎
宮
な
り
け
る
人
の
お
や
、
つ
ね
の
つ
か
ひ
よ
り
は
こ
の
人
よ
く
い
た
は
れ
と
い
ひ
や
れ
り
け
れ
ば
、

… 

 

○
大
島
本 

 
 

か
の
い
せ
の
斎
宮
な
り
け
る
人
の
を
や
、
三
条
の
ま
ち
こ
れ
た
か
の
み
こ
の
は
ゝ
な
り
、
つ
ね
の
か
ひ
よ
り
は
こ

の
人
よ
く
い
た
は
れ
と
い
ひ
や
れ
り
け
れ
ば
、
… 

 

○
日
大
為
相
本 

 
 

か
の
伊
勢
の
斎
宮
な
り
け
る
人
の
を
や
、
三
条
の
ま
ち
、
惟
彦
の
み
こ
の
は
ゝ
な
り
、
つ
ね
の
つ
か
ひ
よ
り
は
こ

の
よ
く

マ

マ

い
た
は
れ
と
い
ひ
や
れ
り
け
れ
ば
、
… 

 

○
阿
波
国
文
庫
本 

 
 

か
の
い
せ
の
斎
宮
な
り
け
る
人
の
み
を
や
、
三
条
の
ま
ち
惟
喬
の
み
こ
な
り
、
つ
ね
の
つ
か
ひ
よ
り
は
こ
の
た
び

よ
く
い
た
は
れ
と
い
ひ
や
れ
り
け
れ
ば
、
… 

  

各
伝
本
に
小
異
が
見
ら
れ
る
が
、
最
も
大
き
な
違
い
は
、
広
本
系
諸
本
に
は
、
定
家
本
に
は
無
い
、「
斎
宮
な
り
け
る

人
の
親
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
該
章
段
段
末
の
注
記
的
本
文
に
あ
る
よ
う
に
、
斎
宮
は
「
文

徳
天
皇
の
む
す
め
、
惟
喬
親
王
の
妹
」
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
事
実
関
係
と
し
て
は
大
島
本
の
よ
う
に
、
斎
宮
の
親
を
「
惟

喬
親
王
の
母
」
と
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
の
だ
が
、
日
大
為
相
本
は
、「
惟
彦
親
王
の
母
」
と
し
て
い
る
。
日
大
為
相
本

は
、
今
参
照
し
た
段
末
の
注
記
的
本
文
も
、 

  
 

斎
宮
は
水
尾
の
御
時
、
文
徳
天
皇
の
御
む
す
め
、
惟
彦
の
み
こ
の
御
い
も
う
と
。 

 

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
一
見
、
単
な
る
誤
り
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
大
為
本
の
他
の
箇
所
に
注
目
す
る
と
、

そ
こ
に
日
大
為
相
本
独
特
の
論
理
が
見
え
て
く
る
。 

 

『
伊
勢
物
語
』
六
十
五
段
は
、
作
中
最
も
長
大
な
本
文
を
擁
す
る
章
段
で
あ
る
。
こ
の
段
の
末
尾
に
は
、
登
場
人
物
の

実
名
を
明
ら
か
に
す
る
注
記
的
本
文
が
見
ら
れ
、
大
島
本
・
日
大
為
相
本
に
は
そ
の
さ
ら
に
後
に
、
人
物
関
係
を
詳
述

し
た
勘
物
が
見
ら
れ
る
。
両
本
の
記
述
を
確
認
し
て
み
た
い
。 

 

○
大
島
本 

 
 

大
御
息
所
は
染
殿
后
。
い
と
こ
の
御
息
所
は
二
条
后
。
染
殿
は
良
房
女
。
二
条
后
は
長
良
女
。
然
ば
此
女
は
二
条

后
と
思
ふ
に
も
に
ず
。
昔
の
八

古
今
に
は
直
子
と
あ
り
。
又
在
原
な
り
け
る
お
と
こ
と
あ
る
業
平
が
二
条
后
に
密
通

し
た
る
人
也
。
業
平
せ
き
を
は
れ
た
る
事
あ
り
。
お
ほ
や
う
は
業
平
と
思
べ
し
。 

 
 

或
考
物
云
、
大
御
息
所
は
染
殿
の
后
、
此
女
は
二
条
后
云
々
。 

 
 

私
云
、
此
女
直
子
也
。
二
条
五
条
両
后
之
姪
如
清
和
天
皇
之
寵
女
。
直
子
は
因
香
内
侍
の
む
す
め
と
あ
り
。 

 

○
日
大
為
相
本 
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…
大
御
息
所
は
染
殿
后
。
い
と
こ
の
御
息
所
は
二
条
の
后
。
染
殿
は
良
房
女
。
二
条
の
后
は
長
良
女
。
し
か
れ
ば

こ
の
女
は
二
条
后
と
思
ふ
に
、「
も
に
す
む
ゝ
し
の
」、
古
今
に
は
直
子
と
あ
り
。
ま
た
在
原
な
り
け
る
を
と
こ
と

あ
り
。
業
平
、
二
条
后
に
ひ
そ
か
に
通
じ
た
る
人
な
り
。
お
ほ
や
う
は
業
平
と
思
ふ
べ
し
。 

 
 
 

或
考
物
云
、
大
御
息
所
は
染
殿
后
、
此
女
は
二
条
后
云
々
。 

 
 
 

私
云
、
此
女
は
惟
彦
親
王
御
子
直
子
也
。
二
条
五
条
両
后
の
姪
清
和
天
皇
之
寵
女
也
。 

 
 
 

直
子
の
因
香
内
侍
の
む
す
め
と
あ
り
。 

  

大
島
本
も
日
大
為
相
本
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
と
も
に
有
す
る
と
言
え
る
が
、
傍
線
部
の
記
述
が
、
大
島
本
に
は
無
い
。

為
相
本
の
傍
線
部
の
記
述
に
見
ら
れ
る
「
惟
彦
親
王
」
は
、
こ
の
写
本
に
お
い
て
、
先
に
見
た
六
十
九
段
に
も
見
ら
れ

る
人
物
で
あ
っ
た
。
六
十
九
段
の
記
述
で
は
斎
宮
が
惟
彦
親
王
の
妹
と
さ
れ
、
六
十
五
段
で
は
直
子
が
惟
彦
親
王
の
娘

と
さ
れ
て
お
り
、
六
十
九
段
の
斎
宮
と
六
十
五
段
の
直
子
を
同
一
人
物
と
考
え
た
場
合
、
こ
の
記
述
に
は
矛
盾
が
見
ら

れ
る
の
で
は
あ
る
が
、「
惟
彦
親
王
」
や
そ
の
「
御
子
」
で
あ
る
「
直
子
」
と
い
う
人
物
じ
た
い
は
実
在
し
て
お
り
、『
尊

卑
分
脈
』
な
ど
に
拠
れ
ば
、
惟
彦
親
王
は
文
徳
天
皇
の
皇
子
で
、
元
慶
七
年
正
月
に
薨
去
し
た
人
物
で
あ
る
。
直
子
女

王
は
惟
彦
親
王
の
娘
で
、
女
王
と
し
て
初
め
て
斎
院
に
卜
定
さ
れ
た
人
物
だ
と
い
う
。 

 

こ
う
し
た
事
実
を
も
と
に
し
て
考
え
た
場
合
、
日
大
為
相
本
の
勘
物
の
記
者
は
、
斎
院
で
あ
っ
た
「
直
子
女
王
」
を

六
十
五
段
の
和
歌
を
詠
ん
だ
人
物
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
た
上
で
、「
斎
院
」
と
「
斎
宮
」
と
を
混
同
し
て
、
六
十
九
段

に
お
け
る
「
斎
宮
」
は
こ
の
「
直
子
女
王
」
の
こ
と
で
あ
る
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
日
大
為
相
本

の
勘
物
に
は
、
本
文
と
連
動
す
る
形
で
、『
伊
勢
物
語
』
を
ど
う
受
容
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
の
で
き

る
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
六
十
五
段
で
「
直
子
」
と
い
え
ば
、
こ
の
段
の
「
海
人
の
刈
る
…
」
歌

を
詠
ん
だ
典
侍
藤
原
直
子
の
こ
と
で
あ
り
、
直
子
女
王
と
は
別
人
で
あ
る
の
で
、
日
大
為
相
本
の
勘
物
は
事
実
誤
認
で

あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
十
九
段
に
見
ら
れ
る
「
惟
彦
親
王
」
の
記
述
は
、
大
島
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
三

条
の
ま
ち
こ
れ
た
か
の
み
こ
の
は
ゝ
な
り
」
と
い
っ
た
本
文
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

  

②
書
入
と
本
文 

  

『
伊
勢
物
語
』
七
十
八
段
は
、
安
祥
寺
に
お
け
る
法
要
の
後
、
右
大
将
藤
原
常
行
が
山
師
の
禅
師
の
親
王
に
趣
き
の

あ
る
石
を
奉
る
際
、
右
馬
頭
で
あ
っ
た
人
が
和
歌
を
付
け
た
、
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
段
末
部
分
は
、
日

大
為
相
で
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

○ 
 
 

あ
か
ね
ど
も
い
は
に
ぞ
ま
が
ふ
い
ろ
み
え
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
み
え
ん
よ
し
の
な
け
れ
ば 

 
 

と
な
ん
よ
め
り
け
る
。
或
本
な
し 

  

こ
の
細
字
書
入
だ
け
を
見
る
と
、
こ
の
章
段
自
体
が
「
或
本
」
に
は
無
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
最
後
の
「
と
な
ん
よ
め

り
け
る
」
と
い
う
言
辞
が
「
或
本
」
に
は
無
か
っ
た
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
一
つ
よ
く

わ
か
ら
な
い
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
大
島
本
の
当
該
部
分
を
見
る
と
、 

 

○ 
 
 

あ
か
ね
ど
も
い
は
に
ぞ
か
ふ
る
い
ろ
み
え
ぬ
心
を
み
せ
ん
よ
し
の
な
け
れ
ば 

と
な
ん
よ
み
け
る
。
む
か
し
の
人

或

本

ニ

な

し

の
こ
ゝ
ろ
ざ
し
、
か
や
う
に
な
ん
あ
り
け
る
。 
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と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
両
者
を
比
べ
る
と
、
日
大
為
相
本
の
書
入
が
よ
く
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
大
島
本

の
よ
う
に
「
昔
の
人
の
…
」
と
い
う
本
文
に
対
し
て
、「
或
本
」
と
の
校
合
の
結
果
、「
或
本
ニ
な
し
」
な
ど
と
い
っ
た
書

入
が
施
さ
れ
、
そ
れ
が
日
大
為
相
本
の
段
階
で
、「
或
本
」
に
無
い
と
さ
れ
た
「
昔
の
人
の
…
」
と
い
う
本
文
が
削
除
さ

れ
た
が
、
書
入
自
体
は
残
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
島
本
、
日
大
為
相
本
の
両
本

を
見
る
に
、
日
大
為
相
本
の
本
文
に
、「
或
本
な
し
」
と
い
っ
た
細
字
書
入
が
何
故
か
書
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
に
辻
褄
を
合

わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
大
島
本
の
段
階
で
「
昔
の
人
の
」
の
異
文
が
本
文
に
足
さ
れ
た
、
と
す
る
の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。

こ
の
点
か
ら
も
、
大
島
本
が
よ
り
古
い
形
を
留
め
て
い
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。 

 

四
、
大
島
本
と
泉
州
本 

  

こ
こ
ま
で
論
じ
て
来
な
か
っ
た
、
泉
州
本
に
関
し
て
も
考
察
を
加
え
て
お
こ
う
。
武
田
祐
吉
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た

こ
の
本
は
、
戦
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
翻
刻
本
が
備
わ
る
た
め
、
活
字
で
そ
の
全
容
を
ひ

と
ま
ず
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
九

。
そ
の
後
、
中
田
武
司
が
定
家
本
と
の
校
異
を
示
し
、
そ
の
特
徴
が
明
ら
か
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
一
〇

。 

 

は
じ
め
に
、
十
五
段
の
段
末
に
付
せ
ら
れ
た
本
文
を
見
て
み
た
い
。
泉
州
本
の
本
文
を
見
る
前
に
、
大
島
本
・
日
大

為
相
本
・
学
習
院
大
学
蔵
本
で
そ
の
箇
所
を
掲
げ
る
。 

 

大 

女
・
・
か
ぎ
り
な
く
め
で
た
し
と
思
・
へ
ど
も
さ
る
さ
が
な
き
え
び
す
ご
ゝ
ろ
も
ち
て
は
い
か
ゞ
・
せ
ん
・ 

相 

を
ん
な
か
ぎ
り
な
く
め
で
た
し
と
お
も
へ
ど
も
さ
る
さ
が
な
き
え
び
す
心
・
・
・
み
て
は
い
か
ゞ
は
せ
ん
・ 

阿 

を
ん
な
か
ぎ
り
な
く
め
で
た
し
と
お
も
ひ
て
・
さ
る
さ
が
な
き
え
び
す
ご
ゝ
ろ
も
ち
て
は
い
か
ゞ
は
せ
ん
・ 

天 

女
・
・
か
ぎ
り
な
く
め
で
た
し
と
お
も
へ
ど
・
さ
る
さ
が
な
き
え
び
す
ご
ゝ
ろ
を
見
て
は
い
か
ゞ
は
せ
ん
は 

  

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
あ
る
。「
え
び
す
心
」
を
「
見
て
」
か
「
も
ち
て
」
か
で
本
文
が

対
立
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、「
を
（
遠
）
み
（
美
）」
と
「
も
（
毛
）
ち
（
知
）」
と
の
字
形
相
似
に
惹
起
さ
れ
た
誤
写

で
あ
り
、
本
来
は
、「
…
を
み
て
は
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、「
…
も
ち
て
は
」
に
転
訛
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に

加
え
て
、
泉
州
本
の
本
文
を
参
照
す
る
と
、 

 

○ 

女
、
か
ぎ
り
な
く
め
で
た
し
と
お
も
へ
ど
、
さ
る
さ
が
な
き
え
び
す
ご
ゝ
ろ
み
て
も
ち
て
は
い
か
ゞ
せ
ん
。 

 

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、「
み
て
」
の
本
文
か
「
も
ち
て
」
の
本
文
か
の
ど
ち
ら
か
の
横
に
、
も
う
一
方
の

本
文
が
異
文
注
記
の
形
で
書
か
れ
て
い
た
も
の
が
、
本
文
へ
と
混
入
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
百
段
の
本
文
に
関
し
て
も
、
前
節
で
見
た
阿
波
国
文
庫
本
と
全
く
同
様
で
、
大
島
本
の
、 

 

む
か
し
、
お
と
こ
、
こ
う
ら
う
殿
の
は
さ
ま
を
わ
た
り
け
れ
ば
、
あ
る
や
う
ご
と
な
き
人
の
御
つ
ぼ
ね
よ
り
、
わ

す
れ
ぐ
さ
を
、
し
の
ぶ
ぐ
さ
と
や
い
ふ
、
と
て
い
だ
さ
せ
給
へ
り
け
れ
ば
、
給
は
り
て
二
条
后
と
ぞ 

 
 
 
 

わ
す
れ
ぐ
さ
を
ふ
る
の
べ
と
は
み
る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り
の
ち
も
た
の
ま
む 

 

と
い
う
記
述
に
対
し
て
、
泉
州
本
は
、 

 

む
か
し
、
お
と
こ
、
後
凉
殿
の
は
さ
ま
を
わ
た
り
け
れ
ば
、
あ
る
や
ん
ご
と
な
き
人
の
御
つ
ぼ
ね
よ
り
、
わ
す
れ
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ぐ
さ
を
、
し
の
ぶ
ぐ
さ
と
や
い
ふ
、
と
て
い
だ
さ
せ
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
た
ま
は
り
て 

わ
す
れ
ぐ
さ
お
ふ
る
野
べ
と
は
み
る
ら
め
ど
こ
は
し
の
ぶ
な
り
の
ち
も
た
の
ま
む 

二
條
の
き
さ
い
と
ぞ
。 

 

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
傍
記
が
本
文
へ
と
混
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
一
一

。 

 

以
上
の
二
点
か
ら
は
、
泉
州
本
の
本
文
も
や
は
り
大
島
本
の
よ
う
な
本
文
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。 

  

五
、
大
島
本
の
表
現
世
界 

  

本
節
で
は
、
日
大
為
相
本
や
泉
州
本
を
も
加
え
て
、
広
本
の
生
成
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
異
本
Ａ
段
の
混
入
の
痕

跡
と
い
っ
た
観
点
か
ら
見
る
と
、
広
本
と
し
て
は
大
島
本
が
古
い
形
を
留
め
て
お
り
、
大
島
本
・
日
大
為
相
本
と
も
に

有
す
る
勘
物
や
書
入
の
類
を
検
討
し
て
も
、
大
島
本
に
そ
の
古
さ
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
日
大
為
相
本
と
阿
波
国
文

庫
本
は
、
大
島
本
の
よ
う
な
本
文
に
定
家
本
の
よ
う
な
本
文
を
持
つ
伝
本
と
の
接
触
が
あ
り
、
今
見
ら
れ
る
よ
う
な
形

に
な
っ
た
、
と
考
え
る
の
が
最
も
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
泉
州
本
に
関
し
て
も
同
断
で
あ
る
。 

 

『
伊
勢
物
語
』
の
通
行
本
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
の
は
学
習
院
大
学
蔵
本
で
あ
り
、
こ
の
伝
本
に
つ
い
て
の
読
解

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
置
さ
せ
得
る
本
と
し
て
、
大
島
本
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
の
検
討
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
そ
の
一
端
を
示
し
て
お
き
た
い
。 

 

大
島
本
は
、
定
家
本
に
比
し
て
、
二
条
后
や
斎
宮
な
ど
に
関
わ
る
章
段
の
中
で
、
女
の
側
も
男
に
心
を
開
い
て
い
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
盗
み
出
し
た
「
女
」
を
鬼
に
喰
わ
れ
て
し
ま
い
、
男
が

「
白
玉
か
…
」
の
歌
を
詠
む
、
と
い
っ
た
内
容
の
六
段
で
は
、
定
家
本
で
は
、 

 

○ 

女
の
、
え
う
ま
じ
か
り
け
る
を
、
と
し
を
へ
て
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か
ら
う
し
て
、
ぬ
す
み
い
で
ゝ
、
い
と
く

ら
き
に
き
け
り
。 

 

と
あ
る
が
、
大
島
本
で
は
、 

 

○ 

女
の
、
あ
ふ
ま
じ
か
り
け
る
を
、
と
し
を
へ
て
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
か
ら
う
し
て
、
女
、
こ
ゝ
ろ
を
あ
は
せ

て
、
ぬ
す
み
い
で
ゝ
、
い
と
く
ら
き
に
き
に
け
り
。 

 

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
六
十
九
段
で
斎
宮
と
男
が
「
君
や
来
し
…
」「
か
き
く
ら
す
…
」
の
贈
答
を
交
わ
し
た
後
、
国
守

が
酒
宴
を
催
し
た
た
め
に
も
は
や
逢
瀬
が
か
な
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
箇
所
の
描
写
で
、
定
家
本
が
、 

 

○ 

お
と
こ
も
人
し
れ
ず
ち
の
な
み
だ
を
な
が
せ
ど
え
あ
は
ず
。 

 

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
島
本
が
、 

 

○ 

お
と
こ
も
女
も
人
し
れ
ず
ち
の
な
み
だ
を
な
が
せ
ど
え
あ
は
ず
。 

 

と
い
う
本
文
を
持
っ
て
い
る
。
定
家
本
に
お
い
て
も
、「
男
も
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
女
も
血
の
涙
を
流
し
て
い
る
こ
と
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が
分
か
る
が
、
大
島
本
で
は
そ
れ
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
六
十
九
段
の
後
日
譚
で
あ
る
こ
と
を

匂
わ
せ
る
百
四
段
に
お
い
て
も
、
定
家
本
で
は
、 

 

○ 

む
か
し
、
こ
と
な
る
こ
と
な
く
て
あ
ま
に
な
れ
る
人
有
け
り
。
か
た
ち
を
や
つ
し
た
れ
ど
、
物
や
ゆ
か
し
か
り
け

む
、
か
も
の
ま
つ
り
見
に
い
で
た
り
け
る
を
、
お
と
こ
、
う
た
よ
み
て
や
る
、 

 
 
 
 

世
を
う
み
の
あ
ま
と
し
人
を
見
る
か
ら
に
め
く
は
せ
よ
と
も
た
の
ま
る
ゝ
哉 

 
 

こ
れ
は
、
斎
宮
の
物
見
た
ま
ひ
け
る
く
る
ま
に
か
く
き
こ
え
た
り
け
れ
ば
、
見
さ
し
て
か
へ
り
給
に
け
り
と
な
ん
。 

 

と
あ
り
、
か
つ
て
の
斎
宮
が
男
を
拒
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
大
島
本
に
お
い
て
、
男
が
歌
を
詠
み
か
け
た
後
、 

 

○ 
 
 

よ
を
う
み
の
あ
ま
と
し
人
を
み
る
か
ら
に
め
く
は
せ
よ
と
も
た
の
ま
る
ゝ
か
な 

か
へ
し
、
い
と
お
も
し
ろ
く
し
て
や
ら
む
と
す
る
に
、
物
み
や
あ
は
て
け
ん
、
い
は
ず
な
り
に
け
り
。
こ
れ
は
さ
い

ぐ
う
の
物
み
給
け
る
く
る
ま
に
、
か
く
き
こ
え
た
り
け
れ
ば
、
み
さ
し
て
か
へ
り
給
け
り
と
な
ん
。 

 

と
い
う
よ
う
に
、
斎
宮
が
返
歌
を
詠
も
う
と
し
た
、
と
い
う
描
写
が
見
ら
れ
る
。「
物
み
や
あ
は
て
け
ん
」
は
難
解
で
あ

る
が
、「
～
や
…
け
ん
」
の
形
の
草
紙
地
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
物
語
の
叙
述
じ
た
い
に
は
大
き
く
影
響
し

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
除
い
て
考
え
れ
ば
、「
斎
宮
が
返
歌
を
詠
も
う
と
し
た
が
、
結
局
詠
ま
ず
じ
ま
い
で
あ
っ

た
」
と
い
う
大
意
は
動
か
な
い
。
こ
れ
は
大
島
本
の
独
自
異
文
で
あ
り
、
こ
こ
は
、
女
が
一
方
的
に
拒
否
す
る
の
で
は

な
く
、
男
に
対
し
て
心
を
開
く
女
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

こ
れ
に
関
連
し
て
、
大
島
本
の
六
十
九
段
末
尾
に
は
、 

 

○ 

私
云
え
に
し
あ
れ
ば
と
は
、
え
ん
と
い
ふ
事
也
。
あ
さ
く
と
も
す
く
せ
あ
ら
ば
と
い
ふ
を
。 

 

と
い
う
勘
物
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
場
面
の
直
後
に
女
が
男
に
「
か
ち
人
の
渡
れ
ど
濡
れ
ぬ
え
に
し
あ
れ

ば
」
と
詠
み
か
け
た
こ
と
に
関
連
し
て
勘
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
短
連
歌
の
本
の
部
分
だ
け
を
見
る

と
、「
…
浅
い
江
で
は
な
い
が
、
私
と
あ
な
た
は
そ
の
程
度
の
宿
縁
で
あ
る
の
で
」
と
い
う
意
味
に
し
か
取
れ
ず
、「
あ

さ
く
と
も
す
く
せ
あ
ら
ば
」
と
い
っ
た
よ
う
な
理
解
は
誤
り
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
勘

物
が
存
在
す
る
の
は
、
大
島
本
で
は
男
と
再
び
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
女
も
悲
し
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
り
強
調
さ
れ
て

い
る
の
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

  

六
、
ま
と
め 

  

前
節
で
述
べ
た
こ
と
を
も
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
現
存
す
る
広
本
系
諸
本
の
中
で
は
、
大
島
本
が
最
も
古
態
を
留
め
て

い
る
も
の
と
思
し
く
、
ま
ず
は
こ
の
本
の
精
緻
な
読
解
を
試
み
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
定
家
本
と
対
置
さ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
特
徴
を
相
対
的
に
掴
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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一 
谷
知
子
・
田
渕
句
美
子
編
『
平
安
文
学
を
い
か
に
読
み
直
す
か
』
所
収
、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
二
年
。 

二 

『
伊
勢
物
語
考
―
―
成
立
と
歴
史
的
背
景
』（
新
典
社
、
二
〇
一
四
年
）。 

三 

有
精
堂
、
一
九
六
〇
年
。 

四 

木
戸
は
「『
伊
勢
物
語
』
の
異
本
Ａ
段
に
関
す
る
一
考
察
」（「
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
」
二
号
、
一
九
九
一
年
六

月
）
で
、「「
ふ
り
く
ら
し
」
の
歌
は
女
の
歌
と
と
る
方
が
自
然
」
と
述
べ
て
お
り
、
片
桐
『
全
読
解
』
は
、「「
降
り

暮
ら
し
降
り
暮
ら
し
つ
る
雨
の
音
を
」
聞
き
な
が
ら
待
っ
て
い
る
の
は
、
ど
う
考
え
て
も
「
女
」
と
す
べ
き
で
は
な

い
か
。」
と
指
摘
す
る
。 

五 

『
伊
勢
物
語
異
本
に
関
す
る
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
三
年
）。 

六 

な
お
、
日
大
為
相
本
の
本
本
文
は
、「
あ
め
の
い
み
じ
う
ふ
る
に
、
あ
る
人
の
が
り
や
り
し
」
と
書
き
始
め
ら
れ
て

お
り
、
他
本
が
有
す
る
「
ふ
り
く
ら
し
て
つ
と
め
て
も
な
を
い
み
じ
う
ふ
」
を
持
っ
て
い
な
い
。「
い
み
じ
う
ふ
」

の
目
移
り
に
よ
る
脱
文
と
断
じ
て
よ
い
。 

七 

山
田
清
市
『
伊
勢
物
語
校
本
と
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
七
七
年
）
で
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
勘
物
を
七
十
五
段
の
も

の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
見
て
当
然
誤
り
で
あ
る
。 

八 

大
島
本
の
、「
…
も
に
ず
。
昔
の
…
」
は
、
日
大
本
の
よ
う
に
「
も
に
す
む
ゝ
し
の
」
と
あ
っ
た
踊
り
字
が
「
か
」

と
誤
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
転
写
の
際
に
漢
字
表
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
は
大
島
本
の
親
本

の
段
階
で
生
じ
た
単
純
な
誤
写
と
見
ら
れ
る
。 

九 

『
泉
州
本
伊
勢
物
語
』（
国
学
院
大
学
学
術
部
、
一
九
四
一
年
）。 

一
〇 

『
泉
州
本
伊
勢
物
語
の
研
究
』（
白
帝
社
、
一
九
六
八
年
）。 

一
一 

こ
の
他
、
七
十
五
段
の
和
歌
の
、
以
下
の
よ
う
な
本
文
異
同
も
、
泉
州
本
の
本
文
生
成
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な

ろ
う
。 

大 

い
は
ね
よ
り
お
ふ
る
み
る
め
し
つ
ね
な
く
は
し
ほ
ひ
し
ほ
み
ち
か
ひ
も
あ
り
な
ん 

相 

い
は
ま
よ
り
を
ふ
る
み
る
め
し
つ
れ
な
く
は
し
ほ
ひ
し
ほ
み
ち
か
ひ
も
あ
り
な
ん 

泉 

い
は
ま
よ
り
お
ふ
る
み
る
め
し
つ
ね
な
ら
ば
し
ほ
ひ
し
ほ
み
ち
か
ひ
も
あ
り
な
ん 

阿 

い
は
ま
よ
り
お
ふ
る
み
る
め
し
つ
れ
な
く
は
し
ほ
ひ
し
ほ
み
ち
か
ひ
も
あ
り
な
ん 

天 

い
は
ま
よ
り
お
ふ
る
見
る
め
し
つ
れ
な
く
は
し
ほ
ひ
し
ほ
み
ち
か
ひ
も
あ
り
な
ん 

 

こ
の
歌
は
や
や
難
解
な
歌
で
あ
る
が
、
元
来
「
つ
れ
な
く
は
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、「
れ
（
礼
）」
と
「
ね
（
祢
）」

と
の
字
形
相
似
に
よ
り
大
島
本
の
よ
う
な
「
つ
ね
な
く
は
」
の
形
に
本
文
が
転
訛
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
泉
州
本
の

ご
と
き
「
つ
ね
な
ら
ば
」
と
い
っ
た
形
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 
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第
三
章 

『伊
勢
物
語
』と
物
語
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第
一
節 

「二
条
后
物
語
」の
成
長 

  

一
、
緒
言 

 

『
伊
勢
物
語
』
は
、
そ
の
成
立
間
も
な
い
頃
か
ら
、
在
原
業
平
の
一
代
記
的
な
恋
の
物
語
と
し
て
享
受
さ

れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
作
中
に
は
様
々
な
女
性
と
の
恋
愛
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
清
和
天
皇
の
後
宮

に
入
内
す
る
前
の
藤
原
高
子(

の
ち
の
二
条
后)

と
の
恋
を
描
い
た
一
連
の
章
段
は
広
く
人
々
に
知
ら
れ
て

い
た
。「
二
条
后
物
語
」
と
も
呼
ば
れ
る
二
人
の
恋
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
ほ
か
、『
大
和
物

語
』
な
ど
に
も
描
か
れ
て
い
る
。 

 

『
大
鏡
』
の
陽
成
帝
紀
に
も
、『
伊
勢
物
語
』
の
記
述
を
引
き
な
が
ら
、
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し

た
箇
所
が
あ
る
１

。 

 

次
の
帝
、
陽
成
天
皇
と
申
し
き
。
こ
れ
、
清
和
天
皇
の
第
一
皇
子
な
り
。
御
母
、
皇
太
后
宮
高
子
と
申

し
き
。
権
中
納
言
贈
正
一
位
太
政
大
臣
長
良
の
御
女
な
り
。 

…(

中
略)

…
御
母
后
、
清
和
の
帝
よ
り
は
九
年
の
御
姉
な
り
。
二
十
七
と
申
し
し
年
、
陽
成
院
を
ば
う

み
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
る
な
り
。
元
慶
元
年
正
月
に
后
に
た
た
せ
た
ま
ふ
、
中
宮
と
申
す
。
御
年
三
十

六
。
同
じ
き
六
年
正
月
七
日
、
皇
太
后
宮
に
あ
が
り
た
ま
ふ
。
御
年
四
十
一
。 

こ
の
后
宮
の
、
宮
仕
ひ
し
そ
め
た
ま
ひ
け
む
や
う
こ
そ
お
ぼ
つ
か
な
け
れ
。
い
ま
だ
世
ご
も
り
て
お
は

し
け
る
時
、
在
中
将
し
の
び
て
率
て
か
く
し
た
て
ま
つ
り
た
り
け
る
を
、
御
せ
う
と
の
君
達
、
基
経
の

大
臣
・
国
経
の
大
納
言
な
ど
の
、
若
く
お
は
し
け
む
ほ
ど
の
こ
と
な
り
け
む
か
し
、
取
り
返
し
に
お
は

し
た
り
け
る
折
、「
つ
ま
も
こ
も
れ
り
わ
れ
も
こ
も
れ
り
」
と
よ
み
た
ま
ひ
た
る
は
、
こ
の
御
こ
と
な

れ
ば
、
末
の
世
に
、「
神
代
の
こ
と
も
」
と
は
申
し
出
で
た
ま
ひ
け
る
ぞ
か
し
。 

 
 

…(

中
略)

…
二
条
の
后
と
申
す
は
、
こ
の
御
こ
と
な
り
。 

 

「
つ
ま
も
こ
も
れ
り
わ
れ
も
こ
も
れ
り
」
と
は
、
定
家
本
『
伊
勢
物
語
』
十
二
段
の
和
歌
の
下
句
で
あ
る
。

現
存
『
伊
勢
物
語
』
に
お
い
て
二
条
后
と
は
直
接
関
係
の
無
い
こ
の
段
が
「
二
条
后
物
語
」
と
し
て
理
解
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
の
享
受
者
た
ち
は
場
面
設
定
の
似
て
い
る
章
段
を
積
極
的
に
「
二
条
后
物
語
」
に

組
み
込
ん
で
い
く
と
い
っ
た
読
み
方
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

『
伊
勢
物
語
』
で
は
、
様
々
な
形
で
男
と
二
条
后
と
の
恋
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、『
大
和
物
語
』
中
の
、

い
わ
ゆ
る
在
中
将
章
段
も
同
様
に
男
と
二
条
后
と
の
恋
を
描
い
て
お
り
、
そ
の
両
者
の
影
響
関
係
が
古
来

様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
『
伊
勢
物
語
』
三
段
と
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
前
半
部
と
の
先

後
関
係
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
『
伊
勢
物
語
』
成
立
の
問
題
に

つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。 

  

二
、
『大
和
物
語
』に
お
け
る
「思
ひ
あ
ら
ば
」歌
の
詠
者 

  

本
稿
で
問
題
と
す
る
『
伊
勢
物
語
』
三
段
と
七
十
六
段
、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
合
体
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
体

裁
を
と
る
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
の
本
文
を
掲
出
す
る
２

。 

 

〈『
伊
勢
物
語
』
三
段
〉 
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む
か
し
、
お
と
こ
、
あ
り
け
り
。
け
さ
う
じ
け
る
女
の
も
と
に
、
ひ
じ
き
も
と
い
ふ
も
の
を
や
る
と
て
、 

 
 
 
 

思
ひ
あ
ら
ば
む
ぐ
ら
の
や
ど
に
ね
も
し
な
ん
ひ
じ
き
も
の
に
は
そ
で
を
し
つ
ゝ
も 

 
 

二
條
の
き
さ
き
の
、
ま
だ
み
か
ど
に
も
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
は
で
、
た
ゞ
人
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
時

の
こ
と
也
。 

 

〈『
伊
勢
物
語
』
七
十
六
段
〉 

む
か
し
、
二
條
の
后
の
、
ま
だ
春
宮
の
み
や
す
ん
所
と
申
け
る
時
、
氏
神
に
ま
う
で
給
け
る
に
、
こ
の

衛
つ
か
さ
に
さ
ぶ
ら
ひ
け
る
お
き
な
、
人

く
の
ろ
く
た
ま
は
る
つ
い
で
に
、
御
く
る
ま
よ
り
た
ま
は

り
て
、
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
、 

 
 
 
 

大
原
や
を
し
ほ
の
山
も
け
ふ
こ
そ
は
神
世
の
こ
と
も
思
い
づ
ら
め 

 
 

と
て
、
心
に
も
か
な
し
と
や
思
ひ
け
ん
、
い
か
が
思
ひ
け
ん
、
し
ら
ず
か
し
。 

 

〈『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
〉 

ざ
い
中
将
、
二
条
の
き
さ
い
の
宮
、
ま
だ
み
か
ど
に
も
つ
か
う
ま
つ
り
た
ま
は
で
、
た
ゞ
人
に
お
は
し

ま
し
け
る
よ
に
よ
ば
ひ
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
ひ
じ
き
と
い
ふ
も
の
を
を
こ
せ
て
か
く
な
む
、 

 
 

お
も
ひ
あ
ら
ば
む
ぐ
ら
の
や
ど
に
ね
も
し
な
む
ひ
じ
き
物
に
は
そ
で
を
し
つ
ゝ
も 

と
な
む
の
た
ま
へ
り
け
る
。
か
へ
し
を
人
な
む
わ
す
れ
に
け
る
。 

さ
て
、
き
さ
い
の
宮
、
春
宮
女
御
と
き
こ
え
て
大
原
野
に
ま
う
で
た
ま
ひ
け
り
。
御
と
も
に
か
む
だ
ち

め
・
殿
上
人
い
と
お
ほ
く
つ
か
う
ま
つ
り
け
り
。
ざ
い
中
将
も
つ
か
う
ま
つ
れ
り
。
お
ほ
む
く
る
ま
の

あ
た
り
に
、
な
ま
く
ら
き
を
り
に
た
て
り
け
り
。
御
社
に
て
３

お
ほ
か
た
の
人
〳
〵
ろ
く
た
ま
は
り
て

の
ち
な
り
け
り
。
御
く
る
ま
の
し
り
よ
り
、
た
て
ま
つ
れ
る
お
ほ
む
ひ
と
へ
の
御
ぞ
を
か
づ
け
さ
せ
た

ま
へ
り
け
り
。
ざ
い
中
将
、
た
ま
は
る
ま
ゝ
に
、 

 
 

お
ほ
は
ら
や
を
し
ほ
の
や
ま
も
け
ふ
こ
そ
は
か
み
よ
の
こ
と
を
お
も
ひ
い
づ
ら
め 

と
、
し
の
び
や
か
に
い
ひ
け
り
。
む
か
し
を
お
ぼ
し
い
で
ゝ
、
お
か
し
と
お
ぼ
し
け
り
。 

  

は
じ
め
に
、『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
の
本
文
解
釈
に
お
け
る
問
題
を
扱
う
。『
大
和
物
語
』
で
は
、
百

六
十
段
か
ら
百
六
十
六
段
に
か
け
て
、
在
中
将
業
平
と
そ
の
周
辺
の
女
性
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
和
歌
の

贈
答
が
描
か
れ
て
お
り
、「
在
中
将
章
段
」
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
て
い
る
。
就
中
、
百
六
十
一
段
は
二
条
后
と

の
関
わ
り
を
描
い
た
章
段
群
の
中
核
で
あ
り
、『
伊
勢
物
語
』
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
二
人
の
間

で
「
ひ
じ
き
」
に
寄
せ
た
和
歌
の
贈
答
が
あ
っ
た
後
、「
春
宮
女
御
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二
条
后

の
大
原
野
参
詣
に
供
奉
し
た
在
中
将
が
、
禄
を
賜
る
つ
い
で
に
「
ひ
じ
き
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
回
想
す
る
歌

を
詠
み
か
け
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

「
思
ひ
あ
ら
ば
」
の
歌
に
つ
い
て
は
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
に
お
い
て
は
男
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
こ
と
や
、

傍
線
を
付
し
た
箇
所
の
敬
語
が
不
統
一
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
従
来
こ
れ
が
二
条
后
の
詠
な
の
か
在
中

将
の
詠
な
の
か
の
両
説
が
あ
り
、
未
だ
に
決
着
を
見
て
い
な
い
。『
伊
勢
物
語
』
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
に
も
、
ま
ず
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 

結
論
か
ら
言
え
ば
、
稿
者
は
『
大
和
物
語
』
に
お
け
る
こ
の
歌
は
二
条
后
か
ら
在
中
将
へ
詠
み
か
け
ら
れ

た
も
の
と
解
す
る
他
無
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
歌
の
詠
者
が
判
然
と
し
な
い
の
に
は
、
先
に
も
述
べ
た
通

り
敬
語
の
不
統
一
と
い
う
理
由
が
あ
り
、
稿
者
と
同
様
の
立
場
を
取
る
論
考
４

の
多
く
も
、
こ
れ
に
つ
い
て

明
快
に
説
明
で
き
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
在
中
将
が
詠
者
で
あ
る
と
す
る
諸
説
の
う
ち
、
敬
語
法
に
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つ
い
て
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
柿
本
奨
の
説
５

に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

 
主
語
は
業
平
で
あ
る
事
は
動
か
な
い
。
し
か
し
業
平
を
為
手
と
す
る
為
手
尊
敬
の
言
い
方
は
し
な
い

の
で
、「
宣
ふ
」
に
(１)
為
手
尊
敬
の
場
合
と
(２)
受
手
尊
敬
の
場
合
と
二
種
の
用
法
が
あ
る
と
見
て
は
ど

う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
受
手
は
后
で
、「
姉
な
る
人
に
宣
ひ
み
む
」(

『
源
氏
物
語
』
帚
木)

も
(２)
で
、
稀

例
の
用
法
で
あ
る
。「
奉
る
」
に
は
同
様
二
種
の
用
法
が
あ
り
、
そ
れ
は
受
手
尊
敬
と
し
て
多
用
さ
れ
、

「
宣
ふ
」
は
為
手
尊
敬
と
し
て
多
用
さ
れ
た
、
と
見
る
。 

  

こ
の
論
は
、
主
語
が
業
平
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
歌
の
直
後
の
「
と
な
む
の
た
ま
へ
り
け
る
」
が

受
手
尊
敬
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
受
手
尊
敬
と
し
て
の

「
の
た
ま
ふ
」
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
論
点
と
な
ろ
う
。 

 

ま
ず
、
柿
本
が
問
題
と
し
て
い
る
『
源
氏
物
語
』「
帚
木
」
巻
の
本
文
を
掲
出
し
よ
う
６

。 

 

…
「
か
の
、
あ
り
し
中
納
言
の
こ
は
え
さ
せ
て
ん
や
。
ら
う
た
げ
に
み
え
し
を
、
身
ぢ
か
く
つ
か
ふ
人

に
せ
む
。
う
へ
に
も
我
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
の
給
へ
ば
、「
い
と
か
し
こ
き
お
ほ
せ
事
に
侍
な
り
。
あ

ね
な
る
人
に
の
た
ま
ひ
み
ん
」
と
申
も
む
ね
つ
ぶ
れ
て
お
ぼ
せ
ど
、
… 

 

こ
こ
は
『
源
氏
物
語
』
の
解
釈
に
お
い
て
も
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
玉
上
琢
弥
が
、
異
文
を
整
理
し
つ
つ

以
下
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
７

。 

 

…
紀
伊
の
守
は
自
分
が
言
う
こ
と
を
「
宣
た
ま
ひ
み
む
」
と
言
っ
て
い
る
。「
宣
た
ま
ひ
」
は
為
手
敬

語
だ
か
ら
、
自
分
に
対
し
て
敬
語
を
使
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
聞
き
手
は
源
氏
な
の
だ
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
河
内
本
や
別
本
に
「
の
た
ま
へ
は
べ
ら
む
」
と
す
る
本
が
あ
る
。

「
の
る
」
と
い
う
動
詞
に
、
卑
下
の
助
動
詞
、
下
二
段
活
用
の
「
た
ま
ふ
」
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
他
に
見
え
な
い
語
で
あ
る
。
別
本
の
う
ち
、
陽
明
家
本
は
「
申
し
み
ん
」
と
あ
る
。
阿
仏
尼

筆
本
は
「
の
た
ま
ひ
て
む
」〈
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
〉。
こ
れ
ら
だ
と
問
題
な
い
が
、
い

ず
れ
も
一
本
だ
け
で
あ
る
。 

 

玉
上
は
本
文
異
同
を
見
据
え
た
上
で
こ
の
本
文
を
不
審
と
し
て
い
る
が
、『
う
つ
ほ
物
語
』
に
お
い
て
は
、

〈
①
下
位
の
者
が
②
身
内
に
対
し
て
何
か
言
い
聞
か
せ
る
と
い
う
旨
を
、
③
上
位
の
者
に
述
べ
る
〉
と
い
う

文
脈
で
、「
の
た
ま
ふ
」
と
い
う
語
が
頻
出
す
る
。 

 

〈
①
嫗
が
②
自
身
の
娘
に
対
し
て
頼
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
③
主
で
あ
る
俊
蔭
の
娘
に
対
し
て
言
う
〉 

 
 

「
…
針
に
て
見
ゆ
る
子
は
、
い
と
か
し
こ
き
孝
の
子
な
り
。
嫗
の
、
丹
波
に
侍
る
女
の
童
生
ま
む
と
て

見
た
ま
へ
し
や
う
は
、
い
と
使
ひ
よ
き
手
作
り
の
針
の
、
耳
い
と
明
ら
か
な
る
に
、
信
濃
の
は
つ
り
を

い
と
よ
き
ほ
ど
に
す
げ
て
、
嫗
の
衣
に
縫
ひ
つ
く
、
と
見
た
ま
へ
し
。
そ
れ
だ
に
、
い
か
が
は
べ
る
。

た
だ
そ
れ
に
か
か
り
て
こ
そ
は
、
生
き
め
ぐ
ら
ひ
は
べ
れ
。
立
ち
ぬ
る
月
に
も
、
お
も
と
の
御
こ
と
の

た
ま
ひ
語
ら
は
む
と
て
、
ま
か
り
た
り
し
か
ば
、
白
き
米
三
斗
五
升
、
大
麦
七
斗
く
れ
て
は
べ
り
し
を

こ
そ
は
、
と
か
く
に
し
は
べ
り
し
か
。
…
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

「
俊
蔭
」
巻) 
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〈
① 

大
将
仲
忠
が
②
二
条
院
の
者
達
に
対
し
て
言
い
付
け
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
を 

③
父
兼
雅
に
対
し
て
言
う
〉 

 
 

「
…
源
中
納
言
の
御
方
に
、
あ
ま
た
侍
り
。
す
べ
て
い
く
つ
ば
か
り
か
は
」。
お
と
ど
、「
い
さ
や
、
十

ば
か
り
こ
そ
よ
か
ら
め
」。
大
将
、「
御
前
の
こ
と
な
ど
、
か
ね
て
仰
せ
ら
れ
よ
か
し
。
か
し
こ
に
も
の

た
ま
は
む
。
御
座
所
し
つ
ら
は
せ
た
ま
ふ
こ
と
行
は
せ
た
ま
へ
」。
… 

 
 
 

(

「
蔵
開
中

」
巻) 

 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
例
に
つ
い
て
、
原
田
芳
起
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
８

。 

 

 
 

…
自
分
が
自
分
の
身
内
と
か
従
者
と
か
に
何
事
か
を
言
い
付
け
る
こ
と
を
、
尊
貴
な
身
分
の
人
を
聞

き
手
と
し
て
言
う
時
に
「
の
た
ま
ふ
」
と
い
う
こ
と
は
、
古
い
時
代
に
は
決
し
て
違
例
の
表
現
で
は
な

か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
…(

中
略)
…
す
べ
て
対
話
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
の
対

話
の
言
語
と
、『
宇
津
保
物
語
』
の
そ
れ
と
は
、
位
相
的
に
き
わ
め
て
近
い
。
…(

中
略)

…
青
表
紙
本
の

「
の
た
ま
ひ
み
む
」
の
方
が
、
河
内
本
の
「
の
た
ま
へ
み
む
」
よ
り
も
、『
源
氏
物
語
』
本
来
の
も
の

と
見
て
よ
か
ろ
う
。 

 
 
 

こ
れ
ら
の
「
の
た
ま
ふ
」
の
主
語
は
話
し
手
自
身
で
あ
る
。「
の
た
ま
ふ
」
こ
と
の
受
け
手
は
、
話

し
手
の
身
内
か
、
隷
属
者
で
あ
る
。
こ
の
「
の
た
ま
ふ
」
か
ら
待
遇
表
現
を
除
け
ば
、
「
言
ひ
付
く
」

「
言
ひ
聞
か
す
」
な
ど
で
あ
ろ
う
。
あ
る
旨
趣
を
下
位
者
に
言
語
を
も
っ
て
伝
達
す
る
の
が
「
の
た
ま

ふ
」
の
本
来
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
敬
語
以
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
例
を

見
て
も
、
話
し
手
の
聞
き
手
に
対
す
る
礼
譲
が
重
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
用
例
に
鑑
み
て
、『
源
氏
物
語
』「
帚
木
」
の
例
は
、『
う
つ
ほ
物
語
』
に
頻
出
す
る
、

「
自
分
が
自
分
の
身
内
と
か
従
者
と
か
に
何
事
か
を
言
い
付
け
る
こ
と
を
、
尊
貴
な
身
分
の
人
を
聞
き
手

と
し
て
言
う
時
」
の
語
法 

(

①
紀
伊
の
守
が
②
空
蝉
に
対
し
て
言
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
を
③
源
氏
に
対

し
て
言
う) 

で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
例
を
含
め
て
、
「
の
た
ま
ふ
」
の
謙
譲
語
と
し
て
の
用
法
か

と
さ
れ
て
き
た
箇
所
は
、
全
て
原
田
の
い
う
語
法
の
範
疇
に
収
ま
る
の
で
あ
り
、『
大
和
物
語
』
の
当
該
例

は
そ
の
よ
う
な
語
法
に
な
っ
て
い
な
い
以
上
、
通
常
の
尊
敬
語
と
し
て
の
「
の
た
ま
ふ
」
で
あ
る
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
柿
本
の
よ
う
に
、
問
題
の
箇
所
を
受
手
尊
敬
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
し
て
当
該
本
文
の
「
の
た
ま
へ
り
け
る
」
が
通
常
の
為
手
尊
敬
を
表
す
用
法
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
、
む
し
ろ
『
大
和
物
語
』
に
お
い
て
敬
語
が
一
切
用
い
ら
れ
な
い
在
中
将
で
は
な
く
、
二
条
后
の
動
作

で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

ま
た
、
「
を
こ
せ
て
」
に
敬
語
が
無
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
在
中
将
の
動
作
だ
と
す
る
考
え
も
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
を
こ
せ
て
」
と
「
の
た
ま
へ
り
け
る
」
と
い
う
二
つ
の
動
作
が
連
続
し
た
た
め
、
最

初
の
敬
語
が
落
ち
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
同
様
の
例
は
『
大
和
物
語
』
中
に
少
な
い
な

が
ら
も
複
数
見
ら
れ
る
。 

 

三
段 

 
 

故
源
大
納
言
、
…(

中
略)

…
や
な
ぎ
の
し
な
ひ
、
も
の
よ
り
け
に
な
が
き
な
ん
、
こ
の
い
ゑ
に
あ
り
け

る
を
ゝ
り
て
、 

 
 
 
 

あ
を
や
ぎ
の
い
と
う
ち
は
へ
て
の
ど
か
な
る
は
る
日
し
も
こ
そ
お
も
ひ
い
で
け
れ 

 
 

と
て
な
む
や
り
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
い
と
に
な
く
め
で
ゝ
、
の
ち
ま
で
な
む
か
た
り
け
る
。 



59 

 

  
百
四
十
二
段 

故
宮
す
ん
ど
こ
ろ
の
御
あ
ね
、
…(

中
略)

…
む
め
の
は
な
を
ゝ
り
て
、
又
、 

 
 
 
 

か
ゝ
る
か
の
秋
も
か
は
ら
ず
に
ほ
ひ
せ
ば
は
る
こ
ひ
し
て
ふ
な
が
め
せ
ま
し
や 

 
 

と
よ
み
た
ま
へ
り
９

け
る
。 

  

三
段
は
故
大
納
言
源
清
蔭
の
、
百
四
十
二
段
は
故
御
息
所
の
姉
の
動
作
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
部
分
で

は
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
直
後
の
敬
語
と
の
重
複
を
嫌
っ
て
か
、
歌
を
詠
む
直
前
の
動
作
に
は
敬
語

が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
貴
顕
の
動
作
で
あ
っ
て
も
、
敬
語
の
重
複
を
避
け
る
た
め
に

そ
れ
が
適
宜
省
略
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
得
る
こ
と
で
あ
り
、
当
該
本
文
の
「
お
こ
せ
て
」
も

同
様
に
考
え
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
、『
大
和
物
語
』
お
よ
び
同
時
代
の
作
品
の
敬
語
法
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
詠
歌
主
体
を
在
中
将
と

考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
の
「
思
ひ
あ
ら
ば
」
歌
は
、

『
伊
勢
物
語
』
の
描
写
と
異
な
り
、
二
条
后
が
在
中
将
に
詠
み
か
け
た
も
の
と
し
て
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

  

三
、
「伊
勢
」と
「大
和
」の
先
後
関
係 

  

次
に
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
お
よ
び
七
十
六
段
と
、
前
節
で
検
討
し
た
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
と
の

書
承
関
係
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
大
和
物
語
』
の
当
該
章
段
は
、『
伊
勢
物

語
』
の
両
章
段
を
合
体
さ
せ
た
か
の
よ
う
な
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
節
で
言
及
し
た
「
思
ひ
あ
ら

ば
」
歌
を
含
む
『
伊
勢
物
語
』
三
段
の
末
尾
に
あ
る
、「
二
條
の
き
さ
き
の
、
ま
だ
み
か
ど
に
も
つ
か
う
ま

つ
り
た
ま
は
で
、
た
ゞ
人
に
て
お
は
し
ま
し
け
る
時
の
こ
と
也
」
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
は
、『
大
和
物
語
』

本
文
中
に
も
ほ
ぼ
同
じ
形
で
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
書
承
関
係
に
つ
い
て
種
々
の
論
考
が
あ
る
。
本
稿
で

も
、
先
行
研
究
を
適
宜
俎
上
に
の
せ
つ
つ
、
そ
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

 

『
伊
勢
物
語
』
の
古
注
釈
を
繙
い
て
み
る
と
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
の
「
二
條
の
き
さ
き
の
…
」
と
い
う

本
文
に
つ
い
て
、
夙
に
指
摘
の
あ
る
こ
と
が
分
か
る
１
０

。 

  
 

物
語
の
作
者
、
其
人
を
書
あ
ら
は
し
た
る
詞
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』) 

物
語
ノ
作
者
ガ
、
前
ヲ
訓
釈
ス
ル
也
。
聊
、
業
平
ヲ
イ
タ
ハ
リ
テ
、
タ
ダ
ウ
ド
ニ
テ
、
オ
ハ
シ
マ
ス
時

ト
云
リ
。
又
實
ニ
ハ
、
タ
ヾ
人
ニ
テ
、
オ
ハ
シ
マ
ス
時
ナ
ル
ベ
シ
。 

 
 

(

『
伊
勢
物
語
惟
清
抄
』) 

作
者
註
な
り
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

『
勢
語
臆
断
』) 

 

以
上
の
よ
う
に
、
中
世
の
い
わ
ゆ
る
「
旧
注
」
を
代
表
す
る
『
伊
勢
物
語
愚
見
抄
』
を
は
じ
め
、
近
世
「
新

注
」
の
嚆
矢
で
あ
る
契
沖
の
『
勢
語
臆
断
』
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
を
作
者
の
自
注
で
あ
る
と
す
る
説
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
る
に
、
賀
茂
真
淵
の
『
伊
勢
物
語
古
意
』
に
お
い
て
、 

 

こ
は
後
人
の
裏
書
也
。
…(

中
略)

…
本
文
は
た
と
ひ
業
平
朝
臣
の
哥
を
挙
る
も
端
書
を
異
に
し
、
又
名

を
出
せ
る
人
を
ば
時
世
官
位
を
さ
へ
い
と
こ
と
に
書
か
へ
て
必
其
人
に
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
書
た
る
を
、

か
く
定
々
と
后
の
御
名
を
出
せ
る
事
、
此
文
の
旨
に
大
に
そ
む
け
り
。 
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と
さ
れ
て
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
後
人
の
注
記
で
あ
る
と
す
る
考
え
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
、
章
段
じ
た
い
の
成
立
と
関
わ
ら
せ
て
体
系
的
に
論
じ
た
の
が
片
桐
洋
一
で
あ
り
、『
伊

勢
物
語
の
新
研
究
』
１
１

に
お
い
て
、「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
存
「
伊
勢
物
語
」
の
第
三
段
が
完
全
に
出
来

上
が
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
、
そ
の
段
末
注
を
冒
頭
に
本
文
化
し
て
「
大
和
物
語
」
第
一
六
一
段
が
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
爾
来
、『
伊
勢
物
語
』
成
立
に
つ
い
て
の
最
新
の
論
考
の
一

つ
で
あ
る
妹
尾
好
信
の
説
な
ど
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
１
２

。
現
在
の
研
究
に
お
い
て
は
、『
伊
勢
物
語
』
三

段
が
成
立
し
、
そ
の
後
そ
れ
に
注
記
的
本
文
が
追
加
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
基
に
し
て
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一

段
が
成
立
し
た
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
理
解
に
な
っ
て
い
る
と
思
し
い
。 

 

し
か
し
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
に
、
全
く
何
も
介
さ
ず
に
二
条
后
物
語
と
し
て
読
め
る
よ
う
な
注
が
付
さ

れ
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
稿
者
の
見
解
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。 

 

『
伊
勢
物
語
』
に
は
、
三
段
の
他
に
も
、
登
場
人
物
の
具
体
的
な
名
前
を
明
ら
か
に
す
る
記
述
が
あ
り
、

そ
れ
ら
は
後
人
に
よ
る
注
記
的
な
本
文
で
は
な
い
か
、
と
疑
わ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
そ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
、
物
語
本
文
か
、
あ
る
い
は
現
存
す
る
他
の
資
料
か
ら
、
類
推
・
比
定
し
得
る
と
い
う
特
徴

が
あ
る
。
例
え
ば
、
六
十
九
段
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
注
記
的
本
文
が
あ
る
。 

 

齊
宮
は
水
の
お
の
御
時
、
文
徳
天
皇
の
御
む
す
め
、
こ
れ
た
か
の
み
こ
の
い
も
う
と
。 

 

 

こ
の
記
述
は
、
男
を
業
平
と
考
え
た
と
き
、
そ
の
当
時
の
帝
と
斎
宮
を
考
え
れ
ば
、
自
動
的
に
導
き
出
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
同
じ
歌
が
『
古
今
集
』
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
業
平
と
時
の
斎
宮
恬
子
内
親
王
の
恋

物
語
と
し
て
読
ま
れ
る
可
能
性
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
内
包
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
、
主
に
系
図
の
上
か
ら
辿
り
得
る
も
の
の
他
、
百
二
段
の
本
文
な
ど
は
、
物
語
の
内
容
か
ら
、
登

場
人
物
が
自
ず
か
ら
推
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

む
か
し
、
お
と
こ
、
有
け
り
。
う
た
は
よ
ま
ざ
り
け
れ
ど
、
世
中
を
思
し
り
た
り
け
り
。
①

あ
て
な
る

女
の
あ
ま
に
な
り
て
世
中
を
思
う
ん
じ
て
、
京
に
も
あ
ら
ず
、
②

は
る
か
な
る
山
ざ
と
に
す
み
け
り
。

③

も
と
し
ぞ
く
な
り
け
れ
ば
、
よ
み
て
や
り
け
る
、 

 

そ
む
く
と
て
雲
に
は
の
ら
ぬ
物
な
れ
ど
世
の
う
き
こ
と
ぞ
よ
そ
に
な
る
て
ふ 

と
な
ん
い
ひ
や
り
け
る
。
斉
宮
の
宮
也
。 

  

こ
の
章
段
の
末
尾
、「
斉
宮
の
宮
也
」
と
は
、
斎
宮
で
あ
っ
た
内
親
王
で
、
恬
子
内
親
王
を
指
す
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
登
場
す
る
「
女
」
が
「
斉
宮
の
宮
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
根
拠
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

波
線
を
付
し
た
三
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
①
「
あ
て
な
る
女
の
あ
ま
に
な
り
て
」
に
つ
い
て
は
、
百
四
段
に
「
こ

と
な
る
こ
と
な
く
て
あ
ま
に
な
れ
る
人
」
と
い
う
類
似
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
三
巻
本
『
枕
草
子
』
に

お
け
る
「
宮
仕
へ
所
は
、
…
斎
院
。
罪
深
か
な
れ
ど
、
を
か
し
。」
な
ど
の
記
述
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
斎

宮
・
斎
院
と
い
っ
た
神
に
奉
仕
す
る
場
所
が
仏
事
を
忌
む
べ
き
所
で
あ
っ
た
た
め
、「
罪
深
」
い
所
で
あ
り
、

そ
の
任
を
解
か
れ
た
斎
王
が
落
飾
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
記
述
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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②
の
「
は
る
か
な
る
山
ざ
と
に
す
み
け
り
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
は
、
出
家
し
た
兄
惟
喬
親
王
と
と
も
に
、

内
親
王
が
小
野
に
住
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
１
３

。
③
の
「
も
と
し

ぞ
く
な
り
け
れ
ば
」
と
い
う
記
述
も
、
業
平
の
高
貴
な
女
性
の
親
族
と
い
う
こ
と
で
、
女
に
恬
子
内
親
王
を

比
定
す
る
支
柱
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
他
に
六
段
の
長
大
な
注
記
的
本
文
な
ど
も
、
仮

に
こ
れ
を
後
人
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
と
き
、
既
に
二
条
后
物
語
と
し
て
人
々
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
四

段
・
五
段
の
直
後
に
位
置
し
、
か
つ
「
女
の
え
う
ま
じ
か
り
け
る
を
、
と
し
を
へ
て
よ
ば
ひ
わ
た
り
け
る
を
」

と
い
う
叙
述
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
「
女
」
は
二
条
后
で
あ
る
と
導
く
こ
と
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
可
能
で
あ
ろ

う
。 

 

人
物
名
を
明
ら
か
に
す
る
箇
所
に
は
、
物
語
成
立
の
当
初
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
本
文
と
、
後
人
に

よ
る
注
記
で
あ
る
ら
し
い
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
最
大
限
範
囲
を
広
め
て
調

査
し
て
も
、
ほ
ぼ
内
部
も
し
く
は
外
部
に
徴
証
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
三
段
に
は
、「
む

か
し
、
お
と
こ
、
あ
り
け
り
。
け
さ
う
じ
け
る
女
の
も
と
に
、
ひ
じ
き
も
と
い
ふ
も
の
を
や
る
と
て
」
と
い

う
簡
単
な
地
の
文
の
み
し
か
見
え
ず
、
い
か
に
四
段
・
五
段
に
隣
接
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
だ
け
で

は
二
条
后
に
関
連
す
る
注
記
は
生
ま
れ
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
と
き
、「
二
条
后
の
…
」
と
い
う
本
文
は
何
ら
か
の
典
拠
が
あ
っ
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
一
の
記
述
を
持
つ
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
の
が

最
も
適
当
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
片
桐
の
議
論
は
、
こ
れ
ら
の
章
段
の
み
に
留

ま
ら
ず
、『
伊
勢
物
語
』
全
体
の
成
立
に
か
か
わ
る
問
題
を
孕
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
吉

山
裕
樹
の
所
説
を
も
併
せ
て
と
り
あ
げ
つ
つ
、
次
節
で
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

  

四
、
「大
和
」先
行
説
と
そ
の
問
題 

 

平
安
末
期
に
始
ま
る
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
我
々
が
今
目
に
す
る
よ
う
な
形
の
『
伊
勢
物
語
』
は
、
一

回
的
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
何
人
か
の
手
に
よ
っ
て
段
階
的
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
片
桐
洋
一
の
説
は
、『
古
今
集
』
の
資
料
と
な
っ
た
か
な
り
古

い
章
段
と
、
そ
の
後
に
成
立
し
た
比
較
的
古
い
章
段
、
そ
し
て
『
在
中
将
集
』
な
ど
業
平
私
家
集
が
編
ま
れ

た
時
期
に
至
っ
て
も
存
在
し
て
い
な
い
か
な
り
新
し
い
章
段
と
、
お
お
ま
か
に
三
段
階
ほ
ど
に
そ
の
成
立

時
期
を
区
切
っ
て
立
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
１
４

。
就
中
、
当
時
の
人
々
が
業
平
の
実
作
か
否
か
を
選
定
す

る
よ
う
な
客
観
的
な
視
点
は
持
ち
得
な
か
っ
た
と
断
じ
、
業
平
私
家
集
に
採
ら
れ
て
い
な
い
歌
を
含
ん
だ

章
段
は
全
て
、
そ
れ
が
編
ま
れ
た
以
降
に
成
立
し
た
も
の
だ
と
す
る
点
が
片
桐
説
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、

現
行
の
成
立
論
の
中
で
、
最
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。 

 

こ
の
、
い
わ
ゆ
る
段
階
的
成
立
論
に
沿
っ
て
考
え
る
と
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
の
本
文
は
『
在
中
将
集
』

を
は
じ
め
と
す
る
業
平
私
家
集
に
見
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
以
降
の
、
か
な
り
新
し
い
時
代
の
成
立
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
、
注
記
的
な
本
文
は
、
そ
の
さ
ら
に
後
に
書
か
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
そ
の
一
方
で
、
片
桐
は
注
記
的
本
文
を
含
ん
だ
『
伊
勢
物
語
』
三
段
を
『
大
和
物
語
』
の
典
拠
と
し
て

捉
え
て
お
り
、
こ
の
視
点
か
ら
考
え
る
と
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
は
、『
大
和
物
語
』
を
撰
集
資
料
と
し
て
い

る
『
在
中
将
集
』
よ
り
も
前
の
成
立
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
こ
に
片
桐
の
論
の
矛
盾
が
存
在

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
図
示
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 
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① 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
在
中
将
集
』
→
『
伊
勢
物
語
』
三
段
→
三
段
注
記
的
本
文 

②
『
伊
勢
物
語
』
三
段
→
三
段
注
記
的
本
文
→
『
大
和
物
語
』
→
『
在
中
将
集
』 

※
①
は
段
階
的
成
立
論
に
従
っ
た
場
合 

②
は
『
大
和
物
語
』
と
の
関
わ
り
で
片
桐
が
述
べ
た
説
に
立
脚
し
た
場
合 

 

こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
解
決
す
べ
く
、
吉
山
裕
樹
は
、「
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
→
『
在
中
将
集
』
→
注

記
的
本
文
を
含
ん
だ
『
伊
勢
物
語
』
三
段
」
と
い
う
過
程
を
想
定
し
、
以
下
の
よ
う
に
論
究
し
て
い
る
１
５

。 

 

い
わ
ゆ
る
伊
勢
物
語
三
元
的
成
立
論
で
は
、
…(

中
略)

…
伊
勢
物
語
３
段
は
第
三
次
成
立
の
章
段
と
さ

れ
て
い
る
。
伊
勢
３
段
で
は
「
思
ひ
あ
ら
ば
」
の
歌
は
明
ら
か
に
男
の
歌
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
在
中
将
集
編
纂
時
に
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
当
然
採
歌
さ
れ
る
は
ず
で
、
そ
う
な
っ
て
い
な

い
の
は
、
や
は
り
在
中
将
集
編
纂
時
に
は
伊
勢
３
段
は
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。 

し
か
し
、
…(

中
略)

…
大
和
物
語
１６１
段
は
在
中
将
集
編
纂
時
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
と
す
れ
ば
、
伊
勢
物
語
３
段
か
ら
大
和
物
語
１６１
段
前
半
部
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
逆
に
大
和
か
ら
伊
勢
物
語
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

  

か
よ
う
な
吉
山
の
議
論
に
従
っ
た
場
合
、
『
在
中
将
集
』
に
歌
が
採
ら
れ
て
い
な
い
『
伊
勢
物
語
』
の
章

段
は
全
て
新
し
い
時
期
の
成
立
で
あ
る
と
す
る
片
桐
の
成
立
論
に
整
合
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
も

な
お
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
見
え
て
く
る
。
ま
ず
一
つ
目
が
、『
大
和
物
語
』
を
も
と
に
し
て
『
伊
勢
物

語
』
の
本
文
が
注
記
的
な
部
分
を
含
め
て
一
回
的
に
成
立
し
た
と
す
る
な
ら
ば(

後
掲
引
用
参
照)

、『
伊
勢

物
語
』
に
お
い
て
「
二
条
后
の
…
」
以
下
の
本
文
が
末
尾
に
現
れ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
先
に
示
し
た
『
伊
勢
物
語
』
七
十
六
段
も
、
こ
れ
が
『
古
今
和
歌
集
』
八
七
一
に
、 

 

二
条
の
き
さ
き
の
ま
だ
東
宮
の
み
や
す
ん
ど
こ
ろ
と
申
し
け
る
時
に
お
ほ
は
ら
の
に
ま
う
で
た

ま
ひ
け
る
日
よ
め
る 

 
 
 
 
 

な
り
ひ
ら
の
朝
臣 

 
 

お
ほ
は
ら
や
を
し
ほ
の
山
も
け
ふ
こ
そ
は
神
世
の
事
も
思
ひ
い
づ
ら
め 

 

と
い
っ
た
形
で
典
拠
を
持
つ
た
め
に
そ
の
詞
書
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
本
文
と
な
っ
て
お
り
、
も
し

三
段
の
典
拠
と
し
て
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
が
既
に
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
同
様
に
「
二
条
后
」

と
い
う
実
名
を
地
の
文
の
中
で
現
す
の
が
自
然
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
吉
山
は
「
伊
勢
３
段
で
は
「
思
ひ
あ
ら
ば
」
の
歌
は
明
ら
か
に
男
の
歌
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
在
中
将
集
編
纂
時
に
成
立
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
当
然
採
歌
さ
れ
る
は
ず
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
本

稿
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
『
大
和
物
語
』
に
お
い
て
当
該
歌
の
詠
者
が
二
条
后
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
こ

と
と
併
せ
て
考
え
た
場
合
、
こ
の
指
摘
に
も
疑
問
が
生
じ
て
く
る
。 

 

『
在
中
将
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
歌
の
う
ち
、『
大
和
物
語
』
の
み
な
ら
ず
、『
伊
勢
物
語
』
や
勅
撰
集

に
も
重
載
さ
れ
て
い
る
歌
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詞
書
の
多
く
が
『
大
和
物
語
』
に
拠
っ
て
お
り
、『
在
中
将

集
』
編
者
が
こ
の
物
語
を
か
な
り
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
知
さ
れ
る
。 

 

例
え
ば
、『
在
中
将
集
』
六
番
歌
の
詞
書
を
見
る
と
１
６

、 

  
 
 
 

き
さ
い
の
宮
の
菊
め
し
け
る
に
、
ほ
り
て
た
て
ま
つ
る
と
て 
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う
へ
し
う
へ
は
秋
な
き
時
や
さ
か
ざ
ら
む
花
こ
そ
ち
ら
め
ね
さ
へ
か
れ
め
や 

 

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
『
伊
勢
物
語
』
や
『
古
今
集
』
に
も
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

詠
作
事
情
が
「
人
の
せ
ん
ざ
い
に
き
く
う
へ
け
る
」(

『
伊
勢
物
語
』)

時
の
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
傍
線
を
付
し
た
「
き
さ
い
の
宮
の
菊
め
し
け
る
に
」
と
い
う
内
容
に
合
致
す
る
の
は
『
大
和
物
語
』

百
六
十
三
段
の
、「
き
さ
い
の
宮
よ
り
き
く
め
し
け
れ
ば
」
の
み
で
あ
る
。 

 

二
条
后
以
外
の
女
性
と
の
贈
答
に
目
を
向
け
て
み
て
も
、
例
え
ば
、
『
在
中
将
集
』
十
一
～
十
二
番
の
、 

  
 
 
 

そ
め
ど
の
ゝ
内
侍
の
許
に
か
よ
ひ
け
る
こ
ろ
、
女 

 
 

あ
き
は
ぎ
を
い
ろ
ど
る
風
の
ふ
き
ぬ
れ
ば
人
の
心
も
う
た
が
は
れ
け
り 

 
 
 
 

返
し 

 
 

秋
は
ぎ
を
い
ろ
ど
る
風
は
ふ
き
ぬ
と
も
こ
ゝ
ろ
は
か
れ
じ
草
葉
な
ら
ね
ば 

 

と
い
う
贈
答
に
お
い
て
、『
後
撰
集
』
で
は
特
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
贈
歌
の
詠
者
を
、『
大
和
物
語
』
と
同

様
に
染
殿
の
内
侍
と
し
て
い
る
こ
と
も
、
勅
撰
集
よ
り
も
『
大
和
物
語
』
の
記
述
を
優
先
し
て
い
る
明
証
と

な
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、『
在
中
将
集
』
に
お
い
て
は
、『
大
和
物
語
』
を
、
勅
撰
集
や
『
伊
勢
物
語
』
と
同
等
か
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
重
視
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
１
７

。「
思
ひ
あ
ら
ば
」
歌
に
つ
い
て
も
、
現
代

の
我
々
以
上
に
敬
語
法
に
敏
感
で
あ
っ
た
当
時
の
人
々
が
『
大
和
物
語
』
で
は
二
条
后
に
よ
る
詠
作
で
あ
っ

た
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
想
定
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
あ
っ
て
み
れ
ば
、『
伊
勢
物
語
』
三
段

に
男
の
詠
作
と
し
て
こ
の
歌(

お
よ
び
注
記
的
本
文)

が
既
に
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、『
大
和
物
語
』
に

お
い
て
在
中
将
の
歌
と
贈
答
の
関
係
に
な
っ
て
い
な
い
当
該
歌
を
、『
在
中
将
集
』
で
は
採
ら
な
い
と
い
う

こ
と
は
き
わ
め
て
自
然
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
吉
山
は
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
の
本
文
が
『
大
和
物
語
』
の
百
六
十
一
段
に
拠
っ
て
い
る
と
の
仮

定
に
立
脚
し
つ
つ
、
そ
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

大
和
物
語
で
は
、
二
条
后
の
歌
と
も
在
中
将
の
歌
と
も
解
釈
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
、
伊

勢
物
語
３
段
の
作
者
は
、
在
中
将
の
歌
と
判
断
し
て
「
男
」
の
歌
と
し
、
実
名
表
記
は
章
段
末
尾
に
回

わ
す
方
針
に
よ
っ
て
三
段
を
形
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
指
摘
に
つ
い
て
も
、
既
に
検
討
し
た
通
り
、
当
時
の
敬
語
法
に
忠
実
に
解
釈
す
れ
ば
、『
大
和
物
語
』

に
お
け
る
「
思
ひ
あ
ら
ば
」
歌
の
詠
者
は
二
条
后
で
あ
る
と
す
べ
き
で
あ
り
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
の
作
者

が
そ
れ
を
誤
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。『
伊
勢
物
語
』
に
先
立
っ
て
『
大
和
物
語
』
の

当
該
章
段
が
存
在
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
吉
山
の
言
う
よ
う
な
『
大
和
物
語
』
が
『
伊
勢
物
語
』
に
先
行
す
る
、
と
い
う
可
能

性
も
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
章
段
群
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
、
現
行

の
諸
説
に
と
ら
わ
れ
ず
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

  

五
、
「伊
勢
」か
ら
「大
和
」へ
、
そ
し
て
再
び
「伊
勢
」へ 
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こ
こ
ま
で
、
注
記
的
本
文
を
含
ん
だ
『
伊
勢
物
語
』
三
段
、
お
よ
び
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
の
生
成

過
程
に
つ
い
て
、
従
来
の
説
を
批
判
し
つ
つ
考
察
し
て
き
た
。
稿
者
の
考
え
で
は
、
片
桐
説
・
吉
山
説
い
ず

れ
も
当
た
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
『
伊
勢
物
語
』
三
段
の
本
文
が
ま
ず
成
立
し
、
そ
れ

を
『
大
和
物
語
』
が
詠
者
を
反
転
さ
せ
る
と
い
う
創
意
を
見
せ
つ
つ
取
り
込
み
、『
大
和
物
語
』
に
お
け
る

｢

二
条
の
き
さ
い
の
…｣

と
い
う
本
文
が
『
伊
勢
物
語
』
三
段
に
付
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え

を
提
示
し
た
い
。『
伊
勢
物
語
』
に
存
在
し
な
が
ら
も
、
こ
の
歌
が
『
在
中
将
集
』
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
の

は
、『
伊
勢
物
語
』
と
『
大
和
物
語
』
と
で
詠
者
が
逆
で
あ
り
、『
在
中
将
集
』
編
者
が
、
他
の
歌
と
同
様
に

『
大
和
物
語
』
の
記
述
を
優
先
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
推
測
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。 

『
大
和
物
語
』
の
「
在
中
将
章
段
」
に
は
、『
伊
勢
物
語
』
四
段
や
五
段
の
よ
う
な
、
二
条
后
物
語
の
中

核
を
な
す
物
語
が
一
切
採
ら
れ
て
お
ら
ず
、
既
に
二
条
后
物
語
と
し
て
人
々
に
知
ら
れ
て
い
た
章
段
を
避

け
、
そ
れ
ら
以
外
か
ら
二
条
后
物
語
を
拡
大
す
る
と
い
っ
た
方
法
が
選
ば
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、『
伊
勢

物
語
』
三
段
を
摂
取
し
た
の
も
、
既
に
二
条
后
物
語
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
四
段
・
五
段
に
隣
接
す
る
こ

の
段
の
歌
を
、
二
条
后
の
詠
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
取
り
込
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
思
ひ
あ
ら
ば
」
の
歌
が
『
伊
勢
物
語
』
で
は
男
の
歌
と
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
『
大
和
物
語
』
で
は

二
条
后
の
歌
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
歌
が
元
来
女
の
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
と
い
う

指
摘
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
吉
山
が
、 

  
 

念
人

お
も
ふ
ひ
と 

将
来
跡
知
者

こ

む

と

し

り

せ

ば 

八
重
六
倉

や

へ

む

ぐ

ら 

覆
庭
尓

お
ほ
へ
る
に
は
に 

珠
布
益
乎

た
ま
し
か
ま
し
を 

 
 

玉
敷
有

た

ま

し
け

る 

家
毛
何
将
為

い

へ

も

な

に

せ

む 

八
重
六
倉

や

へ

む

ぐ

ら 

覆
小
屋
毛

お
ほ
へ
る
を
や
も 

妹
与
居
者

い
も
と
を
り
て
ば 

(

万
葉･

巻
十
一･
二
八
三
四
～
二
八
三
五) 

 
 
 
 

ひ
さ
し
う
と
は
ざ
り
け
る
人
の
、
思
ひ
い
で
て
、
こ
よ
ひ
ま
う
で
こ
ん
か
ど
さ
さ
で
あ
ひ
ま
て
と

申
し
て
、
ま
で
こ
ざ
り
け
れ
ば 

 
 
 
 

よ
み
人
し
ら
ず 

 
 

や
へ
む
ぐ
ら
さ
し
て
し
門
を
今
更
に
何
に
く
や
し
く
あ
け
て
ま
ち
け
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

後
撰
集･

巻
十
四･

恋
六･

一
〇
五
五) 

 

な
ど
と
い
っ
た
例
を
引
き
合
い
に
出
し
、
当
該
歌
の
「
葎
の
宿
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、 

  
 

「
恋
」
の
歌
に
用
い
ら
れ
る
と
、
…(

中
略)

…
女
が
男
を
自
分
の
家
に
待
つ
と
云
う
イ
メ
ー
ジ
が
付
随

し
て
お
り
、
女
の
発
想
に
よ
る
も
の
と
言
う
事
が
で
き
よ
う
。 

 

と
述
べ
、『
大
和
物
語
』
当
該
章
段
に
つ
い
て
も
、 

  
 

「
思
ひ
あ
ら
ば
」
の
歌
が
『
大
和
物
語
』
で
は
「
二
条
の
后
」
の
詠
ん
だ
も
の
と
も
捉
え
得
る
事
、
ま

た
「
葎
の
宿
」
が
女
の
発
想
で
あ
る
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
…(

中
略)

…
「
玉
の
台
」
に
ふ
さ
わ
し

い
「
二
条
の
后
」
の
口
か
ら
「
葎
の
宿
」
と
云
う
こ
と
ば
が
で
て
く
る
所
に
、「
思
ひ
あ
ら
ば
」
の
歌

の
眼
目
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

と
す
る
１
８

ほ
か
、
片
桐
洋
一
も
、 

  
 

金
殿
玉
楼
を
棄
て
て
「
葎
の
宿
に
寝
る
こ
と
を
厭
わ
ぬ
」
と
い
う
次
の
句(

稿
者
注:

二
句
目)

の
表
現
は
、
権
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門
の
子
女
で
后
が
ね
と
目
さ
れ
て
い
た
人
に
対
し
て
業
平
が
言
う
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。 

 

と
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
１
９

。『
伊
勢
物
語
』
三
段
で
は
、
あ
る
若
い
男
が
自
ら
の
思
い
を
表
白
し
た
、

ひ
た
む
き
な
心
情
を
描
き
出
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
が
、『
大
和
物
語
』
作
者
は
、
在
中
将
か
ら
二
条

后
へ
の
懸
想
ば
か
り
を
描
く
『
伊
勢
物
語
』
の
記
述
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
こ
の
「
思
ひ
あ
ら
ば
」
歌
を
右
に

述
べ
た
よ
う
な
発
想
か
ら
二
条
后
の
歌
と
し
て
取
り
こ
み
、
二
条
后
自
身
が
、「
駆
け
落
ち
も
辞
さ
な
い
と

い
う
覚
悟
の
ほ
ど
を
表
明
し
」
２
０

た
も
の
と
し
て
一
章
段
を
構
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
該
章
段
の
後
半

部
は
『
伊
勢
物
語
』
で
は
七
十
六
段
に
相
当
す
る
が
、
こ
こ
で
、『
伊
勢
物
語
』
の
伝
え
と
異
な
り
、「
む
か

し
を
お
ぼ
し
い
で
ゝ
、
お
か
し
と
お
ぼ
し
け
り
」
と
、
二
条
后
の
感
懐
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
も
、『
伊
勢

物
語
』
に
は
書
か
れ
得
な
か
っ
た
二
条
后
の
思
い
を
描
き
出
す
こ
と
に
眼
目
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
か

へ
し
を
人
な
む
わ
す
れ
に
け
る
」
と
い
う
言
辞
に
つ
い
て
は
、
「
思
ひ
あ
ら
ば
」
と
「
大
原
や
」
の
歌
を
、

あ
た
か
も
二
条
后
と
在
中
将
と
の
贈
答
で
あ
る
か
の
よ
う
に
仕
立
て
、
二
つ
の
小
話
を
ス
ム
ー
ズ
に
繋
げ

る
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

ま
た
、『
大
和
物
語
』
に
お
け
る
他
の
二
条
后
関
連
章
段
、
一
六
二
～
一
六
三
段
と
も
併
せ
て
考
え
た
と

き
、
こ
れ
ら
の
章
段
に
共
通
す
る
手
法
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

〈
『
大
和
物
語
』
百
六
十
二
段
〉 

 
 
 
 
 
 
 

〈『
伊
勢
物
語
』
百
段
〉 

又
、
ざ
い
中
将
、
内
に
さ
ぶ
ら
ふ
に
、
宮
す
ん 

 

む
か
し
、
お
と
こ
、
後
涼
殿
の
は
ざ
ま
を
わ
た
り 

所
の
御
か
た
よ
り
、
わ
す
れ
ぐ
さ
を
な
む
「
こ
れ 

 

け
れ
ば
、
あ
る
や
む
ご
と
な
き
人
の
御
つ
ぼ
ね
よ
り 

は
な
に
と
か
い
ふ
」
と
て
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、 

 
 

わ
す
れ
ぐ
さ
を
、
「
し
の
ぶ
ぐ
さ
と
や
い
ふ
」
と
て
、 

中
将
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

い
だ
さ
せ
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、
た
ま
は
り
て
、 

 
 

わ
す
れ
ぐ
さ
お
ふ
る
の
べ
と
は
み
る
ら
め
ど 

 
 

忘
草
お
ふ
る
の
べ
と
は
見
る
ら
め
ど 

 
 

こ
は
し
の
ぶ
な
り
の
ち
も
た
の
ま
む 

(

後
略)  

 
 

こ
は
し
の
ぶ
な
り
の
ち
も
た
の
ま
ん 

  

こ
れ
は
『
伊
勢
物
語
』
百
段
が
二
条
后
物
語
と
し
て
『
大
和
物
語
』
百
六
十
二
段
に
採
ら
れ
て
い
る
も
の

で
、「
後
涼
殿
」
に
あ
る
「
あ
る
や
む
ご
と
な
き
人
の
御
つ
ぼ
ね
」
と
い
う
表
現
が
二
条
后
を
想
起
さ
せ
る

も
の
で
あ
り
、「
忘
れ
草
」
の
和
歌
も
、
二
人
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

〈『
大
和
物
語
』
百
六
十
三
段
〉 

 
 
 
 

 
 
 

〈『
伊
勢
物
語
』
五
十
一
段
〉 

ざ
い
中
将
に
、
き
さ
い
の
宮
よ
り
き
く
め
し 

 
 

昔
、
お
と
こ
、
人
の
せ
ん
ざ
い
に
き
く
う
へ
け 

け
れ
ば
、
た
て
ま
つ
り
け
る
つ
い
で
に
、 

 
 
 

る
に
、 

う
へ
し
う
へ
ば
秋
な
き
時
や
さ
か
ざ
ら
む 

 
 
 

う
へ
し
う
へ
ば
秋
な
き
時
や
さ
か
ざ
ら
ん 

 
 

は
な
こ
そ
ち
ら
め
ね
さ
へ
か
れ
め
や 

 
 
 
 
 

花
こ
そ
ち
ら
め
ね
さ
へ
か
れ
め
や 

と
か
い
つ
け
て
た
て
ま
つ
り
け
る
。 

  

『
伊
勢
物
語
』
五
十
一
段
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
二
条
后
物
語
と
読
み
に
く
い
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
段
の

和
歌
が
そ
れ
ぞ
れ
「
ひ
じ
き
」「
忘
れ
草
」
に
寄
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
と
同
様
、「
菊
」
と
い
う
植
物
に
寄

せ
た
歌
で
あ
る
点
、
ま
た
「
花
こ
そ
ち
ら
め
ね
さ
へ
か
れ
め
や
」
と
い
う
下
句
に
入
内
後
も
な
お
相
手
の
女

を
思
う
、
と
い
う
寓
意
を
読
み
と
れ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
２
１

、『
大
和
物
語
』
が
積

極
的
に
二
条
后
物
語
に
組
み
込
ん
で
い
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 
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こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、『
大
和
物
語
』
で
は
『
伊
勢
物
語
』
に
存
在
す
る
、「
二
条
后
物
語
」
と
し
て
読
み

得
る
章
段
に
「
二
条
后
」
の
名
を
明
記
し
て
取
り
込
み
、
歌
語
り
と
し
て
の
興
味
を
追
求
し
た
、
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。『
伊
勢
物
語
』
三
段
も
ま
た
、
四
段
・
五
段
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
に
想
を
得
て
、『
大
和

物
語
』
百
六
十
一
段
で
「
二
条
后
物
語
」
に
取
り
こ
ま
れ
、
以
来
、「
思
ひ
あ
ら
ば
」
歌
は
、『
伊
勢
物
語
』

で
は
業
平
の
詠
と
し
て
、
『
大
和
物
語
』
で
は
二
条
后
の
詠
と
し
て
、
二
人
の
若
い
日
の
恋
情
を
歌
っ
た
、

今
日
ま
で
広
く
親
し
ま
れ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
稿
者
は
「
思
ひ
あ
ら
ば
」
歌
を
含
ん
だ
物
語
は
、
ま
ず
『
伊
勢
物
語
』
三
段
が
成
立

し
、
そ
れ
が
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
の
前
半
部
に
お
い
て
は
二
条
后
詠
と
し
て
取
り
込
ま
れ
、
そ
の
本

文
を
元
に
し
て
『
伊
勢
物
語
』
三
段
の
注
記
的
本
文
が
付
加
さ
れ
た
、
と
考
え
た
い
。 

  

六
、
結
語 

  

本
稿
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
三
段
と
『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
の
先
後
関
係
に
つ
き
、
従
来
不
審
と
さ

れ
て
き
た
敬
語
法
の
分
析
を
端
緒
に
し
て
考
察
し
た
。
そ
の
上
で
、〈
『
伊
勢
物
語
』
三
段
の
本
文
が
成
立
→

『
大
和
物
語
』
百
六
十
一
段
の
成
立
→
『
伊
勢
物
語
』
三
段
注
記
的
本
文
の
付
加
〉
と
い
う
生
成
過
程
を
想

定
す
る
こ
と
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
た
。
こ
の
よ
う
な
成
立
過
程
を
考
え
た
場
合
、『
伊

勢
物
語
』
の
成
立
論
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
片
桐
洋
一
の
段
階
的
成
立
論
も
、
見
直
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
片
桐
説
で
は
、『
在
中
将
集
』
な
ど
に
見
え
な
い
『
伊
勢
物
語
』
の
章
段
は
、

全
て
か
な
り
新
し
い
時
期
の
成
立
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
稿
者
の
説
を
と
れ
ば
、
『
伊
勢
物
語
』

三
段
は
、『
在
中
将
集
』
成
立
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
章
段
で

あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、『
平
仲
物
語
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
２
２

。 

 

又
、
こ
の
お
と
こ
、
い
ひ
み
い
は
ず
み
、
も
の
い
ひ
す
さ
ぶ
る
人
あ
り
け
り
。
さ
の
み
も
の
は
か
な
く

て
あ
り
わ
た
る
、
お
の
づ
か
ら
と
し
月
へ
に
け
り
。
お
と
こ
、
を
と
せ
ね
ば
、
女
の
も
と
よ
り
、
し
も

つ
き
の
つ
い
た
ち
の
日
い
ひ
た
る
、
と
し
は
い
く
と
せ
に
か
な
り
ぬ
る
、
と
い
ひ
た
る
に
、
あ
や
し
が

り
て
、
か
ぞ
へ
け
れ
ば
、
み
と
せ
と
い
ふ
つ
い
た
ち
の
日
に
ぞ
あ
り
け
る
。 

 
 
 
 

い
に
し
へ
の
こ
と
の
た
と
ひ
の
あ
ら
た
ま
の
と
し
の
三
と
せ
に
け
ふ
こ
そ
は
な
れ 

 
 

か
へ
し
、 

 
 
 
 

ふ
り
に
け
る
と
し
の
み
と
せ
を
あ
ら
た
め
て
わ
が
よ
の
こ
と
ゝ
み
ち
と
せ
を
ま
て 

  

男
の
贈
歌
に
お
け
る
、「
あ
ら
た
ま
の
と
し
の
み
と
せ
」
は
、『
伊
勢
物
語
』
二
十
四
段
の
、 

  
 
 
 

あ
ら
た
ま
の
年
の
三
と
せ
を
ま
ち
わ
び
て
た
ゞ
こ
よ
ひ
こ
そ
に
ゐ
ま
く
ら
す
れ 

 

を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、「
い
に
し
へ
の
こ
と
の
た
と
ひ
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
平

仲
物
語
』
の
当
該
章
段
成
立
時
、
既
に
『
伊
勢
物
語
』
二
十
四
段
の
和
歌
が
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
可

能
性
が
強
い
。
い
ま
、『
平
仲
物
語
』
の
成
立
を
九
六
〇(

天
徳
四)

年
前
後
と
見
た
場
合
２
３

、『
伊
勢
物
語
』

二
十
四
段
は
そ
れ
以
前
に
は
有
名
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
片
桐
成
立
論
に
立
脚
す

る
と
、
こ
の
章
段
は
『
在
中
将
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
業
平
私
家
集
が
編
ま
れ
て
後
の
成
立
と
な
り
、
矛
盾
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が
生
じ
て
し
ま
う
。 

 
片
桐
説
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
泰
宏
の
論
考
２
４

な
ど
で
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
も
言
え
る
が
、
未
だ
に
一

つ
一
つ
の
章
段
ご
と
の
細
や
か
な
検
討
が
充
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
今
後
も
な
お
、
ミ
ク
ロ

な
視
点
か
ら
の
検
証
を
通
し
て
、
帰
納
的
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

  

１ 

『
大
鏡
』
及
び
後
掲
『
う
つ
ほ
物
語
』
本
文
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』(

小
学
館)

の
校
訂
本
文

に
拠
る
。 

２ 

『
大
和
物
語
』
の
本
文
は
、
伝
為
家
本
の
影
印
に
拠
る
。
翻
字
に
あ
た
っ
て
、
適
宜
私
に
句
読
を
切

り
、
清
濁
を
分
か
ち
、
鉤
括
弧
を
付
す
も
の
と
す
る
が
、
そ
れ
以
外
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
基
本
的

に
底
本
の
表
記
を
保
存
し
て
あ
る
。 

３ 

底
本
、「
宮
し
ろ
」。
諸
本
に
よ
り
校
訂
し
た
。 

４ 

後
掲
す
る
片
桐
・
妹
尾
両
氏
の
研
究(

注
１
１
掲
書
お
よ
び
注
１
２
掲
書)

の
ほ
か
、
柳
田
忠
則
『
大
和

物
語
の
研
究
』(

翰
林
書
房
、
一
九
九
四
年)

や
、
猪
平
直
人
「『
大
和
物
語
』
在
中
将
章
段
考
」(

「
文

芸
研
究
」
百
五
十
一
号
、
二
〇
〇
一
年
三
月)

な
ど
。 

５ 

『
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
』(

武
蔵
野
書
院
、
一
九
八
一
年)

。 

６ 

『
源
氏
物
語
』
本
文
は
、『
大
島
本 

源
氏
物
語
』(

角
川
書
店
、
一
九
九
六
年)

に
拠
る
。
翻
字
に
あ
た

っ
て
は
、
注
２
と
同
様
の
態
度
を
と
る
。 

７ 

『
源
氏
物
語
評
釈 

一
』(

角
川
書
店
、
一
九
六
四
年)

。 

８ 

「
中
古
に
お
け
る
「
の
た
ま
ふ
」
の
意
味
―
敬
語
の
意
味
体
系
の
問
題
に
触
れ
て
―
」(

「
樟
蔭
国
文

学
」
九
号
、
一
九
七
二
年
三
月)

。 

９ 

底
本
「
ひ
」
に
同
筆
の
傍
記
で
「
へ
り
」。
大
意
に
影
響
は
無
い
の
で
こ
れ
に
従
っ
て
お
く
。 

１
０ 

『
伊
勢
物
語
』
古
注
釈
の
本
文
は
、
竹
岡
正
夫
『
伊
勢
物
語
全
評
釈
』(

右
文
書
院
、
一
九
八
七
年)

所

収
の
本
文
に
拠
る
。 

１
１ 

明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
。 

１
２ 

例
え
ば
、
妹
尾
の
一
連
の
論
考
が
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
近
時
の
著
作
『
平
安
朝
歌
物
語
の
研

究[

伊
勢
物
語
篇][

平
中
物
語
篇][

伊
勢
集
巻
頭
歌
物
語
篇]

』(

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
年)

に
お
い
て
、「『
大

和
物
語
』
の
冒
頭
表
現
が
『
伊
勢
物
語
』
を
意
識
し
つ
つ
二
人
の
実
名
を
明
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。
…(

中
略)

…
『
大
和
物
語
』
の
成
立
時
に
は
「
後
人
注
」
が
す
で
に
存
し
て
い
た
こ
と
を
意

味
す
る
。『
大
和
物
語
』
の
成
立
は
十
世
紀
後
半
の
円
融
朝
頃
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
は
「
後

人
注
」
と
さ
れ
る
部
分
も
含
め
た
『
伊
勢
物
語
』
が
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

１
３ 

山
中
智
恵
子
『
斎
宮
志 

伝
承
の
斎
王
か
ら
伊
勢
物
語
の
斎
宮
ま
で
』(

大
和
書
房
、
一
九
八
〇
年)

。

妹
尾
注
１
２
著
書
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。 

１
４ 

『
伊
勢
物
語
の
研
究 

研
究
篇
』(

明
治
書
院
、
一
九
六
八
年
二
月)

。
近
年
の
論
考
と
し
て
も
、「
業

平
集
に
見
る
伊
勢
物
語
の
形
成 

鳥
瞰
」(

『
伊
勢
物
語 

虚
構
の
成
立
』
所
収
、
竹
林
舎
、
二
〇
〇
八

年)

な
ど
が
あ
る
。 

１
５ 

「
大
和
物
語
に
お
け
る
在
中
将
・
二
条
后
説
話
と
伊
勢
物
語
」(

「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」
三
十
九

号
、
一
九
七
九
年
十
二
月)

。 

１
６ 

『
在
中
将
集
』
の
本
文
は
、
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究 

研
究
篇
』
所
収
の
翻
刻
本
文
に
拠

る
。 

１
７ 

た
だ
し
、
後
掲
す
る
『
大
和
物
語
』
百
六
十
二
段
の
「
忘
れ
草
」
歌
は
、『
在
中
将
集
』
に
お
い
て
、

「
あ
る
み
さ
う
し
よ
り
」
忘
れ
草
を
差
し
出
さ
れ
た
時
の
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、「
宮
す
ん
所
の
御
か

た
よ
り
」
と
な
っ
て
い
る
『
大
和
物
語
』
の
記
述
よ
り
も
、「
あ
る
や
む
ご
と
な
き
人
の
御
つ
ぼ
ね
よ
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り
」
と
い
う
『
伊
勢
物
語
』
の
記
述
に
近
い
。
し
か
し
、
渡
辺
泰
宏
に
よ
っ
て
『
在
中
将
集
』
の
原
態

は
小
相
公
本
『
業
平
集
』
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り(

『
伊
勢
物
語
成
立
論
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇
〇

年)

、
こ
の
小
相
公
本
の
一
部
を
留
め
て
い
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
業
平
集
』
お
よ
び
そ
の
親
本
で
あ
る

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
素
寂
本
『
業
平
集
』
の
増
補
部
で
は
、
御
息
所
の
曹
司
か
ら
忘
れ
草
が
差
し
出

さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、『
大
和
物
語
』
百
六
十
段
「
流
る
と
も
」
歌
に
つ
い
て
、『
大
和
物
語
』
で
は
染
殿
の
内
侍
に
贈

ら
れ
た
歌
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
『
在
中
将
集
』
で
「
宮
つ
か
へ
し
け
る
人
」
に
贈
ら
れ
た
歌
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
渡
辺
は
こ
れ
が
小
相
公
本
『
業
平
集
』
に
基
づ
き
『
在
中
将
集
』
が
成
立
す

る
際
に
生
じ
た
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
断
じ
て
い
る
。
小
相
公
本
の
一
部
を
留
め
て
い
る
前
記
二
本
で
は

内
侍
に
贈
ら
れ
た
歌
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
元
は
『
大
和
物
語
』
に
よ
っ
て
こ
の
歌
が
採
ら
れ

て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

１
８ 

「
葎
の
宿
―
『
伊
勢
物
語
』
三
段
の
歌
を
め
ぐ
っ
て
―
」(

「
国
文
学
攷
」
八
十
七
号
、
一
九
八
〇
年

九
月)

。 

１
９ 

注
１
１
掲
書
。 

２
０ 

妹
尾
注
１
２
掲
書
。 

２
１ 

飯
田
季
治
『
評
釋 

業
平
全
集
』(

如
山
堂
、
一
九
〇
七
年)

に
は
、 

裏
面
の
心
は
、
花
の
咲
く
と
云
ふ
を
ば
逢
瀬
の
契
に
喩
へ
、
花
こ
そ
散
ら
め
と
云
ひ
て
逢
瀬
の
契

こ
そ
は
絶
ゆ
れ
と
様
に
響
か
せ
、
根
さ
へ
枯
れ
め
や
の
根
を
ば
心
の
根
本
の
事
に
通
は
し
、
枯
れ

め
や
を
離
れ
め
や
に
云
ひ
掛
け
た
る
に
て
、
そ
の
大
意
は
、
一
と
度
君
と
契
を
こ
め
置
き
し
上
か

ら
は
、
い
か
で
か
君
を
ば
思
ひ
絶
ゆ
べ
き
、
心
に
は
只
管
に
君
に
逢
は
む
事
を
願
へ
ど
も
、
彼
の

菊
の
花
の
秋
な
き
年
に
遇
ひ
て
、
咲
か
む
と
す
る
に
咲
か
れ
ざ
る
が
如
く
、
今
は
殿
内
の
人
目
し

げ
く
し
て
、
逢
ふ
に
逢
ひ
難
き
境
遇
に
あ
る
を
如
何
に
せ
む
、
然
れ
ど
も
其
逢
瀬
の
契
こ
そ
絶
え

果
も
せ
め
、
心
の
底
ま
で
契
を
絶
つ
事
や
は
あ
る
べ
き
、
あ
は
れ
真
の
心
は
長
し
へ
に
君
が
身
辺

を
離
れ
じ
、
さ
れ
ば
君
も
我
が
心
を
ば
疑
は
ず
し
て
、
ま
た
長
し
へ
に
我
を
ば
思
ひ
給
へ
か
し
と

也
。 

 

と
あ
り
、
吉
山
注
１
５
論
文
で
も
支
持
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
当
該
歌
を
か
よ
う
に
解
釈
す
る
た
め
の
参
考
歌
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
を
挙
げ
ら
れ
よ

う
。 

あ
ひ
し
り
て
侍
る
女
の
、
人
に
あ
だ
な
た
ち
侍
り
け
る
に
、
つ
か
は
し
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
ま
れ
よ
の
朝
臣 

 
 
 

枝
も
な
く
人
に
を
ら
る
る
女
郎
花
ね
を
だ
に
の
こ
せ
う
ゑ
し
わ
が
た
め 

(

後
撰
集･

巻
十
二･

恋
四･

八
四
四) 

 

２
２ 

本
文
の
引
用
は
、
目
加
田
さ
く
を
校
注
『
平
仲
物
語 

冷
泉
為
相
卿
筆
』(

武
蔵
野
書
院
、
一
九
五
七

年
四
月)

の
影
印
に
よ
る
。
翻
字
に
あ
た
っ
て
は
、
注
２
と
同
様
の
態
度
を
と
る
。 

２
３ 

萩
谷
朴
は
、『
平
中
全
講
』(

一
九
五
九
年)

に
お
い
て
、
天
徳
三
年
か
ら
康
保
二
年
の
間
と
推
定
し
、

妹
尾
好
信
も
注
１
２
掲
書
に
お
い
て
、
平
時
経
が
子
の
保
遠
へ
書
き
与
え
た
処
世
教
科
書
で
あ
る
と
い

う
立
場
か
ら
、
天
徳
四
年
か
ら
応
和
二
年
の
間
で
あ
る
と
、
よ
り
時
期
を
絞
り
こ
み
つ
つ
萩
谷
説
を
追

認
し
て
い
る
。『
平
仲
物
語
』
の
成
立
時
期
は
未
だ
に
確
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
両
氏
の
説

に
従
っ
て
お
く
。 

２
４ 

注
１
７
掲
書
。 
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第
二
節 

紀
有
常
歌
の
本
文
変
成 

  

一
、
は
じ
め
に 

  

『
伊
勢
物
語
』
は
、
『
源
氏
物
語
』
『
狭
衣
物
語
』
を
は
じ
め
、
後
続
の
作
品
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

作
品
で
あ
り
、
後
続
の
作
品
が
『
伊
勢
物
語
』
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
指
摘
も
こ

れ
ま
で
に
様
々
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
『
伊
勢
物
語
』
受
容
の
様
相
を
扱
っ
た
研
究
に
お

い
て
も
、
や
は
り
天
福
二
年
本
や
、
そ
れ
に
依
拠
し
た
校
訂
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
て
論
じ
た
も
の
が
目
立
つ

一

。 定
家
本
と
は
異
な
る
本
文
の
『
伊
勢
物
語
』
と
、
他
作
品
と
の
影
響
関
係
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
特
に
注

目
さ
れ
て
き
た
の
が
、『
伊
勢
物
語
』
四
十
段
と
『
堤
中
納
言
物
語
』
所
収
の
短
編
「
は
い
ず
み
」
と
の
関

わ
り
で
あ
る
。
こ
の
段
は
、
大
島
本
で
は
、 

 

む
か
し
、
わ
か
き
お
と
こ
、
け
し
か
ら
ぬ
人
を
思
け
り
。
さ
か
し
ら
す
る
を
や
あ
り
て
、「
お
も
ひ
も

ぞ
つ
く
」
と
て
、
こ
の
女
を
ほ
か
へ
を
い
や
ら
む
と
す
。
さ
こ
そ
い
へ
、
ま
だ
を
い
や
ら
ず
。
ひ
と

の
こ
な
れ
ば
、
と
ゞ
む
る
い
き
を
い
な
し
。
女
も
い
や
し
け
れ
ば
、
す
ま
う
ち
か
ら
な
し
。
さ
る
あ

ひ
だ
に
、
思
ひ
は
い
や
ま
さ
り
に
ま
さ
る
。
に
は
か
に
を
や
こ
の
女
を
つ
い
に
を
い
う
つ
。
を
と
こ
、

ち
の
な
み
だ
を
な
が
せ
ど
も
、
さ
う
る
よ
し
な
し
。
さ
て
ゐ
て
い
で
ぬ
。
お
と
こ
な
く
〳
〵
よ
め
る
、 

い
で
ゝ
い
な
ば
た
れ
か
わ
か
れ
の
か
た
か
ら
ん
あ
り
し
に
ま
さ
る
け
ふ
は
か
な
し
も 

と
よ
み
て
た
へ
い
り
に
け
り
。「
な
を
ざ
り
に
思
て
し
ぞ
い
ひ
し
か
、
い
と
か
く
し
も
あ
ら
じ
」
と
思

ふ
に
、
ま
こ
と
に
た
え
い
り
た
れ
ば
、
ま
ど
ひ
つ
ら
を
ふ
き
、
願
を
た
て
け
り
。
け
ふ
の
い
り
あ
ひ

ば
か
り
に
た
え
い
り
て
、
又
の
日
の
い
ぬ
の
と
き
ば
か
り
に
な
ん
、
か
ら
う
し
て
い
き
い
で
た
り
け

る
。
女
、
か
へ
る
人
に
つ
け
て
、 

い
づ
く
ま
で
を
く
り
は
し
つ
と
人
と
は
ゞ
あ
か
ぬ
な
ご
り
の
な
み
だ
が
は
ま
で 

と
あ
り
け
る
を
き
ゝ
て
こ
そ
、
お
と
こ
は
た
え
い
り
け
る
。
む
か
し
の
わ
か
き
人
は
、
さ
る
す
け
る

物
お
も
ひ
を
な
む
し
け
る
。 

 

と
な
っ
て
お
り
、
広
本
系
諸
本
の
ほ
か
、
略
本
の
本
間
美
術
館
本
な
ど
、
多
く
の
非
定
家
本
で
は
傍
線
部

の
女
の
歌
に
つ
い
て
の
叙
述
を
有
す
る
の
に
対
し
、
定
家
本
の
ほ
ぼ
全
て
の
諸
本
が
傍
線
部
の
女
の
歌
に

関
す
る
叙
述
を
有
し
て
い
な
い
。
一
方
で
、「
は
い
ず
み
」
で
は
、
女
が
「
い
づ
こ
に
か
送
り
は
せ
し
と
人

問
は
ば
心
は
ゆ
か
ぬ
涙
川
ま
で
」
と
い
う
歌
を
詠
む
場
面
が
あ
り
、
定
家
本
の
よ
う
な
形
態
の
『
伊
勢
物

語
』
本
文
を
も
含
め
て
、
そ
の
先
後
関
係
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
二

。 

 

し
か
る
に
、
こ
の
箇
所
を
除
く
と
、
非
定
家
系
の
諸
本
を
視
野
に
入
れ
た
受
容
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
管

見
に
入
ら
な
い
。
本
節
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
和
歌
が
『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
の
言
辞
に
影
響
を
与
え
た

と
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
関
し
て
、『
伊
勢
物
語
』
の
異
本
の
本
文
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
新

見
を
一
つ
提
示
し
た
い
と
思
う
。 

  

二
、
十
六
段
の
本
文
と
解
釈 

  

本
節
で
問
題
と
す
る
、『
伊
勢
物
語
』
十
六
段
の
本
文
を
、
ま
ず
は
学
習
院
大
学
蔵
本
に
拠
り
掲
げ
る
。 



70 

 

 

む
か
し
、
き
の
あ
り
つ
ね
と
い
ふ
人
有
け
り
。
三
世
の
み
か
ど
に
つ
か
う
ま
つ
り
て
、
時
に
あ
ひ
け

れ
ど
、
の
ち
は
世
か
は
り
、
時
う
つ
り
け
れ
ば
、
世
の
つ
ね
の
人
の
ご
と
も
あ
ら
ず
。
人
が
ら
は
心

う
つ
く
し
く
、
あ
て
は
か
な
る
こ
と
を
こ
の
み
て
、
人
に
も
に
ず
。
ま
づ
し
く
へ
て
も
、
猶
、
む
か

し
よ
か
り
し
時
の
心
な
が
ら
、
よ
の
つ
ね
の
こ
と
も
し
ら
ず
。
と
し
ご
ろ
あ
ひ
な
れ
た
る
め
、
や
う

〳
〵
と
こ
は
な
れ
て
、
つ
ゐ
に
あ
ま
に
な
り
て
、あ
ね
の
さ
き
だ
ち
て
な
り
た
る
と
こ
ろ
へ
ゆ
く
を
、

お
と
こ
、
ま
こ
と
に
む
つ
ま
し
き
こ
と
こ
そ
な
か
り
け
れ
、「
い
ま
は
」
と
ゆ
く
を
、
い
と
あ
は
れ
と

思
け
れ
ど
、
ま
づ
し
け
れ
ば
す
る
わ
ざ
も
な
か
り
け
り
。
お
も
ひ
わ
び
て
ね
む
ご
ろ
に
あ
ひ
か
た
ら

ひ
け
る
と
も
だ
ち
の
も
と
に
、
「
か
う
〳
〵
、
『
い
ま
は
』
と
て
ま
か
る
を
、
な
に
ご
と
も
、
い
さ
ゝ

か
な
る
こ
と
も
え
せ
で
つ
か
は
す
こ
と
」
ゝ
か
き
て
、
お
く
に
、 

 
 

 
 

手
を
ゝ
り
て
あ
ひ
見
し
事
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
と
お
と
い
ひ
つ
ゝ
よ
つ
は
へ
に
け
り 

 
 

か
の
と
も
だ
ち
、
こ
れ
を
見
て
、
い
と
あ
は
れ
と
思
ひ
て
、
よ
る
の
物
ま
で
を
く
り
て
よ
め
る
、 

 
 

 
 

年
だ
に
も
と
お
と
て
よ
つ
は
へ
に
け
る
を
い
く
た
び
き
み
を
た
の
み
き
ぬ
ら
ん 

 
 

か
く
い
ひ
や
り
た
り
け
れ
ば
、 

 
 

 
 

こ
れ
や
こ
の
あ
ま
の
は
衣
む
べ
し
こ
そ
き
み
が
み
け
し
と
た
て
ま
つ
り
け
れ 

 
 

よ
ろ
こ
び
に
た
へ
で
、
又
、 

 
 

 
 

秋
や
く
る
つ
ゆ
や
ま
が
ふ
と
お
も
ふ
ま
で
あ
る
は
涙
の
ふ
る
に
ぞ
有
け
る 

  

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
傍
線
を
付
し
た
、
有
常
が
詠
ん
だ
「
手
を
折
り
て
」
の
歌
で
あ
る
。
こ
の

歌
は
二
句
目
に
本
文
異
同
が
甚
だ
し
く
問
題
と
な
る
が
、
は
じ
め
に
下
の
句
「
十
と
言
ひ
つ
つ
四
つ
は
経

に
け
り
」
の
解
釈
を
固
め
て
お
き
た
い
。
こ
の
「
十
と
言
ひ
つ
つ
四
つ
」
に
関
し
て
、「
四
十
年
」
を
指
す

の
か
「
十
四
年
」
を
指
す
の
か
で
諸
注
の
説
が
古
来
分
か
れ
て
い
る
。
近
年
は
、 

  

・「
と
を
」（
十
）
と
い
う
こ
と
を
四
回
繰
り
返
す
意
で
あ
ろ
う
。 
 
 

 
 
 

 
 

（
渡
辺
『
集
成
』
） 

 

・「
つ
つ
」
と
言
う
の
だ
か
ら
、
十
の
四
倍
の
四
十
年
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

（
石
田
『
注
釈
稿
』
） 

 

な
ど
、
「
四
十
年
」
説
が
優
勢
で
あ
る
が
、
片
桐
『
全
読
解
』
は
、 

  

・「
一
緒
に
な
っ
て
も
う
十
年
経
っ
た
ね
」
と
い
う
感
慨
を
お
互
い
に
繰
り
返
し
て
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、

「
さ
ら
に
四
年
が
経
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

と
す
る
。
こ
の
歌
は
前
提
と
し
て
、「
手
を
折
り
て
」
と
上
の
句
に
あ
り
、
両
手
の
指
で
数
え
る
と
十
に
な

る
こ
と
に
眼
目
が
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
れ
を
四
回
も
繰
り
返
す
よ
う
な
長
い
年
月
連
れ
添
い
、
そ
う
で
あ

る
の
に
妻
を
送
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
感
懐
を
詠
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

「
十
と
い
ひ
つ
つ
四
つ
」
は
「
四
十
年
」
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。 

 

下
の
句
の
解
釈
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
上
の
句
「
あ
ひ
見
し
事
を
数
ふ
れ
ば
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。「
あ
ひ
見
る
」
の
語
義
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
第
一
節
で
「
あ
ひ
見
て
し
か
な
」
と
い
う
本
文
を
扱

っ
た
際
に
詳
述
し
た
が
、
今
一
度
、
用
例
を
参
照
す
る
と
、 

 

○ 

（
前
略
）
…
う
ら
に
は
、
ま
こ
と
や
、
く
れ
に
も
ま
い
り
こ
む
と
思
ふ
給
へ
た
つ
は
、
い
と
ふ
に
は
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ゆ
る
に
や
、
い
で
や
〳
〵
、
あ
や
し
き
は
、
み
な
せ
が
は
に
を
、
と
て
、
ま
た
は
し
に
か
く
ぞ
、 

 
 

 
 

く
さ
わ
か
み
ひ
た
ち
の
う
ら
の
い
か
ゞ
さ
き
い
か
で
あ
ひ
み
ん
た
ご
の
う
ら
な
み 

 
 

お
ほ
か
は
み
づ
の
、
…
（
後
略
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
源
氏
・
常
夏
） 

 

な
ど
の
よ
う
に
、
単
に
「
お
目
に
か
か
る
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
ま
ま
あ
る
が
、
こ
と
恋
愛
関

係
・
夫
婦
関
係
と
な
る
と
、
「
契
り
を
交
わ
す
」
の
意
味
と
な
る
。 

 

○ 

あ
ひ
見
て
の
の
ち
の
心
に
く
ら
ぶ
れ
ば
昔
は
物
も
お
も
は
ざ
り
け
り 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
拾
遺
集
・
恋
二
・
七
一
〇
・
権
中
納
言
敦
忠
） 

  

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、『
伊
勢
物
語
』
の
諸
注
に
お
い
て
も
、「
あ
ひ
見
し
事
を
数
ふ
れ
ば
」
が
、 

  
 

妻
と
と
も
に
過
ご
し
た
年
月
を
数
え
て
み
る
と 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
鈴
木『
評
解
』） 

 
 

夫
婦
と
し
て
生
活
し
た
こ
と
を
数
え
て
み
る
と 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
片
桐『
全
読
解
』） 

 

な
ど
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
「
あ
ひ
見
る
」
は
「
契
り
を
交
わ
す
」
こ
と
で
あ
り
、「
夫
婦
生
活

を
続
け
る
」「
夫
婦
と
し
て
過
ご
す
」
な
ど
と
い
っ
た
意
味
と
は
若
干
異
な
る
の
で
は
な
い
か
。
実
際
、「
あ

ひ
見
る
」
に
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
が
下
接
し
た
、
当
該
例
と
同
様
の
ケ
ー
ス
を
見
る
と
、 

 

○ 
 
 

し
な
て
る
や
に
ほ
の
湖
に
漕
ぐ
舟
の
ま
ほ
な
ら
ね
ど
も
あ
ひ
見
し
も
の
を 

 

（
源
氏
・
早
蕨
） 

 

と
い
う
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
も
、
薫
が
大
君
で
は
な
く
中
の
君
と
一
夜
を
過
ご
し
た
こ
と
に
つ
い
て

「
あ
ひ
見
し
」
と
言
っ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
敦
忠
の
有
名
な
歌
に
も
「
あ
ひ
見
て
の
の
ち
の
心
に
く
ら

ぶ
れ
ば
」
す
な
わ
ち
、〈
一
度
契
り
を
交
わ
し
た
後
、
あ
な
た
に
会
え
な
い
で
い
る
物
思
い
に
比
べ
て
み
る

と
…
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
夫
婦
生
活
を
続
け
る
の
で
は
な
く
、
契
り
を
交
わ
す
こ
と
に
対
し
て
「
あ
ひ
見

る
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
『
伊
勢
物
語
』
の
当
該

歌
を
解
釈
す
る
と
、
〈
指
を
折
っ
て
妻
と
契
り
を
交
わ
し
た
こ
と
を
数
え
る
と
、
四
十
回
だ
っ
た
の
だ
な

あ
〉
と
な
り
、
全
く
意
味
の
不
明
な
歌
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。 

 

こ
こ
で
、
こ
の
和
歌
の
二
句
目
の
本
文
異
同
を
見
て
み
た
い
三

。 

  

・
あ
ひ
見
し
事
を 

 
 

→
ほ
ぼ
全
て
の
【
定
家
本
】・
通
具
本
・
藤
房
本
・
真
名
本
・
最
福
寺
本
以
外
の
【
古
本
】 

 

・
経
に
け
る
年
を 

 
 

→
専
修
大
学
蔵
建
仁
二
年
定
家
本
・
泉
州
本
以
外
の
【
広
本
】
・
伝
民
部
卿
局
筆
本
・
武
者
小
路
本 

 

・
あ
ひ
見
し
年
を 

 
 

→
最
福
寺
本
・
泉
州
本 

  

定
家
本
や
古
本
な
ど
の
本
文
に
対
し
て
、
古
本
以
外
の
非
定
家
本
で
は
、「
経
に
け
る
年
を
」
と
い
う
異

文
が
目
立
つ
。
こ
の
本
文
だ
と
、〈
指
を
折
っ
て
、（
妻
と
と
も
に
）
過
ご
し
た
年
数
を
数
え
て
み
る
と
〉

と
な
り
、
下
句
と
よ
く
整
合
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
意
味
の
通
じ
や
す
い
本
文
の
方
が
通
じ
に
く
い
本
文
よ
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り
も
古
態
を
留
め
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
「
あ
ひ
見
し
事
を
」

で
は
、
一
首
と
し
て
意
味
を
な
さ
な
い
以
上
、「
経
に
け
る
年
を
」
の
本
文
が
元
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  

三
、
『源
氏
物
語
』の
「指
喰
い
の
女
」の
エ
ピ
ソ
ー
ド 

  

有
常
の
詠
ん
だ
「
手
を
折
り
て
」
の
歌
の
二
句
目
は
元
来
「
あ
ひ
見
し
事
を
」
で
は
な
く
、「
経
に
け
る

年
を
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
。「
あ
ひ
見
し
事
を
」
と
い
う
本
文
の
出
所
に
つ
い
て
は
、『
源

氏
物
語
』「
帚
木
」
巻
の
い
わ
ゆ
る
「
雨
夜
の
品
定
め
」
の
場
面
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
融
本
で
当

該
の
本
文
を
掲
出
し
た
い
四

。 

  
 

「（
私
ガ
女
ニ
）
に
く
げ
な
る
事
ど
も
を
い
ひ
は
げ
ま
し
侍
に
、
女
も
え
お
さ
め
ぬ
す
ぢ
に
て
、
お
よ

び
ひ
と
つ
を
ひ
き
よ
せ
て
、
く
ひ
て
は
べ
り
し
を
、
お
ど
ろ
〳
〵
し
く
か
こ
ち
て
、『
か
ゝ
る
き
ず
さ

へ
つ
き
ぬ
れ
ば
、
い
よ
〳
〵
ま
じ
ら
ひ
を
す
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
は
づ
か
し
め
給
め
る
つ
か
さ
・
く

ら
ゐ
、
い
と
ゞ
し
く
な
に
ゝ
つ
け
て
か
は
人
め
か
む
。
よ
を
そ
む
き
ぬ
べ
き
身
な
め
り
』
な
ど
い
ひ

を
ど
し
て
、「
さ
ら
ば
、
け
ふ
こ
そ
は
か
ぎ
り
な
め
れ
」
と
、
こ
の
お
よ
び
を
か
ゞ
め
て
ま
か
で
ぬ
。 

 
 

 
 

「
て
を
ゝ
り
て
あ
ひ
み
し
こ
と
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
こ
れ
ひ
と
つ
や
は
き
み
が
う
き
ふ
し 

 
 

え
う
ら
み
じ
」
な
ど
い
ひ
侍
れ
ば
、
さ
す
が
に
う
ち
な
き
て
、 

 
 

 
 

う
き
ふ
し
を
心
ひ
と
つ
に
か
ぞ
へ
き
て
こ
や
き
み
が
て
を
わ
か
る
べ
き
お
り 

 
 

な
ど
い
ひ
し
ろ
ひ
侍
し
か
ど
、
… 

  

こ
こ
で
は
、
左
馬
頭
が
、
女
と
口
論
と
な
っ
た
末
、
女
に
指
を
喰
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、「
手
を
折
り

て
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
本
節
で
問
題
に
し
て
い
る
先
ほ
ど
の
紀
有
常
の
歌
を
換
骨
奪
胎
し
た
も

の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
五

。
な
お
、『
源
氏
物
語
大
成
』『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』『
源
氏
物
語
別

本
集
成
』
の
三
校
本
を
見
る
に
、『
源
氏
物
語
』
で
は
こ
の
部
分
に
異
同
は
ほ
と
ん
ど
無
い
六

。
こ
の
歌
で

は
、
二
句
目
が
「
あ
ひ
見
し
事
を
」
と
あ
っ
て
も
何
ら
問
題
無
い
だ
ろ
う
。「
指
を
折
っ
て
、
逢
瀬
を
重
ね

た
事
を
数
え
て
み
る
と
、
あ
な
た
の
嫌
な
と
こ
ろ
は
こ
れ
一
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。 

 

『
伊
勢
物
語
』
の
和
歌
と
『
源
氏
物
語
』
の
和
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
現
代
注
に
お
い
て
は
、 

  

・
源
氏
物
語
の
、
「
手
を
折
り
て
あ
ひ
見
し
こ
と
を
数
ふ
れ
ば
こ
れ
ひ
と
つ
や
は
君
が
憂
き
ふ
し
」
（
帚

木
）
は
こ
の
歌
に
よ
る
か
。 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

（
森
本
『
全
釈
』
） 

 

・『
伊
勢
物
語
』か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
… 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
鈴
木『
評
解
』
） 

 

な
ど
と
言
う
に
留
ま
る
も
の
が
多
く
、『
伊
勢
物
語
』
と
他
作
品
と
の
影
響
関
係
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
伊

藤
颯
夫
『
伊
勢
物
語
の
享
受
に
関
す
る
研
究
』
七

も
、「
定
家
本
系
に
よ
る
享
受
と
思
う
」
と
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
夙
に
、
藤
井
高
尚
『
伊
勢
物
語
新
釈
』
が
、 

  

・「
経
に
け
る
年
」
塗
本
に
し
た
が
ふ
。
他
本
に
「
あ
ひ
見
し
事
を
」
と
あ
る
は
、
帚
木
巻
に
「
手
を
折

り
て
あ
ひ
み
し
事
を
か
ぞ
ふ
れ
ば
こ
れ
ひ
と
つ
や
は
君
が
う
き
ふ
し
」
と
あ
る
哥
の
上
句
と
似
た
る
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ゆ
ゑ
に
、
う
つ
す
人
の
ふ
と
か
の
歌
の
上
句
を
か
け
る
也
。
か
れ
は
あ
ひ
見
し
を
り
〳
〵
に
う
き
ふ

し
の
あ
り
け
る
事
を
か
ぞ
ふ
る
意
に
て
、
さ
い
へ
り
。
此
哥
を
「
あ
ひ
見
し
事
」
と
し
て
は
四
十
度

あ
ひ
見
し
い
な
り
て
、
返
哥
と
あ
は
ず
。 

 

と
述
べ
て
い
る
点
は
留
目
さ
れ
よ
う
。
塗
籠
本
（
略
本
）
の
本
文
を
重
視
し
て
、『
伊
勢
物
語
』
の
当
該
歌

の
二
句
目
を
「
経
に
け
る
年
を
」
に
校
訂
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
石
田
『
注
釈
稿
』
が
、 

  

・『
源
氏
物
語
』
帚
木
の
「
手
を
折
り
て
あ
ひ
見
し
こ
と
を
数
ふ
れ
ば
こ
れ
一
つ
や
は
君
が
憂
き
ふ
し
」

は
、
…
（
中
略
）
…
こ
の
『
伊
勢
物
語
』
の
歌
の
上
句
を
借
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
新
釈
』
は
、

塗
籠
本
の
「
経
に
け
る
年
」
を
是
と
し
、「
あ
ひ
見
し
事
」
の
本
文
は
、
帚
木
の
歌
に
引
か
れ
て
改
訂

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
が
、逆
に
、『
源
氏
物
語
』
の
歌
の
ほ
う
が
借
用
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、

広
本
系
な
ど
の
本
文
が
後
の
改
訂
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。『
新
釈
』
は
「
見
る
」
を
、
単
に
、
あ
い

逢
う
意
と
し
、
帚
木
の
歌
は
「
あ
ひ
見
し
を
り
〳
〵
に
う
き
ふ
し
の
あ
り
け
る
事
を
か
ぞ
ふ
る
意
」

で
、
そ
う
言
っ
た
の
で
、
こ
の
『
伊
勢
物
語
』
の
場
合
は
、
さ
す
れ
ば
、「
四
十
度
あ
ひ
見
し
に
な
り

て
返
哥
と
あ
は
ず
」
と
言
う
が
、「
見
る
」
を
そ
の
よ
う
に
狭
く
と
る
要
は
な
い
。 

 

と
い
う
反
論
を
行
っ
て
い
る
が
、「
「
見
る
」
を
そ
の
よ
う
に
狭
く
と
る
要
は
な
い
」
と
い
う
点
は
従
え
な

い
。
接
頭
語
「
あ
ひ
」
の
付
い
た
形
の
「
あ
ひ
見
る
」
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
恋
愛
や
夫

婦
関
係
の
文
脈
に
お
い
て
は
「
契
り
を
交
わ
す
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
以
上
、
藤
井

『
新
釈
』
の
説
く
よ
う
に
、
ご
く
単
純
に
示
せ
ば
、 

  

○
「
経
に
け
る
年
を
」
の
本
文
を
持
つ
『
伊
勢
物
語
』
当
該
歌
が
存
在 

 
 

↓ 

 

○
『
源
氏
物
語
』
「
帚
木
」
巻
に
お
い
て
、
「
あ
ひ
見
し
事
を
」
と
換
骨
奪
胎
さ
れ
る 

 
 

↓ 

 

○
『
源
氏
物
語
』
の
歌
句
に
引
か
れ
、『
伊
勢
物
語
』
当
該
箇
所
に
「
あ
ひ
見
し
事
を
」
の
異
文
が
発
生 

 

と
い
う
過
程
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

  

四
、
『伊
勢
物
語
』と
他
作
品 

  

こ
こ
ま
で
の
考
え
方
に
拠
れ
ば
、
少
な
く
と
も
当
該
部
分
に
関
し
て
、『
源
氏
物
語
』
作
者
が
見
て
い
た

『
伊
勢
物
語
』
は
、
学
習
院
大
学
蔵
本
の
よ
う
な
本
文
を
有
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
平

安
時
代
に
流
布
し
て
い
た
『
伊
勢
物
語
』
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
難
し

く
、
ま
た
様
々
な
伝
本
が
流
布
し
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
今
見
た
よ
う
な
、『
伊
勢

物
語
』
の
異
本
本
文
（
通
行
本
的
位
置
を
占
め
る
学
習
院
大
学
蔵
本
に
無
い
本
文
）
が
他
作
品
に
引
か
れ

て
い
る
例
と
、『
伊
勢
物
語
』
成
立
以
後
の
他
作
品
の
本
文
が
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
例
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。 

  

①
『
伊
勢
物
語
』
異
本
本
文
か
ら
他
作
品
へ 
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『
伊
勢
物
語
』
の
異
本
本
文
が
他
作
品
の
本
文
に
影
響
を
与
え
た
、
と
い
う
確
例
は
少
な
い
も
の
の
、

い
わ
ゆ
る
歴
史
物
語
に
は
、
業
平
の
実
際
の
行
状
を
記
し
た
も
の
、
と
考
え
て
『
伊
勢
物
語
』
を
引
い
て

い
る
と
思
し
い
箇
所
が
複
数
存
在
す
る
。 

 

『
栄
花
物
語
』
正
編
の
「
玉
の
む
ら
ぎ
く
」
巻
で
は
、
藤
原
道
雅
が
前
斎
宮
と
密
通
す
る
場
面
に
お
い

て
、 

 

○ 

か
の
在
五
中
将
の
、
「
心
の
闇
に
ま
ど
ひ
に
き
夢
現
と
は
世
人
定
め
よ
」
な
ど
詠
み
た
り

し
も
、
か
や
う
の
こ
と
ぞ
か
し
。 

 

と
い
う
一
文
が
見
ら
れ
る
八

。『
伊
勢
物
語
』
六
十
九
段
お
よ
び
『
古
今
集
』
に
見
ら
れ
る
歌
を
引
い
た
も

の
で
あ
る
が
、『
栄
花
物
語
』
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
伊
勢
物
語
』
を
引
用
し
た
箇
所
が
多
く
九

、『
古
今

集
』
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、『
伊
勢
物
語
』
を
も
意
識
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
傍
線
を
引

い
た
箇
所
は
、
古
来
「
こ
よ
ひ
」
と
「
よ
ひ
と
」
の
対
立
異
文
が
存
在
し
、『
伊
勢
物
語
』
で
は
、
定
家
本

は
「
こ
よ
ひ
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
大
島
本
・
日
大
為
相
本
・
阿
波
国
文
庫
本
な
ど
の
ほ
か
、

古
本
に
属
す
る
時
頼
本
、
肖
伯
本
、
あ
る
い
は
真
名
本
な
ど
は
「
よ
ひ
と
」
に
作
る
。
一
方
、
『
古
今
集
』

に
お
い
て
も
、「
こ
よ
ひ
」
と
「
よ
ひ
と
」
が
対
立
し
て
い
る
一
〇

。『
伊
勢
物
語
』
か
ら
引
用
す
る
と
こ
ろ

の
多
い
『
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
、「
よ
ひ
と
」
を
引
用
し
て
い
る
点
、
こ
の
物
語
の
作
者
が
見
て
い
た
『
伊

勢
物
語
』
の
当
該
箇
所
が
「
よ
ひ
と
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
一
一

。 

 

『
栄
花
物
語
』
正
編
か
ら
や
や
時
代
は
下
る
が
、
道
長
の
往
生
の
後
を
描
い
た
続
編
に
お
い
て
も
、
現

存
定
家
本
の
よ
う
な
本
文
と
は
異
な
る
本
文
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
を
摂
取
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
な

痕
跡
が
あ
る
。 

 

○ 

女
院
に
は
待
ち
つ
け
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
い
と
ど
し
き
催
し
な
り
。
「
い
か
に
多
か

る
」
と
は
ま
こ
と
に
こ
そ
。
こ
な
た
か
な
た
め
づ
ら
し
げ
な
く
、
唐
土
船
も
寄
せ
つ
べ
か

り
け
る
。 

  

女
宮
二
人
の
渡
御
を
待
つ
に
つ
け
、
女
院
の
彰
子
が
涙
を
催
す
、
と
い
う
場
面
で
、「
唐
土
船
も
寄
せ
つ

べ
か
り
け
る
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、『
伊
勢
物
語
』
二
十
六
段
の
和
歌
を
引
い
た
も
の
で

あ
る
。 

 

○ 

む
か
し
、
お
と
こ
、
「
五
條
わ
た
り
な
り
け
る
女
を
え
ゝ
ず
な
り
に
け
る
こ
と
」
ゝ
わ
び

た
り
け
る
人
の
返
ご
と
に
、 

 
 

 
 

お
も
ほ
え
ず
袖
に
み
な
と
の
さ
は
ぐ
哉
も
ろ
こ
し
舟
の
よ
り
し
許
に 

  

『
伊
勢
物
語
』
の
こ
の
章
段
は
、
五
条
辺
り
の
女
を
手
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
、
と
い
う
嘆
き
を
吐

露
し
て
き
た
人
へ
の
返
事
と
し
て
男
が
歌
を
詠
み
送
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
男
の
歌
の
中
に
見
ら
れ

る
「
も
ろ
こ
し
舟
の
よ
り
し
許
に
」
が
先
に
み
た
『
栄
花
物
語
』
の
傍
線
部
に
引
か
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
大
為
相
本
は
、
こ
の
和
歌
の
結
句
を
「
よ
せ
つ
ば
か
り
に
」
と
作
り
、『
栄
花
物
語
』

の
形
に
よ
り
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。『
栄
花
物
語
』
作
者
は
、
こ
の
部
分
の
本
文
が
日
大
為
相
本
の
よ
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う
に
な
っ
て
い
る
『
伊
勢
物
語
』
を
見
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
一
二

。 

  

②
他
作
品
（『
源
氏
物
語
』
）
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
へ 

  

本
節
の
想
定
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
「
あ
ひ
見
し
事
を
」
と
い
う
本
文
が
、
再
び
『
伊
勢
物
語
』
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
と
同
様
に
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
が
、『
伊
勢
物
語
』
の
本

文
に
影
響
を
与
え
た
、
と
思
し
い
箇
所
に
つ
い
て
、
片
桐
洋
一
に
指
摘
が
あ
る
。 

 

『
源
氏
物
語
』「
総
角
」
巻
で
は
、 

 

○ 

ざ
い
五
が
も
の
が
た
り
を
か
き
て
、
い
も
う
と
に
き
む
を
し
へ
た
る
所
の
、
『
人
の
結
ば

ん
』
と
い
ひ
た
る
を
み
て 

 

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
『
在
五
が
物
語
』
と
は
、『
伊
勢
物
語
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
『
伊
勢

物
語
』
の
諸
本
の
ほ
と
ん
ど
が
、「
妹
に
琴
教
へ
た
る
」
に
合
致
す
る
記
述
を
持
っ
て
い
な
い
。
し
か
る
に
、

古
本
に
属
す
る
最
福
寺
本
が
「
い
と
お
か
し
き
き
ん
を
し
ら
べ
け
る
を
み
て
」と
い
う
本
文
を
有
す
る
他
、

同
じ
く
時
頼
本
、
伝
後
醍
醐
天
皇
宸
翰
本
、
伝
為
明
筆
本
な
ど
も
同
様
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
片
桐
洋
一
は
、 

  
 

…
定
家
本
成
立
の
基
盤
に
な
っ
た
別
本
類
に
含
ま
れ
る
最
福
寺
本
・
伝
後
醍
醐
天
皇
宸
翰
本
・
時
頼

本
・
伝
為
明
筆
本
な
ど
が
、
定
家
本
系
統
に
も
非
定
家
本
系
統
に
も
見
ら
れ
な
い
こ
れ
ら
の
特
異
異

文
を
本
来
的
に
持
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
く
、
お
そ
ら
く
は
、
…
（
中
略
）
…
「
源
氏
物
語
」
総

角
の
巻
の
「
…
（
中
略
）
…
」
と
い
う
叙
述
に
適
合
す
る
よ
う
に
改
竄
さ
れ
た
本
文
で
は
な
か
っ
た

か
と
思
う
の
で
あ
る
。 

 

と
述
べ
、
諸
本
の
本
文
の
伝
存
状
況
か
ら
こ
れ
ら
が
元
来
的
な
本
文
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、 

  
 

…
「
源
氏
物
語
」
総
角
の
巻
の
記
述
は
、
こ
こ
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
伊
勢
物
語
絵
」
に
そ
の
よ
う

な
場
面
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
物
語
本
文
に
「
妹
に
琴
教
へ
た
る
」

と
記
さ
れ
て
い
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
の
で
あ
る
。 

 

と
言
及
す
る
一
三

。
片
桐
説
に
拠
れ
ば
、『
源
氏
物
語
』
に
「
妹
に
琴
教
へ
た
る
」
と
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、『
伊

勢
物
語
』
伝
本
の
ご
く
一
部
に
し
か
対
応
す
る
本
文
が
無
い
と
い
う
疑
問
も
氷
解
す
る
。
こ
の
例
は
、『
源

氏
物
語
』
の
記
述
に
引
か
れ
て
、『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
が
生
成
す
る
こ
と
の
一
例
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。 

 

以
上
、『
伊
勢
物
語
』
の
異
本
本
文
が
、
平
安
時
代
に
相
応
に
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、『
源
氏
物
語
』

の
本
文
が
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
に
影
響
す
る
実
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
論
文
で
想
定
し
た

十
六
段
の
本
文
の
変
成
過
程
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

  

五
、
定
家
本
『伊
勢
物
語
』の
本
文 
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先
ほ
ど
見
た
本
文
異
同
の
う
ち
、「
経
に
け
る
年
を
」
の
本
文
を
持
つ
諸
本
と
し
て
挙
げ
た
専
修
大
学
蔵

本
は
、
か
つ
て
山
田
清
市
に
よ
っ
て
、
定
家
建
仁
二
年
本
と
し
て
、
武
田
本
と
の
校
異
が
挙
げ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
専
修
大
学
蔵
本
が
定
家
建
仁
二
年
本
の
姿
を
留
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
が
あ
る

が
一
四

、
も
し
こ
れ
を
定
家
本
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
定
家
は
「
経
に
け
る
年
を
」
と
い
う
本

文
を
知
り
つ
つ
、
か
な
り
早
い
段
階
で
「
あ
ひ
見
し
事
を
」
の
本
文
を
採
用
し
た
こ
と
と
な
る
。
定
家
の

書
写
態
度
の
変
遷
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
例
も
参
考
に
な
ろ
う
。 

『
伊
勢
物
語
』
七
十
四
段
は
、
以
下
の
よ
う
な
掌
編
で
あ
る
。 

  
 

む
か
し
、
お
と
こ
、
女
を
い
た
う
ゝ
ら
み
て
、 

 
 

 
 

い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
山
に
あ
ら
ね
ど
も

へ

だ

て

ね

ど

イ

あ
は
ぬ
日
お
ほ
く
こ
ひ
わ
た
る
哉 

  

『
伊
勢
物
語
』
の
当
該
章
段
の
歌
を
現
代
語
訳
す
る
と
、〈
厳
し
い
巨
岩
を
踏
み
越
え
て
い
く
山
で
は
な

い
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
に
逢
わ
な
い
日
が
多
く
て
恋
し
く
思
い
続
け
る
こ
と
だ
な
あ
〉
と
な
ろ
う
。
こ
の

ま
ま
で
は
若
干
意
味
が
取
り
に
く
く
、
冒
頭
に
「
私
と
あ
な
た
の
間
を
隔
て
て
い
る
の
は
」
と
補
っ
て
解

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
異
文
注
記
さ
れ
た
本
文
「（
…
に
）
へ
だ
て
ね
ど
」
で
あ
れ
ば
、〈
厳
し
い
巨

岩
を
踏
み
越
え
て
い
く
山
が
二
人
を
隔
て
て
い
る
訳
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
な
た
に
逢
わ
な
い
日
が
多

く
て
恋
し
く
思
い
続
け
る
こ
と
よ
〉
と
な
り
、
歌
意
が
明
瞭
と
な
る
。 

こ
の
歌
は
、『
万
葉
集
』
の
以
下
の
歌
に
も
と
づ
い
て
い
る
。 

  
 

石
根
踏

い

は

ね

ふ

む 

重
成
山

か
さ
な
る
や
ま
は 

雖
不
有

あ

ら

ね

ど

も 

不
相
日
数

あ
は
ぬ
ひ
ま
ね
み 

恋
度
鴨

こ
ひ
わ
た
る
か
も 

 
 

 
 

 

（
巻
十
一
、
二
四
二
二
、
寄
物
陳
思
） 

 
 

※
非
仙
覚
本
系
統
の
廣
瀬
本
で
は
、「
カ
サ
ナ
ル
ヤ
マ
ニ
ア
ラ
ネ
ド
モ
」
と
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

  

定
家
本
で
異
本
注
記
の
見
え
る
和
歌
の
三
句
目
に
関
し
て
、
非
定
家
本
と
定
家
本
の
本
文
を
そ
れ
ぞ
れ

確
認
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
素
性
の
明
ら
か
で
な
い
（
初
期
の
無
年
号
定
家
本
の
可
能
性
も
あ
る
）
古

本
に
つ
い
て
も
独
立
さ
せ
て
整
理
す
る
。 

 

非
定
家
本 

・
い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
や
ま
は
へ
だ
て
ね
ど 

→
広
本
【
大
島
本
・
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
・
泉
州
本
】・
真
名
本
・
伝
民
部
卿
局
筆
本
・
藤
房
本 

 

・
い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
や
ま
を
へ
だ
て
ね
ど 

 
 

→
日
大
為
相
本 

 

・
い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
や
ま
は
へ
だ
て
ね
ば 

 
 

→
通
具
本 

 

定
家
本 

 

・
い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
や
ま
は
へ
だ
て
ね
ど 

 
 

→
武
田
本
ほ
ぼ
全
て
・
根
源
本
全
て 

 

・
い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
や
ま
は
へ
だ
て
ね
ば 

 
 

→
武
田
本
の
う
ち
高
野
本 
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・
い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
や
ま
に
あ
ら
ね
ど
も 

 
 

→
天
福
本 

 

古
本 

 

・
い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
や
ま
は
へ
だ
て
ね
ど 

 
 

→
古
本
ほ
ぼ
全
て 

 

・
い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
や
ま
をに

あ
ら
ね
ど
も 

 
 

→
伝
飛
鳥
井
雅
親
（
栄
雅
）
筆
本 

  

こ
こ
に
一
覧
し
た
通
り
、
天
福
本
以
外
の
ほ
ぼ
全
て
の
伝
本
に
お
い
て
、「
へ
だ
て
ね
ど
」
の
本
文
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
片
桐
『
全
読
解
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

歌
の
第
二
・
三
句
が
「
か
さ
な
る
山
に
あ
ら
ね
ど
も
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
意
味
が
通
じ

な
い
。
阿
波
国
文
庫
本
・
歴
博
本
・
伝
民
部
卿
局
筆
本
の
三
本
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
定
家
本
で
も
、

武
田
本
系
、
根
源
奥
書
本
系
、
そ
し
て
別
本
の
す
べ
て
や
真
名
本
な
ど
に
は
、「
か
さ
な
る
や
ま
は
へ

だ
て
ね
ど
」
と
あ
っ
て
、「
累
々
た
る
山
は
隔
て
て
い
な
い
が
」
と
い
う
意
に
な
っ
て
よ
く
通
ず
る
。

し
か
し
、『
伊
勢
物
語
』
に
限
ら
ず
、
三
代
集
に
お
い
て
も
、
定
家
の
不
断
の
本
文
研
究
の
結
果
が
そ

の
時
々
の
定
家
本
に
表
れ
て
お
り
、
天
福
二
年
書
写
本
の
「
か
さ
な
る
山
に
あ
ら
ね
ど
も
」
と
い
う

本
文
を
そ
れ
以
前
の
「
か
さ
な
る
山
は
へ
だ
て
ね
ど
」
に
戻
す
べ
き
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
お
そ

ら
く
定
家
は
、
天
福
二
年
の
段
階
に
な
っ
て
、
今
ま
で
用
い
て
い
た
「
か
さ
な
る
や
ま
は
へ
だ
て
ね

ど
」
を
『
萬
葉
集
』
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、「
か
さ
な
る
山
は
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を

「
か
さ
な
る
山
に
」
と
誤
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。『
萬
葉
集
』
と
同
じ
く
「
か
さ
な
る
山
は
あ
ら

ね
ど
も
」
と
再
校
訂
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
や
は
り
底
本
に
こ
だ
わ
っ
て
、「
二
人
の
間
に
あ
る
の

は
」
と
い
う
意
を
補
っ
て
、「
（
二
人
の
間
に
あ
る
の
は
）
、
岩
根
を
踏
ん
で
行
く
よ
う
な
重
な
る
山
で

な
い
け
れ
ど
も
」
と
読
解
す
る
こ
と
に
し
た
。 

  

助
動
詞
の
「
に
」
と
係
助
詞
「
は
」
に
つ
い
て
は
『
万
葉
集
』
の
訓
の
問
題
も
あ
る
の
だ
が
、
片
桐
の

言
う
よ
う
に
定
家
は
天
福
本
の
段
階
で
『
万
葉
集
』
に
よ
っ
て
「
あ
ら
ね
ど
も
」
の
本
文
を
採
用
し
た
こ

と
が
分
か
る
。
ま
た
天
福
本
を
読
む
際
の
態
度
と
し
て
も
、「
へ
だ
て
ね
ど
」
に
戻
さ
ず
に
「
あ
ら
ね
ど
も
」

で
読
む
こ
と
は
賛
同
さ
れ
る
。 

 

定
家
は
『
伊
勢
物
語
』
の
書
写
を
重
ね
つ
つ
そ
の
本
文
を
吟
味
し
て
い
た
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
こ
の

ケ
ー
ス
で
は
、
定
家
が
『
万
葉
集
』
に
よ
り
新
し
い
本
文
を
作
り
だ
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
先
ほ
ど
の

「
経
に
け
る
年
を
」
の
例
も
、
定
家
建
仁
二
年
本
に
お
け
る
本
文
と
認
め
得
る
な
ら
ば
、
定
家
は
「
経
に

け
る
年
を
」
と
い
う
本
文
を
知
り
な
が
ら
も
、『
源
氏
物
語
』
に
「
あ
ひ
見
し
こ
と
を
」
と
い
う
言
辞
を
有

す
る
歌
が
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
、「
あ
ひ
見
し
こ
と
を
」
と
い
う
本
文
を
採
用
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。 

定
家
本
に
は
、
建
仁
二
年
本
や
天
福
二
年
本
の
よ
う
に
、
書
写
年
代
の
明
ら
か
な
も
の
も
あ
る
一
方
で
、

武
田
本
や
根
源
本
な
ど
の
大
部
分
が
無
年
号
本
で
あ
り
、
特
に
根
源
本
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
態
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
到
底
言
い
難
い
。
こ
こ
で
挙
げ
た
ケ
ー
ス
は
、
非
定
家
本
の
研
究
と
切
り
結
び
つ

つ
、
定
家
本
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
も
考
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 
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五
、
お
わ
り
に 

 

以
上
、『
伊
勢
物
語
』
十
六
段
の
「
手
を
折
り
て
」
歌
の
二
句
目
が
、
元
来
は
学
習
院
大
学
蔵
本
な
ど
の

よ
う
な
「
あ
ひ
見
し
事
を
」
で
は
な
く
、「
経
に
け
る
年
を
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
『
源
氏
物
語
』
に
受
容
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
二
句
目
が
「
あ
ひ
見
し
事
を
」
と
改
作
さ
れ
、
そ
の
本
文
に
引
か
れ
て
、『
伊
勢
物
語
』

の
当
該
歌
の
二
句
目
も
「
あ
ひ
見
し
事
を
」
と
す
る
伝
本
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を

提
示
し
た
。
ま
た
、
こ
の
本
文
生
成
の
考
察
を
端
緒
に
、
定
家
本
の
生
成
に
つ
い
て
も
考
え
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。 

 

本
節
で
は
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
読
解
が
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
学
習
院
大
学
蔵
本
以
外
の
伝
本
の
擁
す

る
本
文
か
ら
、
一
首
の
和
歌
が
受
容
さ
れ
、
本
文
が
生
成
さ
れ
る
様
を
考
察
し
た
。『
伊
勢
物
語
』
に
限
ら

ず
、
異
本
と
呼
ば
れ
る
伝
本
群
の
本
文
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
、
或
る
作
品
に
お
い
て
、
従

来
「
引
歌
未
詳
」
な
ど
と
さ
れ
て
き
た
箇
所
の
典
拠
が
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
な
ど
も
あ
ろ
う
。
そ
う
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、「
定
家
本
」
や
「
三
条
西
本
」
な
ど
と
は
異
な
っ
て
素
性
の
明
ら
か
で
は
な

い
多
く
の
伝
本
群
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
来
た
の
か
を
解
明
す
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
向
後
の
典
拠
・
受
容
研
究
に
お
い
て
は
、
通
行
本
的
な
地
位
を
占
め
る
一
本
だ
け
で
は
な

く
、
多
く
の
諸
本
を
視
野
に
入
れ
て
、
丹
念
に
調
査
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。 

   

一 

本
文
の
引
用
・
受
容
の
問
題
を
校
訂
テ
キ
ス
ト
の
み
に
よ
っ
て
論
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
片
岡
利

博
『
異
文
の
愉
悦 

狭
衣
物
語
本
文
研
究
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
が
痛
烈
に
批
判
し
て
い

る
。 

二 

福
井
貞
助
『
伊
勢
物
語
生
成
論
』（
有
精
堂
、
一
九
六
五
年
）
な
ど
に
言
及
が
あ
る
。 

三 

な
お
、
こ
こ
に
挙
げ
た
校
異
の
ほ
か
に
、
他
出
と
し
て
、
業
平
私
家
集
の
本
文
を
参
看
す
る
と
、
こ

の
歌
を
収
載
す
る
諸
本
の
う
ち
、
前
田
家
本
『
在
中
将
集
』
が
「
へ
に
け
る
と
し
を
」
、
雅
平
本
業
平

集
が
、
「
へ
に
け
る
と
し
を
」
の
「
へ
」
に
傍
記
で
「
あ
ひ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

四 

明
融
本
「
帚
木
」
巻
の
本
文
は
、『
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印
叢
書 

源
氏
物
語 

明
融
本 

一
』

（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）
に
拠
る
。 

五 

島
津
久
基
『
対
訳
源
氏
物
語
講
話
』
（
矢
島
書
房
、
一
九
四
六
年
）
で
は
、
紀
有
常
の
人
物
像
と
こ
の

場
面
の
馬
頭
の
発
言
と
の
照
応
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

六 

河
内
本
系
の
写
本
の
中
に
、
「
あ
ひ
み
し
の
ち
を
」
と
作
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。 

七 

桜
楓
社
、
一
九
七
五
年
。 

八 

『
栄
花
物
語
』
の
本
文
は
、
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 

栄
花
物
語
』
（
小
学
館
、
以
下
『
新
全

集
』）
に
よ
る
。 

九 

例
え
ば
、
「
た
ま
の
う
て
な
」
巻
に
お
い
て
、「
千
夜
を
一
夜
に
と
思
ひ
し
に
、
鶏
の
鳴
き
し
は
い
か

が
つ
ら
か
り
し
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
伊
勢
物
語
』
三
十
二
段
の
「
秋
の
夜
の

千
夜
を
一
夜
に
な
せ
り
と
も
こ
と
ば
残
り
て
鶏
や
鳴
き
な
む
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

一
〇 

『
古
今
集
校
本
』
に
拠
れ
ば
、『
古
今
集
』
に
お
い
て
は
、
「
よ
ひ
と
」
と
す
る
も
の
が
優
勢
で
、
こ

れ
に
対
し
て
、
雅
俗
山
荘
本
、
基
俊
本
、
清
輔
本
系
統
の
家
長
本
、
前
田
家
本
、
天
理
本
、
伏
見
宮

本
な
ど
「
こ
よ
ひ
」
に
作
る
伝
本
も
相
当
数
存
す
る
。 

一
一 

『
新
全
集
』
で
は
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
「『
伊
勢
物
語
』
六
十
九
段
に
み
え
る
逸
話
。
…
（
中
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略
）
…
た
だ
し
、
第
五
句
は
「
今
宵
さ
だ
め
よ
」
で
、『
栄
花
』
は
『
古
今
集
』
恋
三
に
よ
っ
た
も
の

か
」
と
注
す
る
が
、
『
伊
勢
物
語
』
お
よ
び
『
古
今
集
』
の
複
雑
な
本
文
異
同
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う

な
付
注
は
的
外
れ
な
も
の
と
評
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

一
二 

こ
の
他
、
福
井
貞
助
『
伊
勢
物
語
生
成
論
』
（
注
二
前
掲
）
は
、『
今
鏡
』
に
お
け
る
前
斎
院
娟
子
と

源
俊
房
と
の
情
事
を
記
し
た
箇
所
に
、
「「
夢
か
う
つ
つ
か
」
な
る
事
ど
も
い
で
き
て
、
心
や
合
は
せ
た
り

け
む
、
負
ひ
出
だ
し
奉
り
て
、
…
」
と
あ
る
こ
と
に
関
し
て
、「
夢
か
う
つ
つ
か
」
が
『
伊
勢
物
語
』
六

十
九
段
の
和
歌
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
以
外
に
も
、
傍
線
部
に
つ
い
て
、
『
伊
勢
物
語
』
六
段
の
非

定
家
本
系
諸
本
に
見
え
る
「
女
、
心
を
合
は
せ
て
」
を
念
頭
に
置
い
て
書
か
れ
た
も
の
だ
と
指
摘
す
る
。

福
井
は
塗
籠
本
を
ベ
ー
ス
に
論
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
広
本
の
う
ち
、
大
島
本
、
日
大
為
相
本
、
阿
波
国

文
庫
本
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
本
文
で
あ
る
。 

一
三 

片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
新
研
究
』
（
明
治
書
院
、
一
九
八
七
年
）
。
片
桐
『
全
読
解
』
で
も
同
様
の

立
場
を
取
っ
て
い
る
。 

一
四 

林
美
朗
「
伊
勢
物
語
・
定
家
建
仁
二
年
本
書
写
本
の
本
文
再
建
の
試
み
」
（「
国
語
国
文
研
究
」
百
十

四
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）
、
お
よ
び
加
藤
洋
介
「
建
仁
二
年
定
家
本
伊
勢
物
語
の
復
原
」
（「
中
古
文

学
」
七
十
九
号
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
。 
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結
語 

  

一
、
本
論
文
の
ま
と
め 

  

本
論
文
で
は
、
三
つ
の
観
点
か
ら
、『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
各
章
で
述
べ
た
こ
と
の
結
論
と
し
て

は
、 

  
 

①
現
在
の
通
行
本
的
地
位
を
占
め
て
い
る
定
家
天
福
二
年
本
に
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
誤
写
・
誤
脱 

が
含
ま
れ
て
お
り
、
大
島
本
な
ど
を
中
心
に
定
家
天
福
二
年
本
文
以
外
の
本
文
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 

②
広
本
の
系
統
論
に
関
し
て
、
従
来
の
諸
説
は
な
お
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
定
家
本
と
対
置
さ
せ
得
る
伝
本
と
し
て

大
島
本
の
評
価
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。 

 
 

③
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
に
は
、
他
の
作
品
と
互
い
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
生
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、

非
定
家
本
を
含
め
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
影
響
関
係
を
再
検
討
す
べ
き
が
あ
る
。 

 

と
い
う
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

本
論
で
は
、
学
習
院
大
学
蔵
本
以
外
の
伝
本
と
し
て
、
繰
り
返
し
大
島
本
の
本
文
の
重
要
性
を
主
張
し
て
き
た
。
も
ち

ろ
ん
、
大
島
本
だ
け
を
読
め
ば
い
い
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
他
の
『
伊
勢
物
語
』
諸
本
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
を
丹

念
に
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
え
る
。 

  

二
、
『伊
勢
物
語
』本
文
研
究
の
未
来 

  

『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
研
究
の
出
発
点
と
し
て
、
片
桐
洋
一
に
よ
る
以
下
の
発
言
に
ま
ず
は
耳
を
傾
け
た
い
。 

  
 

確
か
に
定
家
本
は
、
優
れ
て
文
学
的
で
あ
り
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
卓
越
し
た
本
文
を
伝
え
て
は
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
定
家
に
よ
っ
て
、
優
れ
て
文
学
的
な
本
文
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
卓
越
し
た
本
文
に
磨
き
あ
げ
ら
れ
た

結
果
と
し
て
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。 
 
 

（『
源
氏
物
語
以
前
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
） 

  

こ
れ
ま
で
、『
伊
勢
物
語
』
の
諸
本
論
を
扱
っ
た
研
究
や
伝
本
研
究
が
皆
無
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
池
田
亀
鑑
『
伊

勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
』
以
来
、
着
実
に
成
果
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
一
方
で
、
読
解
・
注
釈
の
作
業

と
な
る
と
、
南
波
『
全
書
』
な
ど
の
注
釈
書
や
一
部
の
『
伊
勢
物
語
』
研
究
者
に
よ
る
論
文
な
ど
、
ご
く
一
部
を
除
い
て

は
定
家
天
福
二
年
本
を
底
本
と
し
た
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
大
島
本
を
は
じ
め
と
す
る
そ
の
他
多
く
の
伝
本
が
顧
み
ら

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。
本
論
文
で
問
題
と
し
た
か
っ
た
の
は
、
従
来
の
研
究
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
態
度
で

あ
る
。 

 

一
つ
例
を
挙
げ
る
。
河
地
修
「『
伊
勢
物
語
』
第
六
十
九
段
に
つ
い
て
」（『
古
代
中
世
文
学
論
考
』
九
、
新
典
社
、
二
〇

〇
二
年
）
は
、
六
十
九
段
に
お
け
る
「
斎
宮
と
業
平
と
の
関
係
を
、
斎
宮
と
神
と
の
関
係
に
重
ね
る
か
た
ち
で
、
言
わ
ば

重
層
的
に
示
し
得
た
も
の
」
と
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
六
十
九
段
に
お
け
る
、 

 

…
お
や
の
こ
と
な
り
け
れ
ば
、
い
と
ね
む
ご
ろ
に
い
た
は
り
け
り
。
あ
し
た
に
は
か
り
に
い
だ
し
た
て
ゝ
や
り
、
ゆ

ふ
さ
り
は
か
へ
り
つ
ゝ
そ
こ
に
こ
さ
せ
け
り
。
か
く
て
ね
む
ご
ろ
に
い
た
づ
き
け
り
。 
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と
い
う
本
文
で
、
上
位
者
か
ら
下
位
者
に
対
し
て
の
「
い
た
は
る
」
か
ら
、
下
位
者
の
立
場
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
の
「
い

た
づ
く
」
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
、
大
島
本
や
、
阿
波
国
文
庫
本
な
ど
を
見
る

と
、
定
家
本
で
は
「
い
た
づ
き
」
と
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、「
い
た
は
り
」
に
な
っ
て
い
る
。
大
島
本
な
ど
で
は
、「
い

た
は
る
」
と
い
う
動
詞
し
か
出
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
前
掲
河
地
論
文
は
、
こ
う
し
た
本
文
異
同
の
問
題
に
は

一
切
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
本
文
の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
の
が
、
ま
ず
初
め
に
踏
ま
れ
る
べ
き
手
続
き
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
う
。 

古
典
研
究
の
根
底
を
支
え
る
も
の
が
、
注
釈
で
あ
る
。
そ
の
時
代
の
語
義
語
法
を
踏
ま
え
、
適
切
な
用
例
調
査
に
よ
っ

て
、
一
つ
一
つ
の
語
句
の
意
味
を
決
定
し
て
い
く
と
い
う
作
業
は
、
基
礎
的
研
究
と
し
て
何
よ
り
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
多
く
の
注
釈
書
が
底
本
に
し
て
い
る
学
習
院
大
学
蔵
本
『
伊
勢
物
語
』
に
お
い
て
さ
え
未
だ
解
釈
の
定
ま
っ

て
い
な
い
箇
所
も
多
く
、
ま
し
て
広
本
系
伝
本
の
本
文
は
ほ
と
ん
ど
読
解
さ
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
か
ら
の

『
伊
勢
物
語
』
研
究
に
お
い
て
は
、
大
島
本
を
は
じ
め
と
す
る
、
こ
れ
ま
で
底
本
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
伝
本
を
ベ
ー
ス

に
し
た
注
釈
書
の
作
成
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
定
家
本
『
伊
勢
物
語
』
の
研
究
と
切

り
結
び
つ
つ
、
総
体
と
し
て
の
『
伊
勢
物
語
』
を
捉
え
る
試
み
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
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